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秋田県内には、縄文時代の遺跡をはじめとする数多くの埋蔵文化財が

に残されています。これら先人の貴重な文化遺産を保護すると共に、

後世に伝えていくことは私達に課せられた重大な責務であります。同時

に、地域社会を豊かにし、快適な生活を送るための開発も県民の切実な

願いであります。当教育委員会は、埋蔵文化財の保護と地域開発の調和

を図るべく鋭意努力してまいりました。

このたび、県宮田沢湖オートキャンプ場整備事業が計画され、事業地

内に潟前遺跡のあることが判明しました。関係機関と協議して、遺跡保

護のため事業計画の変更を行っていただきましたが、それでもなお遺跡

の一部に影響があり三その部分については発掘調査を実施して記録保存

することに致しました。

発掘調査は、平成8年度、 10年度を当教育委員会が、平成 9年度を

出沢湖町教育委員会が担当しました。 3年間の調査の結果、旧石器時代

と縄文時代の複合遺跡であることがわかりました。平成 10年度の調査

では、縄文時代前期から中期前葉および後期前葉の集落跡を検出し、特

に縄文時代後期には、大きな集落が営まれていたことがわかりました。

は、平成 10年度の調査記録をまとめたものであります。本

書が埋蔵文化財の保護に活用され、郷土の歴史や文化財を研究する資料

として、多くの方々に御活用いただければ幸いに存じます。

最後に、本調査の実施並びに本書の刊行に際し御協力を賜りました

沢湖町、田沢湖町教育委員会、東日本旅客鉄道株式会社、秋田県商工労

働部観光課をはじめ、関係各位に対し厚くお礼申し上げます。

成 12年 3月

秋田県教育委員会

教育長小野寺 清
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1 .本幸I~青書は、県常田沢湖オートキャンプ場整備事業に係る蔵文化財発掘調査報告書-である。

2. 本報告書は、 1998年(平成 10年度)に調査された田沢湖町に所在する潟前遺跡の調査結果を収め

たものである。

3.調査の内容については、すでにその一部が報告会資料@年報などによって公表されているが、

ものとする 0

4.本報告書の草稿執筆は、第4章第1郎、第2節を松本昌樹と伊藤攻が、第 l章から第3章、第4

3節l、2および第 6章を松本昌樹が、第 4章第 3節 3、4を伊藤攻が行った。 加筆は、

松本巳樹が行った。

5. アスフアルトの成分分析およ

ι編集は松本昌樹が行った。

に
U は、北海道大学教授小笠原正明氏にお願いした。

7. 本書に使用した地図は、国土地理院発行の 5万分の 1r田沢湖Jと秋田県商工労働部提供の 500
分の lの地形図である。

8. 本報告書の作成にあたり、南茅部町教育委員会文化財調査室室長阿部千春、

のl珂氏にご教示をいただいた。記して感謝の意を表する次第である。

凡 例

1.遺構番号は、その種類ごとに略記号を付し、検出版に通し番号を付したが、後に検討の結果、

構ではないと判断したものは欠落とした。また、遺構には下記の略記号を使用した。

S I ....竪穴住民跡 S N....焼土遺構 S K....土坑

SKF.・フラスコ状@袋状土坑 S KP"柱穴俵ピット SQ・・・・配石@集石遺構

SR....土器埋設追構 S U....粘土貯蔵造構 SX....性格不明遺構

なお、遺構図面中に記したPは竪穴位居跡にともなう柱穴、 RPは土器、 S は擦を示している。

2.遺跡基本属伎と遺構土居関中の土色の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修、財匠i法

人日本色彩初研f究所色票監{修i彦多 n新好版標準:上i上?二.色 i申~IJ1J

3.挿|文1[1:1の造物需号は、遺構内外の出十ーを問わず、また士出、イイ誌をiせjわず、すべて通し番号を付

しであり、その番号は|苅版中の造物書号と対応している。

4. いた数字は、ローマ数字を遺跡基本層位に、算用数字を遺構土層に使用して区別した。

5. 挿i玄iに使用したスクリーントーンは、下記のとおりである。これ以外のスクリーントーンは各図

仁IJに凡例を示した。

焼土 炭化物の散布 巴 一
みがき範はi たたき部位 くぼみ部位

一一日一一



日一一 次

F長

例三・ Jl例

日次

第 1章 はじめに ・・一........................ ................... ...... ...... ............ ..... ... .... ...... ........ ..... 1 

第 l節 発掘調査に至る経過 ……………・…………ー………・ー……………………・……・ー…一 1 

2節 調査要項 ……・…・…………………一……一…・……ー……ー…一…………………・・・…・ 2 

2章 遺跡の-¥'r地と環境 . a a " a ~ : " a a = = " " • "….， " .， e .. ~ " "…一一・…・…・一一一一一…・・・…………………………・ 3 

第 l節 遺跡の立地 ・・……・・・………・・…・……………ー…………………………………………・・ 3 

第2節 歴史的環境 ・・・・・・一一'…ー…・ー…-………一一一一一一一一………………………............"一….. 4 

第3_1立 発掘調査の概要 ..…"..."…竃 E・"" " ~ " .. .. " ，. ..…………………ーー…ー・……ー………………・…・・…一 7 

1節追跡の概観…・………………………"~ " : " " " " " ~ '" '" " " " :一…………………….........…...0.........・ 7 

第2節調査の方法 一一………………・……・・………………………………・…………................ 8 

第3節 調子~~の経過 一一……………………………………………ハ一一....…・一…一…-…………… 8 

第4章調査の記録 …一一…・……ー…・………...…………-一…・……………………一……....""…・ 11 

1節縄文時代前期@中期の追構と遺構内I=U+造物 一一………………………………‘…....."・ 1] 

1 竪穴住民跡…・・……・・・・……一一……・…・・………………・…………………………一-一一… 11 

2 ト坑 ......一一............................................................................一・・・・…............. 24 

3 上器埋設追構・……・・・・………………一………………………………….."."......"''''""….....・.... 26 

4 粘上貯蔵遺構………………………一一一一…………………………………………………. 26 

第2節 縄文時代後期の遺構と遺構内11¥士造物 …ー……ー…...……………………………・ー…一 27 

1 竪穴住民跡 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・ー・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…................................. 27 

2 焼+遺構…………一-一……………………………………………・……………………..…・ 45 

3 土坑....................一..................................................一一........................一一....e....ー46 

4 フラスコ状@袋状土坑一・……-…・…………………………………...・a・g・u・-ー………・……. 72 

5 土器埋設遺構....""......…………一…・……・…・・一一一一-一一一一……ー…………………………

6 配石 8 集石遺構一一…………一…・…一…………c...."一…・……………………ー……………..

7 性格不明追構…・・一…・・…ー・……・・…・………・………・・………………ー…ー…一………. 81 

3節 遺構外出 1'，造物 …・…・…一…・……………………ーー一.....".……………………………一.. 82 

1 ご.......‘・..・..........・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・一一.................................・・・・・2・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a・・・・ B冨・旬........ 82 

2 二i二製品・…ー…一-一……………・…………………………・ー……・…一……………・………一….. 86 

3 石器…-…・……一・ー……-……………一……・……ー………………・…-一…………一……-…. 87 

4 製 ………・・・・・・・・…………………・・……………・ー…・・・…………・……………・・…・…・・・・ 91 

5章 自然科学的分析 ・・一....………………ー…・…一-一一一一.......一………………………・…ー…..105 

第6章 まとめ -一...........................................................一・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・….............111 

報告書抄録

111-一



挿図呂次

第 11羽遺跡;位置図…………一…………………………・…………………ー…………………………ー…… 3 

第 2図 士山間又分図 ………………………ー……………一……・…・…………………………一一一……一……一.. 4 

第 31玄! 周辺追跡位置|まI...……・・・……………・…・…………………………・……・…………・……………… 6 

第 4凶訓古1><:の基本)首位

5 1ヌi追十:，W配!刊文! …・………………一…………………………………………………………………………ト10

6 1三I S J 39.42.641¥主穴助;とその11¥::1二迫物

7 1盟 S 164.76.80竪穴住居跡とそのU¥土遺物

8 1立1S 180密94-97.99竪穴注目幼;とその/1¥1-_造物・

9 1支1 S 197'翌プ〈注目白~;とその LL\卜

第 10凶 S 1 102ぺ36.137'聖火作目跡・

第 111受IS 1102.136.148.158竪穴住!日j跡とその川「

12 I立1 S 1 259'黒穴

ヨ}13図 S 1 308.309.310竪穴住出hl;;JIとその出!二造物-

14 1玄1 S 1340竪穴住)百助

第 15区IS K66.164.168.J78.179.311.320土坑とそのrJI1土造物

第 l日6区図1S R243.3訂18ト.3お.311上:器Iι月聞q里H設j造皐{:，払i

1口71図翌 S 130尽略5穴{往i主り:づ!屑吉並U勘跡fJ手~; ; 

第 181ま1 S 130.451竪穴住居跡とその出土造物 ..

第 191ま1 S 146&47.51竪穴住居跡とその1=1:¥

第 20図 S 153.55.61竪穴住凶跡とその/J¥士造物

第 211玄1 S 177.113竪穴住居跡とそのU:¥土追物

2幻21関支蒋1 S 1 122竪穴住!居き苦i助跡;とそのi出1:臼:ji土遺物 . 

2百第i右~231 支苅IS 1 140.バ143.什l勺 Fハ5可市、 I¥.;j 

第2討41区図玄盟IS 1 202 1堅:翌主穴f_低j上j二}村i討~~也肋白助跡iト、と そのj山111-'-:，二‘j追;立立物 ' 

251叉1 S 1 242.260.2681~主六{二跡とその /H J'，造物・・・・

261玄1 S 1 261旬321竪穴{主居跡..........

第 27図 S 1 324.334竪穴住居跡-

ヨi1281三1 S 1337穆339竪穴注目跡・

第29図 S N101.104.126.152.153.342.343.344 二道、 SK10.16二i二坑とその出土造物

第301玄IS K24.27.28.29.34 坑とその出土造物-

第31I~I S K35.36.44ぺ9.52 とその/1¥-1二j品物 •• •...• •.• •...•• •...•..• •.• •.•.•.•.•..• •.•.•.•.•....•.• •...•••. 51 

第 321~1 S K81 108.11←115 116.128.129.144. とその/Jll十，)jミ物 .................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 53 

33関 S K170.175.176.177.19い196.197.205 とその造物............ 55 

34区1 S K250修251-252.254.256二i二坑とその11¥二i二j立物.................................................................. 57 

35図 S

3612{1 K272.273.274 

とその/1¥

とその

一一IV

つU
4
4
4

に

リ

ハ

h
v
n
H
U
O
u
-
-
4
Q
f
u

つO

只
U

ワ
i

Q

U

ハ
U

1

ょ
っ
け
一

A
せ

に

リ

ワ

t

ハ
び
ハ
リ

1
ょ

っ

け

A
斗

ワ

i

o

d

--ゃ

1

1

1

i

1

i

1

A

4

1

つ
ω

O

ム

つ

心

り

ム

ワ

ω

つu
q

o

っ
け
つ
o

q

ο

つ

け

つ

け

り
0

4

4

4

4

A

サ

ヰ

リ

サ

A

1

d

A

61 



第37図 S K275二L-_坑造物 .............................................................................................・・・・・・ 62 

第381ヌ1S K276.278ι79-280-282-283-284-285-286-287-288-290-291-292-294-295.341J~坑 “・“・ー‘・‘・・・・・ 65 

ÊiÍ~ 3¥:J I~I S K282.283.284.285-286.287.288.292.294.296.297.300.303.304.305.306.3]3.315 

土台UとそのIU土造物 ………………………・……・………ー…………一…・…………………一………… 67 

第401玄1S K296.304.305.325.326.327.330.332.333.335.338上坑とその11¥土造物.............................. 69 

第411玄1SKF54.165.30フラスコ状土坑e袋状とその立物 ………-……………………………………一 71 

第421立1SR193.194.262'281-1-.器開設遺構とその出土造物............................................................ 73 

第43凶 S Q01.07e08.09.15.17IJ~L石造とその1-1\十:造物 .........................................・・・・一................ 75 

第44区] S Q13.18-23.56-68.69.70.75-26.32.64配七造、 S X :12:3判:格不明退構 .•.•.•.•...•...•......•..•. 78 

451:61 SQ172-173r紀行追とその出 bl宝物.............................................................................. 79 

第461叉1SQ172.173配石;Iili;，j梶山士造物…………………一……・・… E・e・-………………………………………一 80 

第471司遺構外出 1--1-_器(1)…..=......……………………………………………………………………………… 92 

48図追J:j'li外出 i二土…………………一……...・ E・-………ー…………………………………-…………一 93 

第 i1~) 凶 j立:NIJ外LI¥上上器……………一…………………..............…… e………………………………….. 94 

50同 遺構外/+¥-1て上器(4)………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...5.....一一一………………一 95 

第511主! 追i:flf外出上i二器(5)……………………………………一一一一一一…….."...#...………………………・ 96 

52図 遺構外出土土ー…一-…・・一一…一..一…・…………………………………・……・………ー………… 97 

531苅遺構外出土 L器(7)…………………………………ー………………………………………………… 98

54図 遺構外出土土器(8)ー・…….....…ー……-…・…・・…・・…・……ー…・……………………………………… 99 

第55図遺構外出土土器(9ハ上製品……………………………………一……………ー…一-…一..……….. 100 

第56図 逮捕外出土石器(1)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・‘・・・ a……一一……………・ 101 

57図 遺構外出上石器(2)・……………………………・…・・………・ー…………………・…………………….. 102 

58図 遺構外出土石器 ………………………・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 103 

第591玄i遺構外出土石器(4).石製品…・…・…………………・……・…………………………………………….. 104 

第60図 アスフアルト試料分析のフローチャート ………ー・……............…………………………………… 105 

611酒 造跡出土アスフアルトのオイル分の両速液体クロマトグラフィーによる分析結果 ……………… ]07 

62図 秋l二日県古ij遺跡から出 1'.したアスフアルトから得られたオイル}点分の

フラク ションPのFlマススベク トル・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

63図 アスファ jレトの交易に関する北東北の主な河川および遺跡名 …………ー…………………………・ 108 

第64凶 秋 1+1県伊持堂岱j丘町~Îから 11\土したアスフアルトから得られたオイル成分の

651玄i

第2表

プラクショ ンPのF1マススベク トル {由 …・…・・・ー…・・一‘・・・・・・・・・‘ 6・・・・・...‘..睦署 E事...脊.~ . . . . .ー・ー.......... 108 

次

112 

「リ

106 

3去 ji5助;/1¥1-_ アスファ jレトの R{症と駒)1己主の試 l~IIをからの相対抗;左……一…………・……ー………・ 109 

V 



図 版 次

図版] 1 .遺跡遠景 |翠H反6 1. S 1 242 炉(南→)

2. 調査区東部全景 2. S 1 260 炉(北西→)

|玄lJ~反 2 1 .北部作業風景 3. S 1 268 炉(j羽田→)

2. rli火部作業風足 4. S 1 261 CI仁性i→〉

図版 3 1. S 1 42 (点→) 5. S 1 321 (i有東→)

2. S 1 6/1 が(北京→) 6. S K 10 Cl当→)

3. S 1 76 (南東→) 7. S K 36 (南→)

4. S 1 80 (市再→) 8. S K 49 (南→)

5. S 1 99..94 土田断面(出→) 図版 7 上 SK159 (東→)

6. S 1 97 2. SK275 (南向→)

7. S 1 102，，339 (西→) 3. S K291 (同

8. S 1 136.1:37 ，，340 (南東→) 4. S K333 (南東→)

図版 4 1. S 1 148" 158 (南点→) 5. S K F 307 (南→)

2. S 1 308"309，，310 (市→) 6. S R1930194 (南西→)

3. S R243 (南東→) 7. SR262 (西→)

4. S U 103 (南→) 8. SR281 (北西→)

5. S 1 30 (由ーサ |立i版 8 1. S Q 01 (南西→)

6. S 1 30 柱穴列 2. S Q 09 

7. S 1 45 3. S Q 13 (南西→)

8. S 1 46 炉A(北西→) 4. S Q 18 (南ーサ

図版 5 1. S 1 53 5. S Q 23 (南→)

2. S 1 55 炉(北東→) 6. S Q 70 (出西→)

3. S 1 77 カベ→) 7. S Q172 (西→)

/1. S 1 113 炉 8. S X (出→)

5. S 1 122 図版 9 j阜;構内LU上上器

6. S 1 143 (南→) 図版 10 遺構内出土土器 e アスフアルト

7. S 1157..340 図版 11 迫構内出 1-_1 

8. S 1 202 (同→) 図版 12 :i立構外/1¥上上器@上製品

一一Vl



l章はじめに

1節発掘調査に至る経過

LlJ沢湖IIPIっと東部の東日本旅客鉄道株式会社所有地内に、 LU沢湖IH了、京[1本旅客鉄道株式会社、秋田

県の三二訂連携によるハーブ岡、ホテ jレ、オートキャンプ場を中核とした滞在型リゾート地の包設が計

IlWされた。その基本計uluは"j_ji-成 7 交に諸調査@基本設計 e実施設討を行い、平成 8$ 9 交に

工事を実施し、平成9年 7月開業の予定であった。

平成7年 10丹、田沢湖町民より田沢湖町教育委員会に東日 i今東端部分

から上出が出 jょしているとの指摘があった。 loJfTて 11刀田沢湖町教育委員会は、来日本旅客鉄道株式

し、主L用j詣!なに造物包台地があるので調在が必要との述絡を入れた。日年 12)~打、秋山

文化課がけ耳目の埋蔵文化財分布調査を実取した。その結果、Illjbとから指摘された部分では

jjき物を確認することはできなかったが、オートキャンプ場建設予定地付近で縄文時代前期@後

期の土おや土焼土遺構を推認した。平成8年 i月山口、秋山県教育庁文化課が 2 日のi立!誠文化

財分布調査を実施し、 e遺物出土地点は周知の遺跡であること、すなわち潟前遺跡であることを

確認した。ホテルとオートキャンプ場の共同進入路付近1.500niは工事によって消滅するので、そこ

は記録保存調査を行い、その他の部分については丁

に沿つたオ一トキヤンフc場を建設することとしたO

しかしその後、平成8年 5月21日から 31日にかけて、秋埋蔵文化財センターが範間確認調査

を実胞した結果、遺跡はオートキャンプ鴎建設予定地を中心に約 12.000nfの広がりをもち、縄文時

代吉iil田中頃および縄文時代後期前半の大規模な複什i立跡であることが判明した。特に、オートキャン

の台場部分では縄文時代後郊の況石造構も検出した。復合追跡のため通常の調査と比

111交し るため、平成8年度の記録保存調査は 1，000n1が限度として、平成 8年度はホテ

ノレとオートキャンプ場の共同進入路抗日11I'Ie側

ギ成9年度に調査することとし

ハートハーブ人「長男j滞在型宿泊施設 e ファミリーオ

し、共同進入路，LI，(NUおよび台地部分については

は平成5年7月;こ「ハーブガーデ、ン@

オートキャンプ場が同11寺開業の予定であっ

たが、オートキャンプ場の開業計i出lについて

8年 9)-J 9口から 11):Cjl5口にかけて、引く11I

(1，030ni)の発掘調査を行った(第 1次発掘調査)。

その後、 951ミ6月21:-1から 8月61二iにかけ'て、 111沢j加

地の台地部分の表土除去を行い、配石遺構の構成や広がりを確認した。この結果を受けてオートキャ

ンプ協のね計妙 fJIが汁われ、台地部分のテントサイト建設はとりやめ、 jJ答二j二して保布活用する方針が

それでもなお遺跡範目立内にあたる道路@駐車場用地@水路部分(2，800rrf)については

1011三5月121Jから 10月9E=lにかけて秋!日県教育委員会が発掘調査を行っ

た

年度から

以なお、、j/I-お!の

dj三尺出jオートキャン

オートキャン

と変更になっている。
、
治州

、，J
J
'つをので

ハリ
v

イ
S
B
T
S



第 1qi: はじめに

第 2節調査要項

遺跡名

遺跡所在地

調査期間

潟前遺跡

秋田県仙北部田沢湖町田沢字潟前 69外

平成 10年 5月12日，..__10 TJ 9日

調杏面積 2，800rd 

調査主体

調査1ll;!'i者

総務担当

秋田県教育委員会

松本 巳 樹 (秋LU!足立11版文化財ーセンター調査課調査第3科学芸主事)

伊藤 攻 (秋田県哩蔵文化財センター調査課調査第3科非常勤職員)

出 剛 (秋田県埋蔵文化財センター 3科非常勤職員)

(平成 10年8)=3退職)

田口 "-11. (秋田県埋蔵文化財センター 3科非常勤職員)

(平成 11年 3凡退職)

原 誠 (秋U:I県埋)低;文化財センタ-斉課調査第3科非常勤職員)

県津幸

菅原晃

佐藤

(現 岩手県宮古市教育委員会社会教育課文化係文化l'~-~司査員)

(秋田県埋蔵文化財センター調査課調査第3科非常勤職員)

(秋田県埋蔵文化財センター総務課主査)

嗣 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

(現秋田県教育庁福利課主宰)

佐々木敬隆 (秋田県HI~蔵文化財センター総務課主事)

八文字 降 (秋田県埋蔵文化財センター総務課主事)

調査協力機関 秋田県高工労働部

参考文献

東日本旅客鉄道株式会社

旧沢湖町教育委員会

l. 秋田県教育委員会 F遺跡詳細分布調査報常者J秋田県文化財調査報告書第270集 1997(平成9"1っ

一一ソ



第2章遺跡の立地と環境

第1節遺跡の立地

EEI沢湖ITlJは県東部のほぼ中央に位置する。[lJの大部分は、奥羽山脈の西側斜面と出羽山地の東側斜

面にあたり、雄物川の支流玉川の k流域の大半を占める。また、南西部は横手盆地の最北部にあたる。

潟幼;はJRfll沢j哲郎氏の北約 5.7畑、日1沢ìr~Jの北東湖岸uと綜 39
0

44〆 29"、東経140
0

411 18'1 ) 

に位置する。そこは、田jパirIsJの外rliIlu山のひとつである笹森山より湖岸に伸びる標i告j254 "-'264mの舌

状台地先端部にあたる。(第 11玄l)

遺跡周辺のよ山形は、 LLll山e台地"{.丘地の 3つに分けられる。玉J'I i可谷低地を境にÊ~j{WJ は1=1\羽山系で、

非火山'Itl:山地の楢森山地や田沢湖の局1211を取り巻く田沢湖111地がある。東側には火山性111地の

火山地があり、その周回や南側にJI='火山性山地のソッケ森山地、八ッ木IJl地、..小 I!!1 !JlQが

なり奥羽山脈の一部を構成している。 r~J'lii:tI谷低地と束-M!JのIIJ地に挟まれた地域は生保内台地と 11手

ばれる。 遺跡周辺の地形を);_局的に見れば、玉川の流路を境に京には奥羽山脈、西には出羽山地がそ

れぞれ南北に連なっているといえる。なお、本遺跡は/1¥羽山系の田沢湖山士山内に位置する。(第2図〉

田沢湖山地は、院内岳(751.1m)を主峰とする田沢

湖周囲の外輪山であり、北東部を除き、急斜面を伴う

500m以との111陵が田沢湖を断続的にとりまいて

いる。これらは111沢湖の火山活動によって形成された

j容器円]頁丘であると考えられ、起伏量は院内岳付近で

も大きく 400r-v420mであるが、他はおおむね 200

~--， 300m である。しかし、田沢湖北東部には笹森山

(401.3m)を最高とし、 が40'"'-'140mの緩斜面

からなる丘陵性のIllJlQが分布しており、潟的遺跡もこ

の地j或に入る。

湖周辺の表層地質は、湖岸内jから北西にかけては火

山性有石および深成去から成され断層群が発達し、

i干i沢湖北j十三には[司結堆積物である松葉円、田沢湖北東

部には宮山層、 i十i沢湖から南東部地域にはfFliN層が広

く分布し、緩やかな地形をなしている。潟前遺跡付近

は田沢層(合輝石石英安山岩質火，Jj{i集凝灰岩)や宮

(石英安IJJ岩質異質火IJJ隊凝灰岩@凝灰岩)から構成さ

れている。

田沢湖は湖標高 249m、水深 423.4mで、 EI本の

湖沼中最深である。その湖岸線の形は、直径約6kmの

円形または直線で凶まれた多角形と見ることができる。

臼田沢浩湖月

e 5潟烏前遺跡

第1関遺跡{立醤図



tr~ 2芋 遺跡の立地と環境

自然状態としては関空;~ì，~Jであるが、発市の手rj便等のため 1940(昭和 115)年玉川の強酸水が注入され、

かつて十数間接息していた魚は姿を iflj した。しかし、風光明却1~ltJ11I沢泌を心とするj也域は111沢湖抱

返り県立 I~l然公に指定され、秋m県有数の観光地となっている。

111地 (1) 

11¥羽111地

;:)I~火 111'1"1:111 J出
桝森111]由(1d)・
IFlin WilJ 1 JI ]出(1 e) 

呉羽IllJl}fc

火ILi'I"I::UI地 715HJF) 荷~.~岳火 IIIJ自 (1 i) 
川三，:，:':/jヲi

仁ててつ !ッケ森IIIJ出(1 f )ーゴドヅくILI↑*ILIJ:ili，......1 
トトト:1八ッ木ILiIII地(1g)・

大;;0111・/1¥ ~ìち I Li I Li地( 1 h) 

台地(II ) 仁寸生保!川(IIe)

巴 L~}11 iiiJ f~附 (mb){lU出 (m)

20 
国

2問地形区分歯

第 2節歴史的環境

図IV言内では、秋出県遺跡地区!で 27カ所の遺跡が確認されているが、それらは出沢湖畔の潟地区や

11の河岸段丘面に偏在する。(第1去、第31豆1)

!日石器時代の遺跡は、大山1111北部内では協和町米ヶ森追跡や南外村小j十円 IV遺跡で発掘調査が行

われているが、玉川水系においては、平成8年度潟前遺跡 ι ?
Q
 

L

ずのでの
3
A
h
U
 

縄文時代の遺跡は 19カ所確認されており、 その時期は縄文時代，jijJWから娩!日Jにわたっている。前

期の遺跡には潟前追跡入中期の追跡には蟹一沢口遺跡人中期から 1~~:!Qj にかけての

助:に 、潟尻遺跡がある。なお、豆 は、 1 [1 与代、 組

文11寺代前期、 LIJ如、後期の浪合追跡であるが、主体は縄文i時代後期である。 1~~jDj の追跡に

跡(50-18)、沼田遺跡入春山造lM;(50…25入 i王i子の木造跡(50ω26入武蔵野遺跡がある。

このうち111子の木遺跡では、武藤鉄城氏によって日子の木式土器Jの名称を与えられた土器が出土し

ているが、内容には不明な点が多 V¥O まf二、武蔵野追跡は昭和41 42年にm沢湖J11I]‘と

により発掘調査され、縄文時代晩期の大洞BC式土器や土偶がlL!j二している。なお、縄文時代

としている iこいには、 11寺lVjを特定できていない追跡も 9ヵ所ある。

弥生寺代のi遺跡は確認されていない。古代に位霞づけられるものは 山追跡と

野遺跡、の 2 本三三{
~ーノ u 

が行われたのは竪穴住居跡2

!笠穴住居跡が 26 会出されたというが、

られているが、空堀、ある。 J二十1 は8製鉄用



第 2fii'i )法史的環境

郭、市主1;のみであり具体的な史実で裏付けられる城I!官はない。

凶 11I品外であるが、 111沢71~JIIIJ内の fLj I代地区にrVí-在する黒行迫跡は、昭和初年から深沢多 rh、田 1 1 ~VI:之

助氏らによる調査が行われている。またIl?i和 10年には、武威鉄城氏が黒台堤付近の道路r事Lj:::Jに 1-.
やィが多量に出土したことを教えられ、現地に赴いて追跡であることを確認し調査を行っている。

その後、黒倉B遺跡の本格的な調査が、昭和159年(1次調査)バ!日和 60年(2次調子主)にかけて実施さ

れた。 1次調査灰域では、縄文時代前期から後期初頭の土器が1-1¥ししたが、主体は II-:JJ~j初頭の大本式

土器である。 2 次調査区域では縄文文~I時i侍寺代前i期9担]オ末〈葉から i可晩ぢ斑itJ期U出]の士

たる大木式上2思=である o 2 にわたる調査の結果、縄文H寺代仁!こ1J自の竪穴{主居跡 7rFT、干1卒n炉 6

5基、焼土迫椅3基、土器埋設追椛2基、配イゴ遺構4基、捨て場1ヵ所が検出された。

l 武藤鉄城 「田沢湖畔の6器j富木友治編 r 1:1::1 iF!.i羽 J高木の会 1959C昭和 3/1年)

参考文献

t.秋山県 r~L地分類基本調査 111沢湖 5万分の l 同 I-.~J奇 1991C 杓点 3 年)

~.秋山県教育委員会 灯火1:1:1日追跡地図J(県出版) 1987 (昭和62年)

:3.秋田県教育委員会 『東北横断自動車道秋同線発掘調査報告書四 小/1¥1 .小Hl立。小/:L¥ill.小I1¥IV-J 秋岡県文化財

調査報告書第261集 1991(、ド成3年)

4.秋田県教育委員会 問火田県の巾世城館J 秋田県文化財調査報告書第86集 1981(昭和156年)

，5.田沢湖町教育委員会 F黒倉B遺跡』 第1次発掘調査報告 1985(昭和160年)

6.田沢湖町教育委員会 問主倉B遺跡』 第2甘く発掘調査報告 1986(昭和61年)

7.深津多市.f刊口耕之助 「秋田県生保内村の竪穴J 東北文化 1巻 2号 1928(昭和3年)

8.田沢湖町字文育委員会 F武蔵野竪穴住居士11群J第一次調査報告 1967(1昭和42年)

9.秋田県教育委員会 e 問沢湖町教育委員会 f武威野竪穴住居担1非U S~f5二次調査幸~fli' 1961)(昭和43年)

10.秋同県教育委員会 『潟前遺跡(第 1次)-V?，宵オートキャンフ。場建設事業に係る地蔵文化財発掘調査報告書I

秋田県文化財調査報告書第270集 1997(平成9年)

周辺遺跡一覧

ロリ



第2章遺跡の立地と環境

~K ~{:ぬ1
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第3図周辺遺跡位置図
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第3章発掘調査の概要

第 1節遺跡の概観

潟前追跡は、 m沢湖の北東湖岸 し、田沢湖の外輪LLIで、ある筒森111から湖岸に向かい南西方向

に件!びる舌状台地先端部、標高254'"'-'264mに位置する。 高緯度で標高が高いため、亜寒帯性気候|玄

分域に入り、植林された杉林や広葉樹の二次林に回まれている。樹木の間から田沢湖を間近に見下ろ

すことができる。調査対象範囲胤辺も杉林であったが、現在は伐採されている。遺跡のほぼLIJ央を同J

道が南北に通っている。この 11IJ道は、 r~]岸の春山地区と外輪山北麓側の田沢地区を結ぶ道路で、通称

田沢道と呼ばれる。 湖岸には、湖を周同するかたちで県道出沢湖西木線が走っている。遺跡南端部か

ら湖岸までの距離は約60m、湖面との比高は 5mである。 追跡の平均斜度は8%であるが、北東側は

12%とやや急な斜面となっている。(第5図、図版1)

江|乙成8年度の範IJ-FI確認、調査の結果から、追跡の推定面積は約 12.000m
2
であるが、 Ir::iJ年度にホテノレ

の進入路部分1，030n1は発掘調査が終了し、すでに道路になっている。調査範囲 2，800nfも大部分が、

平成9年度の出沢湖町の調査によって表土が取り除かれていた。また、[可道部分は以前から削平され、

砂利敷きされていた。町道西側の平出面約5.000nfは遺跡の中心部と考えられ、この部分は保存され

ることになり、現在は盛り土されている。

調査区の基本層位は、調査区境界に沿って設定したトレンチから、以下のように観察できた。(第4図)

tS= cc岳民
R P 

ンイ，一フQU
 
4

ン
十一

259.50111 
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s{j 

2m 

第4図調査区の基本層位

第I麿 黒色土(lOYR2/1) :しまりの弱し 1シルト質土である。草木の影響を強く受けていて腐植

ボク土壌で、ある。層厚は、 10'"'-'20crnである。

第立層 黒褐色二1=.(lOYR2/3) :しまりの弱いシルト質土である。腐植含有量の多い黒ボク十壌で

ある。少量ではあるが、縄文時代後期の造物を合む。ところによって指頭大から拳大の磯が混入する O

は、 0'"'-'25crnである。調査区西部では欠落する部分がある。

第班麗 I1j当褐色土(lOYR3/3) :しまりのやや弱し1シjレト質j二である。腐植含有量のやや少ない黒

ボク 1-，壌である。縄文時代後期の遺物を含む属である。ところによって指頭大の礁がわずかに混入す

る。!忌厚は、 5~40crn である。

アー



ヨj3章発.jJiI¥W/u査の概要

第IVJ聾 IrVf出色 L(10YR3/4) :しまりのやや弱いシルト質 1-.である。縄文Il!}代前期LIJ葉からrl:J期

史の造物包合屈である。ところによってJ有国大の燥が極わずか混入する。柄岸は、 O.~3()Clll

剥:白区西 i~:I~ではほとんどの部分で-欠落する。

第V層 にぷい民福色(10YR4/'3) :しまりのやや強いシ jレト質の地山漸移屈で、ある。居岸は、

0，......， 15cmである。部分的な堆積であり、主に調査区東白Ijで認められる。

第百層 明黄褐色 1~. (10Y R6，/8) :しまりの強い粘1-.質の地LLlで、ある。

「寸
l
J

舟
門
開
門
ηノ心伊東 の方法

発掘調査はグリッドj去をj::lql \た。調査医内に任意の点を l カ!引を選定し、この去.~準抗から俄北に

わせた南北某線とこれに直交する東出基線を設け、網J卦けすることにより 4x4mのグリッドを

した。また、 p託!と線には2桁の算用数字、東丙線にはアルファベット 2文字の線名を付し、各グ i) ソ

ドは南東151j~ の交J去の算用数字とアルファベットを紅iみ什わせて呼称した。

)_立構等の実測は、各グ 1)ッド杭を利用して行い、縮尺は)以WJとして 20分の lとした。

第 3節 の経過

5月12日 作業員説明会を行った。資材の整理、環境整備をした。

5月13日 表土除去を開始した。前年調査の行われた区域の配石遺構から実測を開始した。

6 J:I 19日 S X30性格不明遺構は、地床炉を中心にして、周囲に柱穴が巡る竪穴住居跡であること

がわかり、 S130竪穴住居跡と名称を変更した。

6月29日 調査区南端の仮設水路があふれたため、応急措置をしたあと原因者側に連絡した。

7 n 2日 縄文時代後期の追構は調査区全体に広がり、その需度も高く、予定通りの認査日数では
終えられないことがl悶らかになっ

7):1 8[1 所長に調査期間の延長を依頼した。

7月1611 調査期間の延長の内諾を得、 10年度の発掘 e

7 J1 31口 Jf~び上自になっている調査医に遺構はなく、

8)~ 4Fl 皇太子殿下御末跡の栄をn易り、

し、補正予算を作成し

た円

ご説明した。

8 )~J 24 Ll S R 193 194 

9月 1 I二I S Q06配石逮捕は、 S1 202竪穴住居跡の壁であることがわかっ

9)g 8 [] S N 136 1371JJtj~.jさ布115 は、プミ型住)百島U~の土白川ミ!炉であることがわかった0

9月24日 調査区南部の調査を終了し、原因者側に明け波しをした。

10月 1日 SR262 ある S1 324竪穴住居跡の くの床に埋設されたア

スフアルト貯蔵二t器であることを雌認し

10 月 7日 終了写真撮影を行った。

10)g 8 H 造物@器材をllHn主文化財ーセンタ るとともに り外、 L" 1)ース機材

の返却を行い、 し

Q~ 
u 
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4 の

本斉でt会山された構は、l竪穴住蹄42 、 1--坑 9] 某、フラスコ :fト袋状 I~坑 3 益、配石@

出来、焼 I 8茶、 1- 設遺;j:lll~7 j芸、その他の遺 2 れ穴様ピット 490 であり、

べて縄文時代の追十時である。このうち縄文時代前崩""1拐の追j:Wと判断した追は、|略穴住htj跡 18
7 基、二設追わII~3墓、その他の造枯れ基であり、それ以外の造構はすべて縄文時代後期

i詩集のものと判断した。なお、炉だけあるいは柱穴だけの検1111であっても、昭六に{、f<-うと!記われ

るものは竪穴住居跡として扱った。また、柱穴様ピットは、建物跡に伴うと 'I~ljl析できなかったものに

ついては記述を省略し

縄文時代前期"LfJ郊の遺構は斉似の南東fHlJを'-1-')[ンに広がるが、その!よがりは剥杏|メ:全体の 4分の

iにすぎない。 逆に三縄文時代後期の退情は調台区全体に)よがりミその密度も高い。造物は、第立~

および|可面を構築面とする追構覆土中から縄文時代後期の土器@土製品@石器@石製品が、

~ I再およびを構築!石i とする追~:ìll~覆上 rlJから縄丈l時代 "ìíIJm .. 11I出のしお@石認が出 Lした。しか

し、 の遺伝ちの構築11与や近代の道路造成@植林などによって抵乱されていて、縄文時代前期から後

期までの造物が混荘していることが多く、層付:~I<J に時間去をとらえることができなかった。さらに、

調査区南東側は、斜 [~Lîであるうえ、縄文時代前期 e 後期ともに造構の密度が高く、遺構の新!日や造物

の前後関係を把握することができなかった。

l節 縄文時代前期 e中期の遺構と遺構内出土遺物

1 

S 1 39竪穴住居跡(第6図)

L C51、LD51グリッドに位置する。 トレンチ内の士山IIIJ.でを検11¥して確認した。 S1 

と草:f安するが、本{主)~I=:-JEïjJ\がしい。査Ix)~ との境界に設定した I~YTI (-iIには、本計跡と

している竪穴住居跡の壁を検出したが、本住居跡が古い。平面形は桔，rJ形と推定したゐ語 iーは

3!同に分けられた。第 6-----8層がそれである。自然堆積と思われる。位:立、 1m-!f:Iiからしか検出できな

かったが、外傾しながら立ちがる。そのi当さは O.35mを測る c 床面は、やや凸IIIJはあるがほぼ

坦である。地}A~炉が 3 ヵ所で検出された。 住穴は、而に 5ヵ所検出したが、主柱プ〈は特定できなかっ

床面近くから縄文;上器片(1が11¥1ー した。構築時期は、/1¥卜した 1- 十から縄文l時代

初頭と思われる。

S 142竪穴住窟跡(第61盟、図版3)

L H48 ，， 49、LI 48 49グリッドに位置する。地LlII二で、flI刊誌色士‘の落ち込みとして線認した。

形は、 i記lilU3.0m、短ilifl12.8rnのほぼ円形を呈し、確認からの深さは 0.35mである。覆は、 5

にう〉けられた。 I~l 然耳主程i と忠われる。 りまは、タト傾しながら立ち i二がり、最も高いところで 0.15m

を測る。 I末Hìî はちほぼ平岡である。外側に IM~ 0.2m~0.5m のテラス状の一段高い耳元をもっ。床Ytñ 仁!こ!

に組~ i IJjj杉の炭痕を検出した。床!立iとテラス状のi剖から 7基の柱穴を検出した。)_島4免1(土、覆土Ij-Iから

-11-



主iJ4J字調査の記録

縄文土器JII.(4~6) や石錘 2 点" 8)、石鍛1点(9)、石匙 1i~l (10)が出|二した。 構築|時期jは、出土し

た土器f，-‘から縄文時代liijJUjrll葉と忠われる。

S I 64竪穴住居跡GH6"7図、図版3" 9) 

L 145 グリッドに位置する。焼[-.とその rl~lで横倒しになったト器を検HI( して炉と判断した。 S 1 80 

1烹穴住!計跡と重複していると忠われるが、新ILI関係は不II)=]である。控も床も検/11することができなかっ

た。かの内部から縄文一上京(13)が出十ーした。口縁部を南丙に向けて横倒しになり、 上部は失われてい

た。また、制点I~から底部にかけては、~.次焼成を受け赤変していた。焼土は土器の東側に広がってい

た。構築時期は、 11\ 士一上器から縄文時代，，~lWj初頭と盟、われる。この土器は、横倒しに埋設された可能

性がある。また、住居でなくかとしてだけ使)一りした可能性もある。

S I 76竪穴住居跡(第7図、図版3.. 9) 

L B51、LC51グリッドに位置する。地山上で褐色土の落ち込みとして確認した。 S1 39 

居跡と重複する。本住居跡が占い。、li.，面JI三は直径2.45mのFJ形であり、底面lf再任 2.24m、確認而か

らの深さは 0.26mを測る。霞土は 3屈に分けられた。すべて地111に近い覆_Lで、自然堆積と思われ

る。監は、外傾気味に立ち上がる。!末!百は平坦である。 qミlT=iiほぼrl'央に薄い炭層を確認して、炉と推

した。柱穴は、)末II:IIのI':!オ{叫に 2ぷ検出した。 造物は、!氏TIii近くの援土L[-'より縄文土器(11" 12入

七匙2点い 15)が/1¥+.した。 柱穴が重複することから 11blの改築があった可能性がある。構築時期

は、出+した器から縄文H寺代前期とわれる。

S 1 80竪穴住居跡(第7" 81盟、図版3)

L H45 e 46グリッドに位置する。地，1，上で陪褐色土の落ち込みとして確認したo S 1 30竪穴住居

跡と重複するが、本住民跡が古い。平田形は、径の円形と推定され、位認面からの深さは

0.21mを測る。東側は調査区外に広がるが、およそ半分は調査したものと忠われる。覆土は3層に分けら

れた。そのうち 2出は柱プ〈の覆上である。 壁は、少し聞きながら立ち上がると思われるの床面は、平坦で

あるo '-IJ央付近lこ1.:!/t土の堆積を検出し、炉と判断した。床面jに4基の柱穴を確認した。主柱穴はP1.. 4 

と思われる。 P2では、底面近くに炭!語を検出した。.1.毒物は、援-[てI*Jより縄文一上部片入イイ匙l点

(28)、石鍾3 がIU上した。構築時期は、 I-HJょした上器)十から縄文時代前期仁ド葉と忠われるo

S 194竪穴住居跡(第81辺、図版 3)

L D51グリッドに位置する。調査外との境界にあたる断面と黄褐色上の落ち込みで確認したo

S 1 97 " 99竪穴住民i坊と重複する。本J住居跡が最も[I::J'い。覆士は l層(第9層〉で、ほほご地山と同じ

である。 造物は、覆 i二中より縄文二片数点が/[¥土したが、磨滅が著しく掲載しなかった。構築時

期は、確認状況から縄文時代前期中葉と思われる。

S 1 97竪穴住臆跡(第8.. 9図、図版3.. 9) 

L E49 .. 50、LF 49 .. 50、LG49 .. 50、LD51グリッドに位置する。 IVJ吾下l面で陪褐色土の落ち

込みとして確認した。 S1 94 .. 99 穴住居跡と重複する。本住居跡が最も新しい。南側で調査区外

に{Iこ13び、平而形は、推定長ljirlr17m、短ili，li4.8mの惰円形をすると忠われる。確認面からの深さは 0.40m

を測る。遺構内の覆土は 2層に分けられた。壁は、少し開き気味に立ち上がる。傾斜地に床面を作っ

たため、北側では地Ll r を ì~jlj り南側では地rll を盛って平よFtにし、床にしている。 北側の壁に沿って通い

炭層が広がるほか、地床カiが2カ1ft令で、検出された。床I[JIで、 50基ほどの柱穴を|安出しているが、

12 
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第 1uli *'日文|時代J'JijH日・ 1=1:1J明の)j}11I時とj立構内11:¥二i二j立物

は壁面に沿って並ぶ柱穴であると忠われる。南東側で壁面の外側に沿って 0.4mほどの幅で述続す

る小さな溝と穴が検出された。壁の構造材の痕と思われる。 造物は、覆土中より縄文土器(44~48) 、

石匙 4 点(32~35)、削器 l 点(36)、石錘 2 .. 42)、石鍛3);1よ(29~31)、政状耳飾り l 点(38)、j容製

石斧(40e 43入ヱj':jl]状平打製石原2点(37e 39)が出[~した。一部柱穴に璽複があることから、 1 I日!の改

築の可能性が考えられる。構築11寺JDjは、出土した士おすより、縄文時代前期末葉から仁!こlj羽前葉と出われる 0

S I 99霊穴住居跡(第8図、図版3)

L D51グリッドに位置する。調査i豆外との境界にあたる断面で;f)1l1り込みを雌認するとともに褐色

ち込みとして検出した。 S1 94 .. 97 穴住民跡と君臨する。 S194 I顎穴住民跡より新しく、

S 197樫穴住民跡より古い。規模は、 S1 97竪穴住居跡に切られていて不明である。覆+.~j:" 3 

(第 6~8 届)に分けられた。地L1Jの混入割合が高い。壁は、外傾気味に立ち i二がると忠われる。床面

は、平坦であると思われる。床面が赤変した部分を検出し地床炉と判断した。東側に薄い炭侶居:が;:?:ご1i

に{仲I1市iド1びている O 造物は、覆土LI-'から縄文土器片5}誌がU¥士したが、磨滅が著しいため掲載しなかった。

構築時期は、確認状況と出['.した['.器から縄文時代前j~Jcj:=r葉と思われる。

S 1 102竪穴住窟跡(第 10" 11図、図版3)

L C56、LD56グリッドに位目する。 IV屑仁1_1で、にぶい褐色十ーの落ち込みとして錐認した。

S 1 53 334.. 339 竪穴住居跡と重複するが、いずれの遠構より古~ ¥0 S 113t)ぺ37竪穴住出跡とも重複

するが、その新旧は不明である。平面形は、 i乏I~IÜ約 7.7m、短軸約 4 .1m の楕円形と推定される。

2層に分けられた。 1J富はS1339竪穴住居跡の覆土である。自然堆積と忠われる。壁は、外傾気味に

ち上がる。床面は、ほぼ平坦である。地山が赤変し同結した部分を 3ヵ所検出した。いずれも地床炉

である。地床炉の北西側に薄い炭層が叩;状に，{Fj:Jびている。壁に沿って8基の柱穴を検出した。遺物は、床

面付近から縄文土器片(50)が出土した。構築時期は、出土した土器片から縄文時代前期後葉と思われる0

S 1 136竪穴住居跡(第 10• 11問、|支i版 3 9) 

L B 54 e 55 e 56、LC54 .. 55 .. 56グリッドに位置する。 rv届で焼二i二遺構として検出し、北東側

で畦のひ:ち[".がりを確認後、竪穴住民跡とした。 SK44 -Jて坑、 S1 102 0 137 0 157 e 259 e 340 I事穴往

居跡と重複する。 SK44土坑、 S1 157竪穴住居跡より古く、 SI 137 .. 259 .. 340竪穴住居跡より新

し ~ìO S I102竪穴居跡との関係は不明である。 は、長'l!t[j10m以人短'I!ll出〈J55111の倍円形

と推定される。雄認、面からのお5さは、 0.20mである。覆土は、 3J語に分けられた。 自然堆積と居、われ

る。慢は、北東側のみ検出できた。床面は、ほぽ平均である。炉を 3ヵ所検11¥した。し'-:-9心れも地!オミ炉

である。 40 あまりの柱穴を検出したが、本住居跡に伴うか、 S1 137竪穴舌跡に伴うかは不明で

あるの覆[-，俸の中に集中して 1-.器が11¥+.したところがあり、その11¥+.量はコンテナ 5箱を越えた。

構の廃棄に伴って捨てられたものと考えられる。 S1 137竪穴住居跡を少しずらした位置に改築した

ものが本住居跡であるが、柱穴が2基ず、つ並ぶところがあり、さらにもう l回の改築が考えられる。

構築時期は、 U'¥j-.した土器(49、51"-'57) より、縄文時代前期末葉ーから仁|二IJ~j前葉と思われる。

S 1 137竪穴住館跡(第 10図、図版3)

L B 54 G 55 .. 56、LC54 " 55 • 56グリッドに位置する。 S1 136竪穴住居跡の地床炉の断面作成時、

その下にJjlJの焼十冊遺構を検出した。すなわち焼一一!二遺構として縫認した。 SK44 坑、 S1 102 .. 136 " 

157 " 259 • 340竪火住居跡と重複する。 S 二j二坑、 S1 136 .. 157竪火住居跡より古く、 S1 259 .. 
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第 4市 iWi]丙の記録

340竪穴住居跡より新しい。 S1 102竪穴住居跡との関係は不明である。平面形は、長車1I110m以[-'.、

短ílirll約 5 11'1 の F惰円形と推定される。覆J~(;L， 1屈である。 1;]然堆積と忠われるが、一部はしまりが強

く、 S1 136 I禁穴住!丙跡の床rfliを構成していたと考えられる。床IflIは、ほぼ平出である。褐色土の赤

変を 7ヵ所で:ii在j忍したが、 3カ19Tに大別することができた。すなわち 3基以上のj山本炉が述なってい

たと考えられる。 刊基あまりの柱ン\~を検出したが、本住居跡に伴うか、 S 1 136 I翌六居跡に伴うか

は不明である。主柱穴と考えられるのは、 P1~4 である。本住居跡の造物!として確認できたものは

ない。柱穴や焼，--が\ìf~列するところがあることから 1 @lの改築が考えられる。構築時期jは、{龍認状況

より、縄文時代前期末葉から中期前葉とjzlわれる。

S 1 148竪穴住居跡(第 1]凶、図版。

L A56 .. 57、LB56"57グリッドに付置する。 N屑1j:1で、焼[-.と樫溝を検出し、竪穴住居跡と判断し

た。 S1 140 G 143 " 157 " 158竪穴住居跡と重複する。 ST 140 " 143 " 157竪穴住出跡より f17く、 S1 158 

1理穴住民跡より新し¥，iO 北東日iiJで話lt'fl豆外に{Iこ!干びるため全容は不明であるが、平而JI三は、長車1I15m以人

相lirh約31TIの隅丸長方形で、深さ 0.15mと推定される。 護士は 1J国で、自然堆積と思われる。壁は、断

面でしか確認できなかったが、やや外傾しながら立ち上がる。床面はほぼ平坦である。炉は、地床炉であ

るが、 1--.[百の穴に中央部を壊されている。柱穴は、同一面から 16基を検出したが、本住居跡に伴う

かS1158竪穴住居跡に伴うかはわ!別できなかった。壁潜は、長辺にあたる大部分から検出されたが、全

体に巡っていたかどうかは不明である。本住民跡のものと確認できた造物はない。 S1158 I竪穴住民跡を

改築したものが本住居跡であることから、構築時期は縄文時代前期末葉から期前葉と思われる。

S I 158竪穴住麗跡(第 11図、図版4)

LA56" 57、LB 56 " 57グリッドに位置する o rv居中で、焼土と壁溝を検11¥し、竪穴注目跡と判

断した。 S1 140 " 143 " 148 " 157竪穴住居跡と重複する。これらすべての住居跡より古 lio 規模の

は不明であるが、長llir!i4m 以上、短軸約3mの!特丸長方形と推〉とされる。覆土は l層で、 CI然、if:t

と思われる。慢は、断面でしか確認できなかったが、極めて緩やかに立ち上がる。床面はほぼ平坦

であると忠われる。炉は、浅い掘り込みのある地床炉である。 S1 148 怒火住居~;IJ;の壁溝 lこ Ll二1 央部を

されている。柱穴は、出から 16iまを検出したが、本住居跡に伴うものか S1 148竪穴住居跡

に伴うものかは'I~IJ]] IJできなかった。lìJ走溝は、長辺にあたる部分から検出したが、全体に巡っていたか

どうかは不明である。本住居跡のものと確認できた造物はなl¥o本住居跡を改築したものが、 S1 148 

1烹穴位!言跡である。構築時期は、確認面の!菖位より、縄文I!寺代前期末葉から!~=1Jm前提と思われる。

S 1 259竪穴住臆跡(第 12図)

LB55グリッドに位置する。 IV居中で、褐色二[--の落ち込みとして確認した。 S1136"137，，143，，157，，340 

竪穴住居跡と重複する O これらすべての住居跡より古い。平面形は、長iji!l!3.7m、短iji1113.0mの円に近い

精円形である O 確認、面からの訟をさは、 0 .18m を測る。覆土は 1 屈で、 I~I然堆積と忠われる。壁は、緩やか

に立ち上がる。床面は、ほぼ平坦である。炉l土、航認できなかったが、 S1 1.57 I黒穴跡の村ヲて(P4)の

に薄い炭の層を確認し、炉の痕跡と判断した。柱穴は、同一面から 8基検出した。主柱穴はP2.. 4とjt

われる。本跡のものと雌認できた造物はない。構築IJ羽田は、舶長j忍Î~I]の!冨位より縄文[!封切なj訴と忠われる。

S 1308竪穴住居跡(第 13問、 i苅版。

LG57" 58、LH57 e 58グリッド る。地!1J上で、平坦な面と焼j入 を検出し、竪穴住

-20 
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261.3001 
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B 

m 

居跡と判断した。 S1 309 310 I理穴作居跡、 SQ172バ73配石遺構、 SR 193バ94+_黒煙設追横と

る。 S1 310竪穴住居跡よりtfrしく、その他の遺構より古い。全容は不明であり、壁は北側の

に痕跡を見るだけである。床面は半坦であるが、二It凶側半分は緩やかな斜になっている。本来

V屈に床面があったと思われる。 [1]央吉I~ に焼士の堆積があり、炉と ~1~ 1j[析した。柱穴を、

面で9基検出したが、平坦な部分では 1基のみで、すべてが本住居跡に伴うかどうかは不明である。

北側と東側にかけて潜が検出された。造物は、溝から縄文土器片 15点、削器1)2(60)、石箆1点(61入

1点(59)が山土した。山上土器片は、縄文時代前期のものと後期のもの(58)が混じっていたが、磨滅

しい。構築時期は、確認面の層位より、縄文時代前期からLIJ期前葉と忠われる。

S 1309竪穴住居跡(第 13凶、図版4)

L I-I56 " 57グリッドに位置するO 地dJJ三の平岡市iで焼土と樫溝を検IHして確認した。 S1 308 " 310 

怒穴住民跡、 SQ172ペ73配七遺構、 SR193.194土器開設遺構と重複する。 S1 308 " 310 

R跡より新しく、その他の遺構より 8い。床面は平坦であるが、西側は緩やかに傾斜している。床面

のL[J央と思われるところに焼土の堆積があり、炉と判断した。ユF-坦面で 13基の柱穴を検出したが、

は不明である。持は東測で検出したが、他は道路によって滅失したと忠われる。縄文土器 9

点が/1'1-1てしたが、!者減が著しいため掲載しなかった。築H寺JVjは、確認而の!首位より、縄文時代前期

から中間前菜とわれるが、住民形態から後期の可能性もあるの

S 1310竪穴住居跡(第 13I詩、図版4)

L G56、LH56グリッドに作目する。地111Lで焼土の広がりと、平均iな由]を検出して確認した。

S 1 308 " 309竪穴住居跡、 SQ172 " 173配石造;様、 SR 193 e 194土器埋設追構と重複する。本住居

跡が最もい。規模等の全容は不明であるが、床面は平坦である。地床炉と考えられる焼土は、南北

に)早い部分がある。平岡信iで 11)誌の柱穴を検出したが、本イ跡にうかどうかは不明である。本

住居跡のものと確認できた造物はない。 構築時期は、確認面の層位より、縄文時代前期から中期前葉

と忠われる。

S 1340竪穴住居跡(第 1，1図、図版3)

L B54"町、 LC54 " 55グリッドに位置する。 IV居中で、 とそれを結1J]状に問む を検出
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第4章調査の記録

し、|経穴tt)rti跡と判断した。 SK44土坑、 S1 136 .. 137 " 157 .. 259竪火佳居跡と重複する。 SK44 

二t占L，S 1 136 .. 137 • 1571竪穴位討跡より'+1く、 ST 259 1理穴柱!首跡より新しい。、¥ji↑ドi勺;-r(=白師n汁1…形j

9_0m以 i九:一、 士短長軌4十1.5mη1の1佑脊i円リ引刊Jl形!杉ラとj思z呂(われる O 床而は、 南i何子河可引{側口期tがやや(低民いが、 ほぽ ~-F-l[t である。 1末 lúî

に焼士の堆積と伐の広がりを検1+1し、地床炉と判断した。)末出に 30 の柱穴を検出したが、すべて

が本住!古跡に伴うかどうか不明であり、 =Jミ柱穴も不明である。壁際の柱穴がて重ないし三重になるこ

とから、 1IIIIないし 2回の改築が考えられる。 1-1-¥二上造物で、本{主居跡に伴うと確認できたものはない。

構築時期は、 1碓惟能.認i忍

2 上坑

S K66土坑(第 15関〕

L 145グリッドに位医するO 士山11，上で、打者福色土の落ち込みとして篠認した。平面形は、長車1111.72m>< 

短Ilir111_43mのほぼ山形で、確認からの深さは0_09111を測る。壁は、外傾しながら立ち]--がる。覆 Lは

1 である。底面は、ほぼ平坦である。!庄市中央付‘近に人頭大の扇平な礁があった。 造物は、 j長土より縄文土

器片 6 点のほか、イ二回 1 点(62)、石匙 3 点(63 ，...__65) 、 ì~ iJï，~1点(66)が出上した。土器)JAは、磨滅が著しいため

掲載しなかった。構築11寺j羽は、確認面の層{立と1-1-¥土遺物より、縄文時代前期1-1'葉か1';r二1~'JWI~íj主ミとjtわれるO

S K 164土坑(第四 i支[)

LH50"51グリッドに位置する。地，11上で!白褐色土品の落ち込みとして確認した。 3茶の柱穴と

している。いずれの柱穴よりも古い。平面形は、長qilEI1.28m x短qilll0.8m の楕 rIJ)I~で、確認 l面からの

深さは 0.12mを測る。壁は、外傾しながら立ち上がる。覆土は、 3)霞に分けられた。底面は、ほぼ

坦である。遺物は、覆土，1-'から縄文]-片8 と行鍾 1}i~ (67)が出土した。土器片は、磨滅が著しい

ため掲載しなかった。構築時期は、確認面の居{すより、縄文時代前期中葉:から中期前葉とjtわれるo

S K 168土坑(第 15関)

L B55 " 56グリッド る。lV層 I-~Iで褐色土の落ち込みとして確認した。柱穴と している c

本土坑が古い。平田]形は、長ilirll0.82m x矧ili[]]0.52mの惰円形で、確認証[jからの深さは 0.23mを測る。

は、わず、かに外似しながら立ち L-_がる。覆上は 1屈で、日然:l:ffi積と思われる。!丘而は、ほぼ平江(である。

造物は出 1--しなかった。構築時期は、確認面の!副立より、縄文時代前期中葉から1-li1VJ前菜と忠われるo

S K 178土坑(第 151三])

L G52、LH52グリッドに位置する。 地山上で1I音福色土の落ち込みとして確認した。、iえ!臼I71ラは、

長車r110.86mX短軌0.71mの精円形を記し、確認j古iからの深さは O.l3mを測る。壁は、外傾しながら

すち]-.がる。覆 iては 1 回である。!長而は、!こI~I央部がやや低いが、ほぼ平坦である。造物は 11\_1二しなかっ

構築時期は、 l法認面の)吾位より、縄文|時代前期'-1'葉から'1こIJm と忠われるc

S K 179土坑(第 15図)

LH52グリッドに位置する。 仁l'で、暗褐色|二の落ち込みとして確認した。平面形は、直径 0.83

mの円形で、確認面からの深さは O.l4mを測る。控は、外傾しながら立ち上がる。覆二t-.は1J百で、

ピンポン玉大から人頭大の{擦を数個含む。底面は、中央部がやや低いが、ほぼ平均三である。遺物は出

しなかった。構築時期は、雄認面の層位より、縄文時代1~ljJ羽仁1]葉から仁j二IJ時前葉とjまわれる。

S K311土筑(第 15図)

LH56 グリッドに位置する。ffJ~tl杏以外との境界の IfJí- ，lIれこ掘り込みを検出して確認した。全容は不
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第 41~i: ~Jlil~fの記録

I!Jjであるが、調査した半分のJlヨ丈から2ドILLÎJlラは;恰rILJ)I~ とjtわれる。 やや外傾しながら立ち仁がる。

は 1 で、ピンポン玉大から人頭大の1擦を合む。!氏面は、中央部が低いが、ほぽ平坦で・ある。 m~勿は /1\土しな

かった。構築[1与JOjは、認.~丈況か川札え;時代I~íjl自r~l~葉から iごÞJVJI~ÍJ~と忠われる。形態から上単混と考えられるo

S K320土坑(第 15図)

L 1 57 " L TI57グリッドにる。J:111111上で褐色 1'，に[!計局色一Lが斑に混じる pj形の広がりとし

て確認した口平日百長ilillll.9mX短il!t!，0.75mの桔円形で、{荏認函からの深さは0.30mを測

わずかに外傾しながら立ち i二がる。覆上は2層に分けられたが、陪褐色 iてが斑に混入することから、人為

とJ忠われる。!えufIはほぼ平町!である。覆から縄文土器J_!r-6点、削探l点(68)がHーした。士器
は、!害減が著しく掲載しなかった。構築時期は、 Mg認而の!首位と1111 L造物より、縄文Il!j:代前JUJr!r葉か

ら1-11J邸前葉と出われる。援+，と形態から 1-，墳某と考えられる。

3 ト器開設遺構

S R243土器埋設遺構(第 16凶、 1週間え4" 9) 

MB64グリッドに位置する。 道路により I-~#Is は月IF1Z されていたが、地，11 卜で lドゐぐょするート器を検出

し確認した。 掘り心ー規模は、 I}ijL 1部径53cm、底面径24cm、確認からの訟でさ 32cmを測る。一=-['，器(72)

は、!氏径 11cm、i合jさ14cmの上部を欠損する本形土器である。埋設土器以外の造物は出土しなかっ

た。覆土は、二i二トJ~ と掘り ;6の 2 屈に分けられた。土器の外側ににぶい黄褐色土を詰めて埋設してい

た。時期は、縄文11寺代中期前菜:とjEわれる。

S R318土器埋設遺構(第 161辺、|三i版 9)

MH59グリッドに位置する。上部は削平されていたが、地山上で正立する上器を検出し確認した。

掘り方規模は、ほぼ土器と同じで、開fJ部径27cm、!底面径22cm、訟をさ 9cmを測る。土器(70)は、現

存部分が}底面径 19cm、高さ 6cmで、上方の大部分は失われている。理設土以外の造物は二しな

かった。覆-1ては、+.器内と掘りjjの2円に分けられた。日告HJJは、縄文時代liij問中葉から後葉とわれる。

S R331土器壊設遺構(第161述、 l剖)坂9)

M T-:I58グリッドに位置する。 地111I二で正立する土器を検出し確認した。 掘り方規撲は、ほぼ土器

と同じで、 1)日LJ部径20cm、底面径 12cm、深さ 14cmを測る。土器(69)は、現存部分が底径 12cm"

さ14c111で、 iヒ:三三半iド三1吉説部|日:は失われている o 1町:11塑11引l日!設 iト幹ji器;器以よJ弐1，、外の追!物i陶句は、 i削?引刊!リj器 l点(σ73幻)、 半!円]弓I~;1状i伏犬扇平打製そ七i2詰3 

] 点(σ75の)がj→{十札!ト…

4 干粘J占]-[上二貯:歳蔵遺tl構、1イ長l持i号占

S U i03粘土貯議選構(第 16I辺、 i立i版 4.. 9) 

L D57グリッドに抗日:する。地1I1[-.に土器がまとまってH¥土し、保認した。 sr 339竪穴住居跡と

る。 S1339竪穴住居跡より iiIい。土器および、内部の褐灰色粘土が、長径 55cm、短径49cmの

楕円状に広がる。その厚さは、最も厚いところで 13cmを測る。掘り込みはないが、土器に挟まれた

キと覆…1-，は 3屑に分けられた。 l' に詰め込まれていた*ll:j卜と、料j-Iてが流出し虫色十、 11斉褐色|ての
j参入した部分である。 :Fiji二i二は大部分酸化しているが、本米は青灰色であったと思われる O 造物は、本

体土器(71)と流れ込んだとわれる土器(74)が出土した。 取り上げた土器片は 60点に及んだが、流

失 e磨滅が激しく復原できたのは底部のみである。 H寺;期は、 1+1 より、縄文時代前期LjJ葉から後

とjtlわれる。木造は、粘土を貯蔵した土が横倒しになった跡と忠われる。
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2節 縄文時代後期の遺構と遺構内出土遺物

l 

S 1 30竪穴住居跡(第 17• 18図、図版

L H46 .. 47 .. 48、L1 46 G 47 • 48グリッド

KP63柱穴掠ピットと している。本{主)吉助;が古い。

と柱穴の検出によって確認した。 s
によって削られた部分があるが、

る。

平面形は直径6.2mの円形である。Ii:判長iに沿ってI-CJjf:;に杭穴が並んでいる。 と られる。

は、村:をほぼ等間隔に枝べ、その柱のfi=¥Jを地111上で埋めたj蒋i主であったとJ忠われる。床面は、焼土
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第 41~: HIM在の記録

ったと考えられるが、はっきりとしたところは検山できなかった。竪穴住居跡中央部北

西よりに地床炉がある。 Ln:ゾ〈は4本である。本跡のものと確認できた造物は、れプてから出 Lし

た上器J-t4点(76，---._，79)、 1点(80)である。 LL¥入り 11とjE、われる柱プ〈の覆土カョら 2回の改築が考え

られるが、北側で柱穴ダiJが二になることから少なくとも 11可の改築があったと思われる。構築時期

は、床r(:!Iが基本 !J'i'iill [[…!に作られたと考えられることと出した土器片から、縄文時代後期I~íj~ と

忠われる。なお、 76はjjijWJの土器が流れ込んだものと考えられる。

S 145竪穴住居跡(第 181辺、|まIJ坂4" 9) 

L B56 グリッドに{立医する。醒!首上面で 3 基の '}:)-ill1日立土器を倹LU し、竪ン立与と ~I~lj断した。 3 某

の埋設信は、検I+I JI[I~ に炉A" 炉B "炉Cとした(81~85)。覆[~~は、表土除去の lí祭に取り除いてしま

し¥pJitl査で=きなかったが、炉と周辺の焼土部分については 10層に分けられた。炉A(81)は直径約 17cm 

の深鉢形士誌であり、底部を欠き、平;直にI里設されており、その高さは確認できた部分だけで 14cm

を測る。炉B(82)は、直径約28cmの深鉢形+-で、炉Aと同保!点点目を欠いて埋設され、その高さは

22crnを測る。炉C(83)は、 l高さ 42cIllの深鉢JIラ[--器を縦に半裁した後、横位に設置していたが、磨滅

が著しく一部しか復原できなかった。ガ二iの新1111封係は、焼土の耳l積状況から、それぞれわずかで、ある

が時期jとがあり、カiC争力iB争力iAのJI出に古いと考えられる。他に、炉Bの内部から 2点(84" 85)の

l~器がUJ+- した。 構築時期Jは、炉埋設土'Jgから縄文l時代後期前提と思われる。

S 146竪穴住居跡(第 191盟、凶n反4)
L B57グリッドに位置する。班上面で2基の炉を検出し、竪穴{l居跡と判断した。覆ート‘は、表

iて除去の際に取り除いてしまい、床面の一部を確認しただけである。その床而にはj也山に山来する褐

色土と焼上、炭化物が混入していた。 II占り!末と考えられるが、{能認できた面積は北部IJの炉(A)の周辺

部約 lnfでーある。炉A は、埋設:土器(86) を伴う。直径約 29cIllの深鉢H~ [--器の底部を欠き、倒立に置

いたものである。この開設[--器の南fWJに1iiBがあり、南北約O.4m、束凶約0.8mの焼土範囲をもっ。

これには浅い掘り込みがあり、焼!二が堆積していた。焼けた土器片が11¥土したことから、ここにも

器を埋設していた可能性がある。炉Aの覆[---は 4層、炉Bの覆[--は 2層に分けられた。なお、掲載し

ていないが、埋設土器以外に、炉の内部と周辺から土 42点がiJ¥土している。 2基の炉の新i口関

係は不明である。 1;ltj築11寺JWは、炉珂1設[-器から縄文l時代後期的葉とj辺、われる。

S 147竪穴住居跡(第 19[辺、図版9)

L A56グリッドに位置する。調査択の境界沿いにトレンチを入れた際、蹟層上IJiIで、[--器坦設炉を

確認し、 i竪穴住跡と'['-IJI析した。覆 Lは、友 I~除去の I~祭に取り除いてしまい調査できなかった。車)言

から掘り込みがあったと忠われるが、樫の¥'rち i二がりも検出できなかった。土明設[--r，fi ~こともなう

掘り込みは 2屈で、その覆土に土器片が刺さった状態で弧をtr'r'iくような形で出上したことから、これ

に埋設土器が設置されていたものと判断した。その土器片に接して東側には焼士の広がりも確認でき

た。本住居跡のものと確認できた造物は、埋設土器(87)とその局辺から出土した土器(88• 89)だけ

である。郎、 89は断面図作成の際に炉の掘り込み内とその直ドからLU上した縄文時代前期末葉の土

ある。構築時期は、炉埋設二I~器から縄文時代後期前葉と忠われる。

S I 51竪穴住居跡(第 19l_;g[、図版 10)

L B55グリッド る。 m く締まる と地111上が出じる陪褐色j二の)よがりを

-28 
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2お4京 ttJM.査の記録

検出し、竪穴跡と判断した。 震上は、表 LI徐よ-の|採に取り除いてしまい きなかっ fこo IJ古褐

色上に地11 をllr!iったと出われる床[f[iは、しまりが弱く、確i訟できたl:uj;詰は約4ばである。 'l:FIを1

{龍J忍し f:こ。 I"，~~:~の!阿部破片ーが覆 1'，に京IJ さった形で 1+.'， 1'，したことから、 1'，需用設炉の可能性がある。本

住民跡に伴う造物は、炉内の 1 ， *~(9l)とその周辺の 1 ，お (90 e 92)、および行錯]点(9のである。構築

|時期j は、確認の)百{立と出 L した l' から縄文時代後期 l~íI3~ と忠われる。

S 1 53竪穴住居跡(第201文人 以[);反

LC56s57、LD56 s 57 グリッドに位Ii立する。 mg~JJ'， IÞIÎで iFiJ明J支 1'，す吉を検出し、 1竪穴日~)首助:と判

断した。 S1 102 Q 334 Q 339 1~2穴nJr=I~D功;と弔複するが、 C)ずれの fìJttli功;よりも新し c'0 '1えn'fI形は、fH:

径3，5mほどの円形と推定される。覆土は、表土除去の際に取り除いてしまったが、炉は埋設土器の

と掘り方の 2層に分けられた。掘り万は、 L'，器より一一~)大きめである。 1'，器は 1 ~部を欠いてい

るが、時保 21crn、 j架さ 10cm の ~g長鉢J1ラ 1"，'rfffが立するJI三に10えられていた。その 1111には、 &k:C'範!且

ではあるが、カU二のlit;t責が認められた。炉を囲むように 5基の柱穴を検山した。 41まはいずれも

25cmほどの円形で :30"-'40 cmの深さがあるが、北端の l某はj山11までの深さが浅いためか、柱穴の深

さは 15cmと浅くなっている。本住居跡に伴う造物は、炉埋設土器(94)のほかはお点の一上器のみで

ある。 儲築11寺期は、炉I里設 1. から縄文W!y代後期前提と思われる。

S I 55竪穴住居跡(沼20I辺、凶版5s 10) 

L 149グリソドに位置する。直属中で、炉を検出し、竪穴住居跡と判断した。 S1 61竪穴住居跡と重複

ると思われるが、己悦111は不明であるo '}戸は、一支，):):二iである O 日じJ詰所に 2同ffられているが、 L'，-Ci 

ほうの炉は廃棄にともなって小石混じりの灰で'-!-'を埋めている。床面に柱穴を検Ll¥しているが本住居跡に

ffうかどうかは不明である。本住居跡;に伴う遺物は、炉1111設土器(95、96)だけである。がiが21凶作られて

し 1 ることから、 1 の改築が考えられる。構築IIMU~ は、'}，戸耳目i吉之上から純文~n与代j剣山自íI葉とわれる。

S 1 61竪穴住居跡 20図)

L 1 50グリッドに位置する。藍層中で炉を検出し、堅火住民跡と判断した。 S1 55竪火住居跡と

重複すると思われるが詳細は不明である。床Ifliは、宇土I=lであると忠われる c がは、 1:-.'6伊H投'k;:iであるc

柱穴状の掘りiるみに地111土を埋め土器を設置している。床面に柱穴を検出したが本位居跡に伴うかど

うかは不明である。本住居跡に伴う造物はが埋設土器(97)のみである。構築時期は、縄文時代後期j前

とjtわれる。

S 1 77竪穴住居跡(第21図、図版

L D 0 L E50グリソドに位置する O 濫)吾'-!-'で色 i二の落ち込みとして位認、した。 S197竪穴住)首位!}と

るが、本住居跡が新しV¥。ギIfLI)1ラは、!宣伝約4rnの1LJ)I;と推定される。覆は、 2層に分けられた。

壁は、ほぼ垂直に立ち上がる。床面は、ほぼ平坦であり、 S197竪穴住)百跡の覆土の|二に作られている。

炉は、人頭大の礁を 8 佃円形に並べた1~ilJJI炉で、焼J二が堆積し、礁の内は焼けていた。柱穴は、 2 基検

出した。 造物は、覆 1:'-!'から縄文時代前期末葉(102"-'104• 106)と[IIJUJ初頭(98)、後期前葉(99什 05• 

109 e 110 .. 112 .. 1 の'¥および石錘2点(114.. 115入 ìjlj:6~ ]点(111)が出土した。構築11時i時寺j期U出]は、

1検食l出ι…I証雨面[正出f白両nの)臨色可出叩}古Irと出 [上:した;二j土土j士七j上?二A.f托号器:3;引J=片二J守I;同i
S 1 113竪穴{住主居跡(第2幻1I図盟、 図版

L G 50 " 51 グリッドと調査区外との境に位置する。恵こ!こ!でイ îl:1rl カ 1 を検出し、!竪穴住!首助;と ~1~ 1j ~街

-32 
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S J 122:kFi 

した。炉は、{擦を不整円形状に配置し、その中には焼土が堆積していた。周囲に数基の柱穴があった

が、本住民跡のものかどうかは不明である。 造物は、炉の中から縄文時代中期初頭(101)と後期前葉

(100)の-:-1二器)午、石鑓 1点(108入石斧 l点(107)が出土した。構築時期は、検出面の層位と出土した

ら、縄文時代後期前葉と思われる。

S 1 122竪穴住居跡(第221盟、図版5)

!訴した。平i副長

L G63 " 64、LH63 ，， 64グリッドに

4mの円形と

る。斑!冨11'で、炉埋設土認をulfi認し、竪穴住民跡と平IJ

される。壁面と覆土は、平成9年i支の調査のj容に除去さ

-35-



iゴ'¥4i主 iW，1tI:千(f)，ii'f!言語

れ不明であるo1村は、ほぼ半出であるo ~j!1と~I二の)よがりを 3 ヵ所検出した。うち]ヵ所は、埋設土器を伴う o

j千六J土、 8 検If"した。 P1"'-'4 はやや深く、その他は上b!i知的浅い。本(t~訂跡に{、f:う造物は、炉珂設 [-.~}i(1 17) と

I]jjf~岳山[，製'~Il' 16)のみである。焼['.が3ヵj訂にあることと柱穴が2ぷずっす主ぶ配置から、 1I可ないし

21日!の改築が考えられる。構築Hな却j は、 li\J~ した開設土器から縄文時代後JtJJü ÍJilミと思われる。

S 1140竪穴住居跡(第23[支D

L 1356 " 57、 LC56 " 57グリッドに{立区する。軍)吾ト.II'Jiで、焼+.とそれをよ[1(り!JHむ村 10 あま

りを催認し、竪穴住跡と判断した。 S1148舎 157" 158竪穴住居跡と重複するが、そのいずれの

構よりも新し l¥ 0 "ドlJIiJI引土、 i自長約3.9mの!斗)1ラと推〉とした。 覆，L'，は 1 である。 壁は、 JヒLlbi側の 2m

ほどしか{j拒認できなかったが、 i当さ 0.1n1で、やや外傾しながら立ち.[::-.がる。床面は、ほぼY可平F之坦でで、あ

るO 床!吊而白函iに赤変i笛宣J再庁所所1Jす苅苛1Jす列玩F行行;?初iJ.のカが.qカj月序所所!J子頁巧F行行1iii一あり、 地!床1末ミカ炉iと判|断析されたC 同一面から、 13某の柱穴を検出したが、

主柱穴は不明である。壁に沿う柱穴が並列していることから、 111I1の改築が考えられる。本{主跡の

ものと確認できた造物はない。構築u日明は、検出litlの!首位から縄文時代後期と思われる。

S 1 143竪穴住居跡(第231司、図版 5)

L A55 .. 56、LB55"56グリッドに位置する。堕)醤下面で、柱穴20基あまりが円形に並ぶことを確認

し、昭穴ft同跡と 'f~IJI析した。 S 1 ] 48 " 157 " 158竪穴住民跡、 SK49 _l二坑と重悔するが、 SK49二i二坑よ

り古く、他のi割合よりも新しい。半由iJlラはi度経約3.90mの山形と推定され、線認できた深さは 0.15mで

ある。覆土は2居である。うち l屈は柱穴の覆土である。 壁は、 i新面でしか確;忍できなかったが、やや外

傾しながら立ち上がる。床面は、ほぼ平担である。炉は、本住居跡を壊して構築されたSK49 

に多量の焼[-.*立が合まれていたことから、同遺構に壊されたものと忠われる。柱穴はIqJす面から 23

検出したが、すべて荷j主0.15m、さ 0.25mほどであり、主柱穴は不明である。北西{WJに一部柱穴の花

びが途切れる部分があり、 1+\/人り Ll と考えられる。本{U首跡;に伴う造物はなし 1。構築H~J'JtJj は、{出而の)百

枚と柱穴の覆トの状;兄から、縄文時代後期と忠われる。

S 1 157竪穴住居跡(第23問、図版5)

LA56、L13 55 " 56、LC55 " 56グリソドに位置する。

として確認し、焼土は!司じく黄褐色土の赤変として悲し

は亜居下面で、[]古褐色土の落ち込み

ごう初それぞれjjrjjきと判断したが、確

認i可が!可じことと、焼土を囲んで柱穴が正)J形状に配置されていることから、柱穴の半裁終了後竪六

住居跡とした。 S1 143 e 148 e 158竪穴住居跡と重複する。 S1 143竪穴住居跡より 8く、 S1 148 " 

158 竪穴住民跡よりも新しい。柱穴の規模は直径 0.6m~1m、深さは 0.60~0.88n1 で、類似した形状

となっている。覆一上は 15 属に分けられたが、第 7 出は日 IJ の造楠の覆['.で、第 8~15 )訟は柱穴の

である。人為堆積と思われる。床面は、西側がやや下がるが、ほぽ平坦である。褐色土の赤変i宣伝~'

が]ヵ所あり、地床炉と判断した。 4ヵ所に柱穴を確認したが、それぞれ重複していた。掘り込みが

確認できないことと柱穴の規模から、掘立柱建物跡のi立能性もある。本住居跡に伴う造物は、柱穴か

ら出上した縄文土器片4点であるが、磨滅が著しいため掲載しなかった。 4ヵ所長の柱穴すべてがそれ

ぞれ2基の柱穴の重俊となっていることから、 11豆!の改築が考えられる。柱穴の芯芯間距離は構築?当

初が4.05111，，-，4.75m、建て替え後が 3.55m，，-，4.65111と推定される。構築時期は、確認の層位と柱穴

の積トの状況から、組立;時代後Wjとわれる。

S 1202竪穴住居跡(第2/1問、図版 5場 10)
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焼 1'.1，目hun人
II にふい抗出色 1:(1 ()YR，1/:ll {之主 。dU地-伎十微HJ:iU入

り(fヒ物佼l_~ 6!. Î\号泣 J~ 人〕 i三 日市fW色 1.(10γ]Fオd)
i也111トi'lj~1凶抱‘'ìJtl.hí: l，投 lit iJtJ 、 U

¥ベ台ゴ
Jt!l IIIJ\~íi'日 h't ・

/。
4 1Ii'iltiとよ I'.(]りYI¥3/4J J出Illi，l:'jv.Z 化物.}:f[1小I微 1^1 1: ~U ノ、 F i:i!{ヒ物')/llliIE人
，こ/5;，サ'Htlt2!.I:(10Yl付j:)) 地Ilil，1:やや多J， l. 炭化物少 l ， l.1J'tU，'，:微 Itl:il~人ζ 13 1I{1f<目立01'.(1 OYR3/L]) 10 6 にぶいi計七j色 l'( 1 OYR4j3) 地111沈多Ilt炭化物微Itl:iU入。 地IL!J.¥U少Ilt炭化物・

カ:[.1'.11目id:il:t人乙
14 I1計もj色 l'(1 OYR~)/4J 
炭化物微 lît~g人
1 11向性j色 !-.(]OYR3/L])
地IIIJ)U多II(・

i"d七i却微fil:ilE人勺

日1

第23~窓 S I 140.143後157竪穴住居跡
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ヨ14-}'ti: HW .~.ーでの記録

MA55" L J 54 @ 55 e 56、L1 54 .. 55 56、L1154 • 55 " 56グリッドに位置する o を検LL¥してiI1'li

i認した。 SK227 e 245 __LVCと重複する。本居跡は、 SK227 坑より新しく Slく245上坑よりJ】，-l¥0 

体のi分の lほどは調子'1:1天外であることと大部分が道路でiJjl)られていたため詳細は不iり]であるが、 'jl.而JIラ

は、凶作9.2mのl'J)I三と忠われる。 覆 1'.は、約10cmの仰さで残っているだけであった。 iA(lflIは、平山で

あるが同に向かつて[正くなるo ttシ℃は、 Il(mIより 27 会LLlした。穴はP5911 14 16d 17 22 

と思われ、 P13 " 15 " 19 は日 IJの造構 lこ{、I~ う柱穴と忠われる o 持は点側に検出され、 IJLî に伸びるに

したがって治減して L べ。その溝の延長(こ、平均して人組大の{擦が弧状に IJ~己タIJ されている。この

Illi己イiはベ外にあるが、慣を構IJ.えするものとjぷわれる。その'1'/1:1'名!二、 ilWの!人1{W)にあるとは考えにく

く外側にあったと忠われる。造物は、援 1-.から縄文(118e 119 e 121 " 122)、掻~~ 1点(120)、

石鏡2 23 " 1 が11¥1-. した。 P16 に rn複があるほかは、改築の痕~;)j; はない。構築時期は、 111

した上器から組文11与代後期前葉とjC、われる。

S 1 242竪穴住居跡(第25図、図版6" 10) 

L 1町、 LJ 57 グリッド lこ {\Ir: ff~l:するの藍!国 r，'而で炉聞投卜を検出して確認したの S 1261竪穴住

居跡、 SQ07配石造材!?と重複する。 S1 261竪穴住居跡より新しく、 SQ07配石遺より占 l¥o 道

路によってほとんどが削られていて全容は不明であるが、床面は平坦であるとわれる。:kJlには埋設

上器が伴い、その北側と東側に焼上が広がっている。 北側に広がるがt上の立;i;には、主主l) J:去の堆積が見

られた。本住居跡に伴う造物は、埋設二だけである。構築時期は、埋設土器から縄文時代

後JDjと思われる。

S 1 260竪穴住居跡(第25図、図版 6)

L J65グリッドに位置する。盟)吾仁1::1で、設炉を確認し、竪穴休跡と判断した。斜面にあり、また

杉根による撹乱のため床面、日空「古1ともに検11¥できなかった。炉の定 1二は2屈に分けられた。本住居跡に伴

う造物は、炉埋設土器(127)とその内部に詰められた土器片て126" 128)だけである。埋設土器は、崩壊

が著しく復原できなかった。構築時期jは、出土した i二器から縄文J]~J'代後期 I~Íjî主と忠われる。

S 1 261竪穴住態跡(第26閥、 i刻版6)

L 1 57" L J 57 e 58グJ)γ ドに位置する。車届で、壁溝を検出して確認した。 S1242竪火作居跡、

S K252 坑と重複し、本住出跡が誌も t'o 重層J~においてヰ斗立な床を作ったものと思われるが、

地LLIが傾斜していて検出できなかった。壁蒋の内側に 33基の柱穴を検[ijしたが、王柱穴は不明であ

る。東側に約4.5m、北東側に約3.5mの弧状の溝がある。 ii1与が検出された場所は斜面の高い部分で、

低い部分では、佐認できなかった。本住居助;にflitうi立物はない。構築時期は、検の)爵位から縄文

H寺代後j弱と出われる。

S 1 268竪穴住扇跡(第25図、図版6" 10) 

MF59グリッドに位置する。車)吾1=1二iで土器埋設炉を検出して確認した。 S1 324堅穴住居跡、

S X323 性格不明造構とIf(複すると忠われるが、新!日関係についても不明であるの炉は、検出 IIIl~ に炉

A、炉B、炉Cとした。炉A、がCは、土器埋設炉で=ある。いずれも i二部を欠いているが、炉A(131) 

は口径 15cmの深鉢形土器を、炉C(129)は口縁部 e底部を欠いた口径21cmの深鉢形土器を坦設して

いた。炉B は、 J}:戸A に{、I~ う火!末と忠われたが、直径約 35cm、深さ約 25cm の円形の掘り込みがあり、

'1功ユら 16点の土器片(復j出がと!日半な{擦が突き刺さった状態でIH土した。廃棄の際埋設した
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第4宣言)iil杏の記録

誌を抜き取って、{擦を立;てた可能性もある。メト~{ìJt+跡に伴う造物は、炉開設，-_:g~(129 " 131)とその周

辺から1+¥上した_L器片(130" 132 ----136)である。 3 に明瞭な切り合い関係は認められなかった

が、 ~k}二iA の焼，--が全体を震っていることから、千戸A が最も新しし，\と忠われる。構築11与JVJ は、 11 \1-した

ら縄文II:J:代後期的葉とjtlわれる。

S 1321竪穴住居跡(第26図、図版6)

MD6:i .. 6Ll、ME6:i .. 64グ')ッ Ftこ位置する。 ml亘で1:)ft土の!よがりと弧状の溝跡を検出して確認し

た。 北西側は沢状の地形で、あり崩落しているが、半面形は直径約6n1の円形と推定される。床面は、平む

と思われる。焼[--の広がりを 3 カ Øí-で確認し、いずれも地床炉と判断した。 40 カ!巧jlî~¥柱穴を検1[¥したが、

すべてが本住居跡のものであるかどうかは不明である。東側に壁溝の一部が残っていた。柱穴は、床面か

ら36基検出したが、主将うには不明である。炉の焼 Lのlit蹟状態から、 11可ないし 2同の改築が考えられ

る。木村f居跡に伴う造物は、アスフアルトの詰まった上器(Sl~ だけである。深鉢JI三上器を埋設し、

内部にアスファノレトをHr蔵していたものと忠われる。構築時期は、アスフアルト上器(280)から縄文
時代後期前葉と思われる。

S 1324竪穴住居跡(第図)

MF58" 59、MG58，， 59 ，， 60、MH58"59"60グリッドに位置するO 車!百上立nで壁溝と焼 Lを検出し

竪穴住居跡と判断した。 S1268竪穴住居跡、 SX323性格不明遺構と重複する。 SX323性格不明遺構

より古いが、 S1268 I竪穴住居跡との新!日関係は不明である。平出形は、泣径約7.5mの円形と推定され

る。床面は、阻止はあるがほぼ平坦である。床面に焼二i二の堆積を検出し、炉と判断した。本住居跡に伴う

造物はな~'0 柱穴は床面に33基検出したが、主柱穴は不明である。東側と北側に壁溝の一部が弧状に残っ

ていた。構築時期は、確認面の層位と覆仁の状況から、縄文時代後期と思われる。

S 1334竪穴住居跡(第27凶)

LC57= LD57グリソドに位置する。軍属rl'jで、焼土とそれをi豆!む柱穴を検出し怒穴住居跡と判

断した。 S1 53 e 102 .. 339竪穴住居跡と重複する。 S1 53竪穴住居跡より古く、 S1 102 " 339 

住居跡、より新し ~ìO ギ!而形は、在任約 4m の円形と思われる。床!釦‘は、 i現在[IJがやや低いが、ほぼ

である。焼七の堆積を確認し、地床炉と判断した。 6某の柱穴を検出したが、 トレンチ掘りの際に l

の柱穴を壊しているので、本来は?基あったものと忠われる。主柱穴は P1 ~-， 3 と忠われる。

居跡に伴う造物はない。構築時期は、検出状況から縄文時代後期と思われる。

S 1337竪穴住膿跡(第281玄!)

ME60" 61"位、 MF60 .. 61 .. 62グリッドに位置する。藍属中で、弧状に並ぶ柱穴群を検出し竪

穴住居跡、と *rj'~Jfした。平田形は、直径約 6n1 の円形と忠われる。床面は、北西側がやや低いが、ほぽ

平坦である。床面に 50 基あまりの柱穴を検出したが、主柱穴は P1~4 と忠われる。本住居跡に伴う

造物はない。弧状に並ぶ柱穴が二重、三主になること、 P4とP5が重複することから、 1[長!ないし 2

問の改築が考えられる。構築時期は、権認屈の層位と柱穴の覆 1:.の状況から縄文時代後期と思われ

S 1 339竪穴住居跡(第28図、|玄i版 3)

L C56 .. 57、LD57グリッドに位置する。班)冨Iわで、焼土とそれを囲む柱穴を検出し竪穴住居跡

と判断した。 S1 53 " 102 " 334略穴住居跡と重複する。 S1 53 " 334 I望穴住居跡より古く、 S1 102 

竪穴住民跡より新しい。平面形は、直径約4.5n1の円形とわれる。埋は、北東側一部だけの検出である

42-
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f~~} 4苧 謂予その記録
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[S 1339] 
1 ，こぶしづ"irll色1-.(IOYR4/3) 炭化物 '1J'U J'，!:ü投 hUl~人。
2 にぷい必褐色上 (SYR4/4J

第28図 S 1337償339竪穴住器跡
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士p つ {~iヘ; 幻n 一τケ flC'ι J-\'- 手心 1m バ， ~:H'h告しこ吋干上M ，-!-tL1.1ーし国王 1占
/1ヨー μ11 ij:f払ノ、 l'、J I\" 叉 ;~Jνノん1ifii C::_ん.J. 'IIサ I'~I_LI，_L)主主すえi

が、ごく緩やかに立ち 1:がる。床rtriは、西側に向かつてやや低くなるが、ほぼ平坦である。床面に焼

Lの堆積と伐の!よがりを検出し、地山炉と判断した。床面と壁部分に 22基の柱穴を検出したが、主

柱穴は不明である。ノド必に fc'l': う遺物はない。もw築 II~J:ltjjは、;倹I+H7Q兄と柱穴の覆 1--から、縄文l時代後

W3 と J~IAつれるO

2 焼土迫+rl~

S N101焼土遺捷(第 29図)

L G62グリソドに位置する。平市形は長車rhC北区']-1拘束)1.38111 X短軌(北東一!半JFJl:UO，56111の楕円形

を呈する。柱穴と重慢するが、本遺構が新しい。本遺構の底面には、豆粒大の燥が敷かれたように堆

していた。 掘り込みはなく、退物は出土しなかった。

S N 104焼土遺構(第 29図)

LD55" 56グリッドに位置する。手商7Eは長rl!rtl(北一市)1 ，35m 

する。掘り込みはなく、造物はしなかった。

S f¥J 126焼土遺捧(第 291豆J)

L G65グリッドに位置する。調査区外にかかっているため北東側は確認できなかったが、平市形

は、 11JJIラまたは楕円形，と考えられる。確認できた部分は、長斡(北西一市東)0.90111 短Il1l1J(::!と束-南

ド 0.30111 形円

0.18111である。掘り込みはなく、遺物は出土しなかったo

S N152焼土遺構(第 29図)

L H51グリッドに位置する。平面形が長ijilLJ0.3~0.9111 X短II1r110.2 ，-----0.4111の不整円形または楕円形の

集合体状を呈する。し¥1.0:れも掘り込みはなく、造物は

S N 153焼土遺構(第 29図)

L G50グリッドに位置する。平而形は長車111(二!と同一

円形を雫する。 t屈り込みはなく、造物は山!二しなかった。
S N342焼土遺構(第 29図)

L 1163 " 64グリッドに位置する。長111111(北京一南西)0.57111X短i!iAI(北i当 南東)0.35rnの不整楕円形と、

しなかった。

72mX短111出 C~Iと束-南西)0.22111 の不整楕

0.70m の不整円形の 2 ヵ月ITの焼土が並ぶ。し \1.o: ~L も掘り込みはなく、造物は11\-1てしなかったo

S ~~343 焼土遺構(第 29 凶)

MG61 .. MH61グリッドに位置する。 2カ所の焼土を一括し本追構とした。 SK F307袋:1犬士.坑と

る。本逮捕が新しい。 1カ所は、炭化物の広がりを含めた全体の平而形が長[lif:ll(北京一南西)4_0!1mx短

Is!lIC::!と凶 1ネj東)2.65n1の不整楕円形を呈する。その仁!ゴに長[11111約 0.7m 程軸約 0.35111の焼土が9ヵ所確

認できた。 北側と点側は、 トレンチに切られている。もう]力所は、その南東側で、長1j!，110.85111 X知lji，11

0.52mのか二とそれに接する炭化物の広がりが7I信忍できた。いずれも掘り込みはなく、造物は出土しなかった。

S N344焼土遺構(第29図)

M F61 .. MG61グリッドに位置する。 3力J1Jiーのかit土を一一括し本遺構とした。 1力所は、炭化物の分

布範囲を含め、平而形が長111111(北一市)3.63111X短il1ftJ(東一世D2.38mの不整楕円形を呈する。その中に

長1111111.80m x短ililll1.01mと長軌 0.73111X短1111110.49111と長軸 0.43111X短車，110.34mの楕円形の焼土が確

できた。 1カ所は、その北東部IJで、長軌〔北PLj- 1. 64m ]:sDI111J (北京一南西)0.64111の瓢革形に}ムー

がる。 1 力所は、南東側で正之îf!IÜ 南東)0.791TI 短~i!11 北京…南西)の不整楕円形に広がる。
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いずれも掘り込みはなく、遺物は11¥卜しなかった。

3 土坑

S K 10土坑(第29図、図版6)

MA60 グリソド{こ {，'L置し、ア11 初11配イ i追~~IIJ として忍した。 S K P 2661主穴とでp.複するが、本土坑が

古l¥o 平面形l土、長斬11.20mX );~-j_lIíIî:1 0.75mの楕円形をし、認而からの深さは 0.45111を測る。

はやや外傾しながら立ち上がり、途上jJで一段平岡而をつくったあと、 [1チびやや外、傾しながら立ち上が

る。覆 L~ は 41吾で、人為封と忠われる。 1 屈と 2 屈は!司じ性格のものである。 4 厄;は[擦を J伝えた

である。 1層の iてに大きく平べったいl擦が去のように侭えられ、その両側{こも牒が担idえられている。

底i雨は、中央部が低くわずかに鍋底状である。造物は、覆土iわから縄文土器片(137)が出土した。構

築時期は、 IL¥1-.した1-.器片から縄文IJ年代後期前菜と忠われる。形態から十 と忠われる。

S K 16土坑(第 291苛)

L D58グリッドに{立置する。 n屑下而で:IJ音f呂色土の落ち込みとして咋認した。平岡形は、長q!rli1.4 

OrnX短'lir1r].12mの不整楕円形で、確認、からの深さは 0.22mを測る。 !A;ぞは、大きく外傾しながら

ち iてがる。覆 1-.は2J再で、 1=1然堆積と忠われる。底miは、中央がP'Iむ。造物は、覆 L'.rl功 1ら縄文土器

片(138、139)が出 Lした。構築時期は、 /1¥土したトー器から縄文時代後期前提とjtわれる。

S K24土坑(第30図)

]¥11 C 59、MD59グリソドに位置する。 nJ言FT:aiで、M三褐色土の落ち込みと、燥の表/L¥によって確認

した。半分は調査区外である。平面)1ラは、長拍車(:J2.65m X 短 ~îIJJ 約1.65m の惰円形と推定され、確認

IIjIからの深さは 0.37mを測る。壁は、外ft:rfし}ながら立ち[-がる。覆士は 1J高で、直径 5cm，..._.25cmの

擦が多数散在する。人為堆誌と思われる。底面は、ほぼ平岡である。遺物は出土しなかった。構築時

期は、確認!日の)再{立と覆 L.の状況から縄文n年代後期jと忠われる。

S K27土坑(第30図、 Izl版 10)

L E58、LF58グリッドに位置する。日)百ド厄iで黒褐色土の落ち込みとして確認した。 2基の柱穴

して構築されてし:る。平面形は、長jl1rl12.01111 j;¥l jlirll 1.92111のほぼ円形を日し、確認面からの

さは 0.43n1を測る。樫は、外傾しながら緩やかになち I-'.f;:;る。覆土は 3屈で、自然堆積と思われる。

氏は、ほほ\ド11=!である。).立物は、 3 居u二百から縄文上'6~(150入掻器1点が出土した。

期は、/::I::¥Jょしたから縄文時代後耳Ij前菜と思われる O

S K28土坑(第30I玄])

L J 43 .. 44グリッドに位問する。立区:下両で詰色 1'_の落ち込みとして締認した。平lfIiJl三は、!向:

jli出1.08111 短jlIrl11.06mのほぼ円形を呈し、佐認、面からの深さは 0.38111を測る。壁は、外傾しながら

ちとがる。覆土は l層で、 13然堆積と忠われる。底面は、ほぼ平明であるが中央部が少し1J:f_]む。

物は、覆二上仁i功〉ら縄文j二2i訂;-'(141 142)が二したo 築時期は、出土した土器片から縄文時代後期前

と忠われるO

S K29土坑(第301'61) 

L J 45グリッドに位置している。立!国!ご面で、黒褐色の落ち込みとして確認した。平面形は、

1. 35111 の tJj j\ヲで、{Íti{~!c!， lí!iからのお日さは 0.20m を測る。土、タHt:rf しながら立ち i二がる。 覆 Lは4

日然堆積とわれる。底i瓦i'土、やや中央部が低いが、ほぼ平坦である。 造物は、覆 f:中から縄文上器片
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~"i 4室調杏の奇I録

4 }誌が出土したが、磨滅が著しく、 i点(143)のみ掲載した。これは、 N居uこ存在していた縄文|時代前W3後

葉の上器!十が入り込んだものと考えられる。 1;IW築WJj:Wjは、出[._した L器片から縄文時代後期と忠われる。

S K34土坑(第30I翠)

L F50グリッドに付:置するO 盟!再 i二i(:IIで=地山混入ート.が11HI三に存杭することから{i信dtした。 SK82卜.坑、

柱穴 2 基と重複するが、いずれの遺構より新し ~ìO 平而形は、長'Iil[! 1.17m x短'lil[11.04mのほぼ円形で、

催認出からの深さは0.40mを測る。壁は、やや外傾しながら立ちとがる。覆土は 4)語で、人為11主積と忠

われるO 北側にある柱穴も本土坑j1111自!jll寺に埋められたものと考えられるO 底IILIは、ほぼ平1l_lであるがi十i央

部に浅い柱穴の痕跡がある。 造物は、覆二から縄文!こ:器Fl' (144~147)、石JJIl1点(148)が出土した。縄

文時代中期前葉(144~146) と後期前葉(147) の土器片が混じって出土している。構築時期は、{j{~認状況と

出土した土器片ーから縄文時代後/hlJj前葉と忠われる。形態と覆土の状況から、焔し火か蔵火と考えられるo

S K35土坑(第31凶)

L Fl48グリッドに位置する。藍!再'11で、IJ高-褐色イ二の落ち込みとして確認した。平田形は、長軸 57cm

x短ili[tl54cmの円形を空し、確認而からの深さは 0.39mを測る。!軒而形はU字形を呈する。覆[-_~;ì， 

l庖:である。一気に開め戻されたと考えられる。!底面は、わず、かにr--j-l央部が低く鍋底状を呈する。

物は、覆 [-.[1功〉ら縄文11年代後期の[--器Jiゐ..、出IJ器 1点、半ITJ;/丈記平打製石器 1

が出土した。構築時期は、出土した土器j十から縄文時代後期的葉と忠われる。浸土の状況から土坑と

判断したが、柱穴の可能性も否定できな ~ìO

S K36土坑(第31図、図版 6)

LH48"49グリッドに{立置する。 豆腐下市で黒褐色一上の落ち込みと某本一上層ベルトで確認した。

平而形は、長ï!í~1 1.52m ><短i!il[J1.48mの円形で、確認jJJ}からの深さは 0.54111を測る。壁はほぼ垂直に

ち上がる。覆土は、 1J吾で、一気に埋められている。底面は、ほぽ平坦である。底面北半分には、

樫に沿って人頭大前後の目撃がす在ぷ。 遺物は、覆 1--.1わから縄文 iて器]-'1'(153"'-' 155 " 158"'-' 160 " 16{)、

錘 1点(167)、ヱド円状扇平打製石器 1}~~( (161)が11¥士している。構築時期は、 11-¥土した土器片から縄文

時代後期前葉と思われる。形態から、上域墓と考えられる。

S K44土坑(第311辺、凶Jt反10)

L C55グリッドに位置する。引tA;下宿で、黒一鴇色士の落ち込みとして確認した。 S1 136 .. 137尋 340聖火

住居跡と重複するが、いずれの遺構よりも新しい。それらに伴う 4基の柱穴を壊して構築されている。

出)1ラは、長車1111.36mx 矢~Dli~11.23m の山形を呈し、確認出からの深さは 0.66111 を測る。東壁はほぼ耳lê悶に

立ち上がり、他はやや外傾しながら立ち上がる。覆土は、 3)吾に分けられた。 1)吾は 3J冨の上に|ヨ然堆積

したもの、 2J函は杉の根による撹乱、 3層は人為堆積と忠われるO 底的iは、ほぼ、!えlHである O 造物は、 3

上部から縄文士 2点(162、163入器台の腕!部と思われるもの 1点(166)が出土している。構築時期は、

出土したJ二器から縄文時代後期前葉とjEわれる。形態とIIJ:::J二造物から、上墳墓と考えられる。

S K49土坑(第31図、図版6)

LB56グリッドに位置する。立属|ぐ面で、11音褐色士の落ち込みとして確認した。 S145 " 143 .. 157 • 158 

竪穴住居跡と重複しているが、いずれの逮捕よりも新しい。 'F.而JIラは、長'Iil!l1.36m x短刺11.15mのほぼ

i可形で、{前:認面からの訟をさは0.32mを測る。壁は、外傾しながらL!とち!二がるG 覆=Lは、 1屈である。人為

的に埋められていて、炭化物@焼十ともにかなりの南が介まれている。この炭化物@焼十.はS1 li13 
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iQ;S 4市調査の記録

住居跡の炉を破壊したときに1+¥たものとィ考えられる。氏面は、ほぼ平年iである。物はIH上しなかった。

構築時期は、昨認状況や覆トーから縄文時代後J~j と.ld:.tiJilる。形態から、 [菜か蔵穴と考えられる。

S K52土坑(第:31

L H47グ1)ッドに仇置する。!療のまとまりによって百日ました。 S1 30室六日づと重復するが、

本[-が新しい。明瞭な掘り込みは、確認できなかったが、平面形は円形で、断面形はi 字形と

われる。覆!~は l 屈で、人為堆積と思われる。!氏i認は、 \l :l:flだったと思われる。

た。構築時期は、確認状況から縄文時代後期と思われる。

S K62土坑(第 31図)

は11¥.1'ーしなかっ

LD58"59グリッドに位置する。亜 1"-巾iでH計局色Lの落ち込みとしてT1'侃君、した。平副i三は、長'lirlJ0.95m 

xX忠Iir!J0.80mのネ音円}1ラを平:し、 h主i忍百両からのj菜さは0.22mを測る。自主J立、大きく外{頃しながら立ち tが

る。 f安土は 1)冨で、自然積とjtわれる。!ま!五jは、「ド草悩!丘状を呈する。造物は覆土中から .1二~i~n‘がどi

出トーしたが、府滅が著しいためましなかった。構築時期は、件:認n主の屑位から縄文時代後期と思われ
S K79土坑(第::31I文[)

LH48グリッドl二位[E罰するO 璽!胃!ドで黒褐色[-.の落ち込みとして確認した。平面形は、直径0.60mの円形

で、確認由ーからの深さは0.40mを測る。断面形は字形を註する。 覆土は 1層で、 一気に埋められたと

考えられるo 1.民国は、ほぽ平坦である。造物は、覆土LI-lから縄文土器片(165)が出仁した。 構築時期は、

出土した上器片ーから縄文時代後期前葉と思われるG 覆 Lから L.坑と判断ーしたが、柱穴の可能性も否定でき

ts l ¥。

S K81土坑(第32図)

LH46、L1147グリソドに位置する。 S130竪穴住居跡の壁面を調査中、壁IILiで、掘り込みを確認

した。 S1 30竪穴住居跡と重悔する。本上坑が新しい。平i自iJl;は、長111由1.42nl 短'11i1l1.08mの橋円

形を呈し、確認、面からの深さ 0.62mを測る。壁は、やや外傾しながら立ち上がる。覆 iては 1層で、

に埋められている。)長j在iは、ほぼ平坦である。 造物は、覆 1:I二1:.1より縄文 I-~器片(168 " 169 " 173 0 

174入両側縁に鼓きによる方j]_l痕のある石器 1 入磨製石斧1点入石匙lh引入

1点(183)が出土した。構築時期は、 tH土した土片から縄丈IJ寺代後期前葉と思われる。

S K82土坑(第30図)

L F50グリッドに位置する。 SK34土坑を剥査中に東側の壁面に掘り込みを確認した。 SK3il二上

坑および柱穴と重復する。 柱穴より新しく、 SK34土坑より古l¥0 S K34土坑に南討を切られて

いて、全容は不明であるが、平面形は、直径O.88mの円形と忠われる。監は、 J:，きく外傾しながら

ち仁がる。 Mff認、11tiからの深さは 0.19mを測る。 覆土は 2層に分けられ、人為堆積とわれる。!氏

は、平坦である。造物は、覆土i二わから縄文時代前期の土器片(149)と後期の土器片7点が二した。

構築時期は、出土した土器片と確認状況から縄文時代後期と忠われる。

S K 108土坑(第32国)

L 1 50グリッドに位置する。地で、il音褐色:1二の落ち込みとして確認した。平面)与は、径1.20m

の円形を呈し、確認面からの深さは 0.27mを測る。壁は、外傾しながら立ち上がる。覆二|二は 1)留で

ある。*立子が水平に堆おしていることからr-j然増税と忠われる。!氏面{立、平担である。 造物
中より縄文土器片(170)が出土した。構築時期は、出土したこと器片から縄文時代後期前葉と忠われる。

5u 
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第4革: 調査の記録

S K 114土坑(第321苅)

L E57グリッドに位置する。麗層上面でH計局色上の落ち込みとして確認した。平面形は、直径 0.92m

の円形である。確認而からの深さは0.14mを測るo hJ;では、やや外傾しながら立ち上がるO 覆 i二は 2

人為i世話と思われる。 IIJ火古1)に45cmx/10clIl x 10clIlのな燥を LI~J心 lこ燥が数恒I;H~べられていた。底面は、

干担である。迫物はLlLL'.しなかった。構築11説明は、 E信組師の!冨位と覆上の状況から、縄文時代後期とjEわれるo

S K 115土坑(第32図)

L E57 グリッドに位置する。亜)忌;上面でlJì~褐色J二の落ち込みとして確認した。平而形は、 i立律

0.88111 の I~gJl:;を呈し、 M[f認面からの深さは 0.14mを測る。日吉は、大きく外傾しながら立ち i二がる。

覆土は l層で、 l二i然堆積と出われる。底面は、中央部がやや低いが、ほぼ平坦である。造物は、覆土

rわから[II!石 1)，IJ_ (180)がH十I二した。構築時期は、覆 iての状況から縄文時代後期と思われる。

S K 116土坑(第32凶)

L G62グリッドに位置する。軍属中で陪褐色土の落ち込みとして位認した。 2基の柱穴と重複して

いる。いずれの柱穴よりも新しい。平面形は、直径 0，76mのほぼ円形を呈し、確認面からの深さは

O“53111を測る。断面形は、ビーカー形を呈する。覆土は、 5層に分けられた。第5屑は人為堆積、そ

れより行立は自然堆積と思われる。第5J日から、野球ボール大からラグビーボール大の礁が 7{位lLU土

した。!克lfI1は、 Ijl.tFlである。造物は、覆土中から縄文;上器片(175入磨製石斧 l点(181)が11¥土した。

構築時五Ijは、出土した 1'.器片から縄文時代後期前菜:とjZわれる。

S K 128土坑(第32図)

LH64グリッドに{立直する。謹居下面でにぶい1ft褐色土の落ち込みとして確認した。 SK197上坑

および柱穴と重複しているが、いずれの退構よりも古~ì。平i扇形は、直径 0.80111 の不整円形で、確

認証uからの深さは 0.54111を測る。 断!面形は、ビーカー状を呈するが、 J 部オーバーハングするとこ

ろがあり、袋状に近い。覆土は 1層で、上とともに拳大から人頭大の!擦が埋められたものと思われる。

底面は、ほぽ平坦であるが、中央部がややUDむ。 造物は出土しなかった。構築時期は、確認面と覆土

の状況から紺文時代後期と思われる。形態から、貯蔵穴また

S K 129土坑(第321文1)

L G64グリソドに位置する。璽)菖ヰiで、IJ青褐色士の諒ち込みとして確認した。干-面j巳J立、長'11tH0.60m 

x短il1H10.53mのほぼ円形を呈し、確認!l長からの深さは 0.25111を測る。壁は、やや外傾しながら立ち

上がる。袈j二は l屈で、上位で掌大の磯1位ilが出土.した。人為堆積とjzlわれる。!氏面は、ほぼ平坦で

と考えられる。

ある。 造物はIU+.しなかった。構築時期は、確認函の層位と覆土の状況から縄文時代後期と思われるo

S K 159土坑(第32図、図版

LA55グリッドに位置する。取)言下面で11音褐色上の落ち込みとして確認した。平WJ形は、長il11110.98m

x短車rlJ0.90111のほぼ円形を呈し、線認而からの深さは0.56mを測る。断面形は、ビーカー形を呈する O

1 }苦で、人為堆積とわれる。!底Ii=nは、堅くしまり、ほぼ平坦である。 造物は、縄文時代i…I::J)担前葉

(177)と後期(176.178-179) の二上器片、箆 1 点(185) 、 ì~lj{;i~2点(184• 186)が出上した。構築時期は、

確認miと土した土器から縄文時代後期前葉と忠われる。形態から、 Wj:蔵穴または土墳墓と考えられるo

S K 170土坑(第33凶)

L F50グリソド る。謝斉区外との境界のi新に取り込みを確認した。半分は調査区外で

〈ソ臼ro 
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ヨ'}4 調査の記録

あるが、半r(IÎJIラは自任 0.73m の IJjJr; と考えられる。確認Lmからの深さは 0.53m を測る。 Ij~T[YI i形はiUJ

字形を呈する。援土は、 2 に分けられた。粒 fがほぼ主!i.tLl，~こ堆積していることから、自然li(~f1Ií と思

われる。造物は1'"土しなかった。構築時期は、確認状況から縄文時代後jt:Jjと出われる。

S K 175土坑(第331支!)

L H50 " 51グリッドに仇夜する。亜!日干iで陪褐色 Lの落ち込みとして確認した。 j(clI形は、両保

O，96ll1の円)巳をピしミ E在;忍出jからの深さは 0.18mを測る。は、外{頃しながら立ち".がる。 覆 1'.は1

で之、!当然1i=~砧と思われる。!氏市は、やや中火部がむが、ほぼ平出である。 造物はt!=U二しなかっ

構築時期は、確認i百と覆 i二の状況からお日文|時代後期とjぷわれる。

S K 176土坑(第331ま])

L G51、LH51グリッドに位置する。亜!白Ijlで黒褐色j二の落ち込みとして確認した。柱穴と電波

る。本ァI=-.坑が古t¥0 -'-1よ出形は、自律0.68mの円形で、確認由ーからの訟でさは 0.18mを測る。壁は、

外傾しながら立ち上がる。 覆 i二は 1屈で、 1':1然堆積と思われる。第 2..;3屈は、柱穴の覆 1'.である。

!底面は、平土!こ1である。 造物は1+lr~rてしなかったzご3 構築時期は、{i伝記Irli の)百七't:から縄文|時代後期と思われる o

S K 177土坑(第331玄D

L G52グリッドに位置する。軍Ji弓Lj_1で黒褐色".の落ち込みとして確i宏、した。柱穴 2基および

S K191 土坑と重複するが、 V\ずれの追構よりも占~ìO 面形は、 u;'i ~111 0， 99mの楕円形で、確認IILIか

らの深さは 0.20m を測る。壁は、外傾しながら立ち上がる。覆j二は 1 居(第 3 層)で、 I~~ 然堆積と思

われる。なお、第 1" 2 J邑は SK191土坑の護士である。!氏而は、中央部がやや低いが、ほぼ平坦で

ある。 遺物は出上しなかった。構築時期は、権認、i語の!百位から縄文時代後期jとjtわれる。

S K 191土坑(第33図)

L G52グリッドに位置する。車区iLIこ!で黒褐色土の落ち込みとして硲認した。 SK177 J'.坑と

る。本 iて坑が新し l¥o 平面は、直径0.61mの円形で、確認、面からの深さは O.お11"1を測る。壁は、

外、傾しながら立ち上がる。覆-てi二は 2屈で、自然、堆積とjEわれる。 SK177 .1ト:坑よりj:由山由山iけLI昨*料:ヘ抗¥[ι;

iiCω; 

SK幻19鉛6土坑(は乱第B33図〕

LH63グリソドに位置する。璽!言下で灰黄褐色jょの落ち込みとして催認した。平面71引土、直径1.00rn

の円形で、格認而からの深さは0.73mを測る。壁は、やや外似しながら立ち上がるc 覆土は 71忌で-" I~l 

然堆積と忠われる。!点!認は狭く、中央が胆iむ。 造物は、 2)説覆土仁わから組文;土器片がに，;~i， H:\土したが、

滅が著しく掲載しなかった。構築時期は、出上造物から組文時代後期と忠われる。

S K 197土坑(第33図)

L H63 " 64グリッドに位置する。 III)冨下記1でにぶい褐色土の落ち込みとして確認した。平i面形

は、直径0.60mの円形で、 {i定認出jからのおささは 0.35mを測る。りまは、やや外傾しながらち上がる。

は51邑で、自然堆積とわれる。底は南西側が低いが、ほぽ平坦である。造物は、覆土[[::1から

縄文土器 30点、石11日破片 l点がIH-j二した。土器片は、いずれも磨滅が著しく掲載しなかっ

構築時期は、 /i\J二造物から縄文時代後J~J と忠われる。

S K205土坑{第33r吏J)

LH53グリッド る。蛮 で、 の落ち込みと表1+1する燥で確認した。
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第4章調査の記録

Jf::は、長1111111. 03m X短Ilial0.84111の楕円形を呈し、確認IUIからの深さは 0.30mを測る。壁は、ほぼ垂

に立ち上がる。覆二[-.は 11員である。!擦は意肉的に:l:mめられたと思われる。!長Itri は i二!こ!央部が {L~ ~ ¥が、

ほぼ半別である。造物は/::H-[てしなかった。構築時期は、、面の居心Lと覆土の状況から縄文時代後期

と忠われる。

S K224土坑(第33[盟)

L 1 52、LJ 52グリッドに位置する。軍属卜-出で11計局色 Lの落ち込みとして確I認した。 SK225 

坑と複するが、本[-'，坑が古い。ミY，llifJT::は、長IIII1J0.72m X恒紬 0.61mの椅IIJ ]1三で、確認面からの深

さは 0.15mを測る。 樫は、やや外傾しながら立ち kがる。覆 J'，は l屑で、 iヨ??，¥1ft:積と J出われる。

面は平坦である。覆土仁!こIより縄文士器片が9点1+¥土したが、!書j威が著しく掲載しなかった。構築時期

は、出 L造物から縄文時代後期と忠われる。

S K225土坑(第33図)

L J 52グリッドに位置する。車層ト'rtlIで、黒一倍色十戸の落ち込みとして確認した。 SK224 -[て坑と霊碑する

が、 本土坑が新しい。平面形は、誼径0.55111の円形で、確認面からの深さは0.24mを測る。壁は、やや

外傾しながら立ち 1'，がる。覆土は 11琵で、自然堆積とjtわれる。底而は、平明である。覆['，中から縄文土器

片数点が11¥-上したが、!砦滅が著しく掲載しなかった。構築時期は、確認、而の居位と出上i毒物から縄文時代後

期と忠われる。

S K227土坑(第33関)

L H55、L1 55グリヴドに位置する。部層ド面でfI音褐色土の落ち込みとして確認した。柱穴と重

複するが、本土坑が古い。平面形は、直径0.87mのほぼ円形で、確認面からの深さは 0.39mを測る。

はやや外傾しながら立ち上がる。覆土は l屑で、一気に埋められたとjtわれる。底面は、平坦であ

る。 [I~J央付近に伐の薄い堆積が見られ、火を使用した痕と考えられる。 造物は111+.しなかった。

J]寺 J~j は、確認而の!再位と覆 Lの状況から縄文時代後期と思われる。

S K229土坑(第33図)

L 1 54グリッド る。躍!爵ト‘ItlIで暗褐色の落ち込みとして{推認した。杭穴と君複してい

るO 本土坑が古い。半LtLI形は、直径0.58mの円形で、確認llilからの深さは 0.17mを測る。壁はやや

外傾しながら立ち上がる。覆 1-，は 1 で、向然堆積とjtわれる。底面は、ほぼ平坦である。造物は出

iてしなかった。構築時五日は、確認面の居1位と覆上の状況から縄文時代後期とjtわれる。

S K245土坑(第331翠)

L 1 55グリッドに位置する。直属 F面で、黒褐色土の落ち込みとぷ出する礁で確認した。 S1 202 

竪穴住出跡と重悔するが、本土坑が新しい。平田形は、長IIInl0.76m X対IIIrli0.69111の楕円形で、確認

面からの深さは0.13mを測る。壁は外傾しながら立ちとがる。痘土は 1層で、大小の!擦を含む。人為堆

と思われるo '造物は出土しなかった。構築時期は、確認i語の)冨位と覆土の状況から縄文時代後期と足、わ

れる。

S K250土坑(第33" 34 [~) 

L 1 59グリッドに位置する。道路の法面で掘り込みを確認した。 SK251 j二坑と重復するが、本土

坑が新しい。道路に削られ半分ほどしか調査できなかったが、平i同形は、自作1.54mの円形を早し、

確認証uからの深さは 0.66mを測る。壁はf:ilせ東側がやや外傾し、北東側が大きく外傾するが、!?司口部
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ヨ14 阜市，'ij -~tの li己jBJ~

近くではさらに傾きが大きくなり緩やかにιちLがる。 援 L~，は、 2 に分けられた。第 2 は人為1i(~

I豆、第 11国は臼然椛積とjtlわれる。!定，fliはほぼ平川であるが、北側は低し ¥0 ).立物は、覆['， [!~Iから縄文

L7提片(188，. 189)がIH←1"した。築Il寺1VJは、 II¥Lした 1'，日:iJ'l ，から縄文時代後期j前菜と出われる。

S K251土坑(第 3，'11叉D

L 1 58 0 59グリッドに位置する。道路の法而に掘り込みを昨認した。 SK250 +-坑と重複するが、

本土坑が ~]'C ¥0 :-V・形は、;七三Ilir111.15111 ~~CUI1 ， 1 ， 0.76111の桔ILJ)I三で、認1I=liからの深さは 0.83mを測る。

壁は、ほぽ垂[I::iによrち 1~がる。 出 Ll立、 21忌(第 3e 11 1邑)に分けられた。第 3屈はほとんど地山であ

る。第 /1J語はi也LLIとlIiHs色 l'がうとII，に堆積している。!点，(:!Iは、ほぼ、!えよ1::1，である。造物は、従土l[1から

縄文土器片(190r--194)が!JJJ~ した。構築時期は、 1I 二した L器片から縄文時代後期前と忠われる o

S K252土坑(第 341玄])

L J57グリッド 句。 1"'，iLiで'n吉の落ち込みとして硝長忍した。 S1261土坑と

iょ坑が新しC¥0 手j]])lラは、ほぼ直径1.3mのIIHI三である。硫J忍ri:1iからの深さは0.43mをlUfjる。慢はミやや夕外i

しながらJなrちi卜:がるO 覆覆一士は1J届雇邑jでで、、白ガせf:f;積とわれるO 底itITは、央部が低いが、 ほぽ平坦である。 造物

は、 q;長二上r!1から純文片(198)が1+¥上した。 構築時期は、出土した土器片から縄文イ'-¥1剣町一江葉とj辺、われるO

S K254土坑(第 341ヌ1)

L H59 " 60グリソドに位置する。盟居Ijlで忠出色 Lの落ち込みとして確認した。平面71ラは、 i立

3.2n1のILJ)1:;で、確認miからの深さは 0.53111を測る。思は、途[[:-1で段差を持ち、大きく外傾しながら

立ち上がる。覆土は?屑に分けられた。日然流入である。底面は、ほぼ平坦である。迫物は、

から縄文土器片(195"'-'197e 201)、 !腕IJJ涜P宛ル制江b凶凶11車輸li断愉!ば命j命制削iω叫)1形iEラ上働笠主製3ι引i:品!
2点(α19ω9e 2却O∞O的)が出土土-したo 2却01は、異異与形…士士上上轟器の台部とj思己われる O 構築時期は、 出土した+-，~号から

縄文時代後期前菜とjLlわれる。

S K256土坑(第 34関)

MA58.. 59グリッドに位置する。直属下面で11計局色['，の落ち込みとして確認した。 SQ08配石追

わ15と主複する。本土坑が古Cio 、!と，f:lIJ1:;i立、ほぽ!立 1.48111の円形で、確認rI=TIからの深さは 0.30mを

測る。壁は、大きく外傾しながら立ち上がる。覆J二は l属で、準大から人民主大の礁が混;在する。意図

的に埋められたものと忠われる。 造物は、覆わこI::Jから縄文土器が出上した。構築11寺JDjは、

ーした-[てお片ーから縄文時代後期と思われ、形態から[~墳墓の可能付も考えられる。

S K257土坑(第 35

MA6:3、主/1B 63グリッドに る。 TII居irl-Iで11奇褐色土の落ち込みとして確認した。平面fl:;は、

ほぽ直係 1.63mの円形で、確認i預からの深さは 0.63111を測る。喧は、やや外傾しながら立ち上がる。

は5屈で、自然堆積とjtlわれる。底[屈は、地山の{i梁が出ているがほぼ平坦である。造物は、

i二!功〉ら縄文土器片(209'"'-'211)、石1m1 点(208)が出土した。構築時期は、出土した土器片から縄文時

代後期前葉と忠われる。形態から、袋状土坑だった可能性も考えられる。

S K258土坑(第 35図)

MC63グリッドに位置する。盟居中でf奇褐色土の落ち込みとして確認した。平面形は、長f[11110，85111

XJ;i，~fljlll 0β9111の楕円形をし、昨君、，rtIからの深さは 0.30111を測る。棋は、やや外傾しながら立ち

がる。 は2J同で、 ら人頭大の角!蝶が、底部から出rI部まで雑然と混入している。第2

に Q
、.JU
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i;H 4-手: 調査の記録

は地山 Lのi世話、第]屈は人為I'J':Jに埋められたものとjtわれる。底LI=Uは、ほぼ、!と坦である。造物は、

[_ cl_Jから縄文 L器片が Lした。 212は、台付鉢の台吉1)と思われる。 構築時期は、出

した十苛4片から縄文11寺f¥::1麦WJT肩書5とわれる。

S K269土坑(お351苛)

MA位、 MB62グリッドに位置する。亜!吾で11古畑色土の落ち込みとして椛認、した。 SK336 

と悔するが、本上坑が古い。平iliiJ]ラは、長約2.3111X足Ijil1J1.9mの不笠楕円形を呈し、確認位iから

の深さは 0.45mを測る。これは13111I部の溶によるもので¥本米は11J )1三と忠われる。壁{土、外{出し

ながら立ち上がる。覆 1.は4屑で'¥ ['I~'叫左右と思われる。 1まi同は、ほぽ'1えよLtである。 造物は'¥q史上'[1

から縄文土器片、!意製斧1点がLU上した。構築時期は、出 j二した上器片から縄文

|時代後期的主主と忠われる。形態から、袋状 L:Vcだった可能性も考えられる。

S K270土坑(第35L翠)

IvlA MB61グリッドに位置する。霊居中で ち込みとして確認した。 J-. 

するが、本上坑が古い。平面形長llirli1. 65m ><短llilll1.23mの楕円形を日し、確認出からの深さは

0.41111を測る。日主は、外傾しながら立ち上がるが、東側の一部はオーバーハングする。覆土は4

行然積と忠われる。!良市;立、やや凹!日iはあるがほぼ二iである。 造物は、覆 1-.'11から縄文 iて涼

斧 i点入七主主i点がIJI1+.，した。構築lI!j:Jmは、 IIJ十:した十の瓦ら縄文
IJ寺代後期前葉と出われる。

S K272土坑(第36民)

MA61グリッドに位置する。亜!吉…1'-面で11音褐色土の落ち込みとして昨認した。 柱穴と重複するが、

本土坑が古い。平面Jr~ は、長lltllJ 0.85111 ><短車1110.65mの楕円形を主し、確認面からの深さは 0.25111を

測る。壁は、外傾しながら立ち i二がる。 覆-::1二は1層で、自然上去と忠われる。底Lmは、平坦である。

は出土しなかった。構築時期は、認、出の位と覆土の状況から縄文時代後とわれる。

S K273土坑(第36区])

Nl j¥62グ1)ッドにする。盟}膏下iliiで黒褐色の落ち込みとして確認した。 東側一部は、

1豆外であるが、半面形は、ほぽ直径O.H7mのIIHI:;と忠われる。位認出。からのj奈さは O.22mを測る。

外傾しながら立ちトーがる。覆 1-. は 1 層で、同然lH~績とわれる。!氏jnjは、があるが、ほ

である。却は1=1:¥上しなかった。 構築時期は、確認面の)醤位と覆 Lの;Ij\ó~から縄文時代後JD](とわれ

S K274土坑(第36

IvI G 60グ1)"j ドに位置する。翠居でPJJIラの礁のまとまりとその周囲のi培褐色 i二の落ち込みとし

て確認した。 SK335 J二坑と重複しているが、本 L坑のrtl央部を壊してSK335 _[二坑が構築されてい

る。平面形は、長1111Jl1.36m >< 1.12mのF'jに近い楕円形で、確認からの深さは 0.70mを測る。

断面形は、字形を号する。覆 1-，は 3屈で、炭化物@焼土地IJJ塊が多量に入っている。人為堆

と忠われる。第3 には、多量のj交の堆積があり、繰り返し火をたいた痕と判断した。!底底而は、地

山{燦i燦梁期!層冨のため1:佐1型空百L哲q叫Iヨ引I日]

1 }点去(α23幻入、 磨製石斧 1}点f長ミ(α233ω)、主1半iド4斗i円]弓l日J~状V伏j犬扇h両丙~可ffiドE平!ドZ弓f打打T♂註主製石1白器 1 }ム引が;出!臼L:I上二した O 構築時期は、 出土した

+から縄文時代後期と忠われる。

S K275土坑 36" 371君、図版 7e 10) 

60 
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uH 2 iJ首 長 11\立:11寺 1~{を WIの遺構ど i立構 I);J11¥トi立物

lVI H60グリッドに位置する。 llJ日下面で黒褐色土の落ち込みとして雌認した。平面形は、同作

1.62mのrIJ形でち確認而からの深さは 0.91mを測る。日吉は、 j氏出からほぼ垂直に立ち上がるが、北

側約半分は底而から 3分の lの高さからオーバーハングする。底而は、ほぼ平土uである。 理 1~は、 9

に分けられた。第 1 層は臼然堆積、他は人為iii~積と考えられる。壁面に多量の炭化物の付着が見ら

れることと、土坑内で、 4在l]の焼土の)よがりが確認できたことから、内部で少なくとも 4度にわたり

火が焚かれたと考えられる。火を焚いたIJ寺ftjjは、第11I再の lf(~積後と第 8 J冨の li(~積後の 21時期に J:'7} 1J

され、第8J百の堆積後は 3度の{吏mが認められる。人民長大のH業も数何人っていたが、火を受けて亦変
したものが多かった。 造物は、覆!っ1Iから縄文:土器)'1. " 、 IUI{i1点(240入七錘

2点(241" 242)、i刊誌 1点(243入石匙l点(245)、平飾品 l点(244)がH¥土している。 246は、丁寧に

された限状注1I土器で、ある。構築時期は、した i二器片から縄文時代後期前葉と思われる。

跡の北西端の沢沿いにあることや内部で繰り返し火を焚いていることから、特別な用途があったと思

われる。

S K276 土坑(第 381~l)

1¥;1 B 62、MC62グリッドに位置するc 直属仁!こiでIJ計局色 1..の蔀ち込みとして雌認した。平liliJf5は、

直径1.06n1の円形で、確認面からの深さは 0.44mを測る。 日空は、やや外傾しながら立ち!二がる。

は2屈に分けられた。第]屈は自然堆積、第2J国は人為堆積と思われる。底部lこ人頭大の角礁が 1

{I ，~I 人っていた。底!(:IÎ は、中央部がやや凹むが、ほぼ半lH.である。造物は出 L.. しなかった。構築時期は、

確認面の層位と覆土の状況から縄文時代後期と思われる。

S K278土坑(第381当)

MC64グリッドに位置する。軍属中で11音黒褐色一1".の落ち込みとして確認した。平而形は、長車Ifl

1.05n1 x短ljirl!0.92mの円に近い楕円形で、確認i古iからの訪日さは 0.32mを測る。壁は、外傾しながら

ち[_..がる。覆土は i屈で、上位で人頭大の燥が2個出土した。人為堆積と思われる。)底出は、中央

部がややIIDむ。.l阜物はHl土しなかった。構築時期は、確認LtLIの屈位と覆土の状況から、縄文時代後期

と忠われるo

S K279土坑(第381豆!)

MD64グリッド する。確屑j~lúi で、 i岩出色[-.の落ち込みとして確忍した。 S K280 +.坑と

するが、本1.-.:9tが新し Cio 平面月三は、 0.72mの11J形で、確認面からの深さは 0.09mを測る。

は、やや外傾しながら立ち i二がる。覆土は 1出で、自然堆誌と忠われる。!点的iは、ほぼ、!えtl::lで、ある。

造物は /1\ 上しなかった。構築11与 J~J は、{j在認 IÍJÎの!単位と覆土の状況から、縄文時代後期とわれる。

S K280土坑(第38区])

MD64グリッドに位置する。盟居 i二面で、11音褐色土の落ち込みとして確認した。 SK279 " 341 

と軍複するが、 SK279 より古く、 SK341 =1~ .!Jtより新しい。平面i形は、直径 0.92m の IJ打診で、

確認からの深さは 0 .14m を測る c 壁は、外傾しながら立ち上がる。覆土は l 層で、 I~I 然堆積と

われる。底面は、ほぼ平坦である。造物は、覆j二iわから縄文土が32点出土したが、!名ミ滅が著し

いため掲載しなかった。構築時期は、出土した土器片から縄文時代後期前葉と忠われる。

S K282土坑 38"訪問)

L 163グリッド ァ
/;;;)0 ;こぶし¥t111見 ち込みとして経認した。平面形は、

-63-



第4主主 ~Jm育の記録

i忌!i由0.87111X9;出!ir[j0.O:31llの楕円形で、f1在認I(:IIからの深さは 0.28111を測る。壁は、外似しながら立ち

上がる。 覆上は 1)日;で、人為詰と出われる。!立証uは、ほぼ平坦である。 造物は、援 i二 rl~1 から組文 j二

部)i(249)がLUトーした。構築時期は、 11¥士した+'，出から縄文時代後期前葉とjZわれる。

S K283土坑(第38e 39図)

L J 63グリッドに位置する。車居 i二面でn計局色!二の落ち込みとして確認した。 区境界に{立

しているため南側、ド分は未調査であるが、平面形は直径1.03mの円形と思われる。確認而からの深

さは 0，56111を測る。樫は、ほぼ雫丙にす:ち Lがるとjtわれるが、北{WJの町長は底部付近は内傾しなが

ら、出[1 付近はほぼ垂直に立ち上がっている。土は 4)留に分けられた。最ト!吾 41忌)は人為堆

積、それ以外は白然堆積と思われる。!底面は平坦である。遺物は、覆土中から縄文土器片(250)がIH

!'，した。構築時期は、 tH1'，した!'，涼片から縄文時代後期前葉と考えられる。

S K284土坑 38.. 391文J)

L J 63 • 64、MA63グリッドに位置する。車!国['，[I=oでn奇褐色J，の落ち込みとして確認した。半1I=1十JIラは、

直符1.65111のPJ形で、確認、からの深さは0ι0111を測るo 外傾しながら立ちヒがる。覆 i二は l

で、炭化物 s焼上粒が多量に混入していた。人為詰:と思われるG 底面は、ほぼ平よLtである。 造物

土f:-[-Iから縄文土器片(251)が出土した。構築時期は、出土した土器片から縄文時代後期!日j葉と思われるo

S K285土坑(第38e 39図、図版 10)

L T 64グリソドに位置する。璽屑とでにぷい員褐色土の落ち込みとして確認した。 SK286二上坑と

している。本土坑が新しい。平面形は、直径1.08111の円形で、確認面からの深さは 0.30111を測る。

は、外傾しながらウ:ち kがる。覆+は l屑で、自然堆積と思われる。!氏は、ほぽ平坦である。遺物は、

覆土ヰiから縄文土器1点(260)が/-H-!てした。構築時期は、出|てした iて器から縄文時代後期前葉とjまわれるo

S K286土坑(第38" 391苅)

L 164 グリッドに{立践する。軍属 i二!訴で、にぷい黄褐色[~~の落ち込みとして確認した。 S K285土坑

とm諒するが、本土坑がおい。平面形は、直径0.70111の円形で、確認からの深さは 0.17111を測る。

壁は、やや外傾しながら立ち上がる。覆二!一二は 1屈で、 1=1然堆積と忠われる。!氏而は、ほぼ平明である。

遺物は、覆!'，[1]から縄文ト器片入石捧 l点(256)がH-l， !'，した。築U-lj:JUjは、 Hi['，した['，器片から

縄丈i時代後期的葉と忠われる。

S K287土坑(第38= 39図)

L 1 64 e 65グリァドに位置する。理屈上Ltriでにぷい黄褐色土の落ち込みとして確認した。平山形

は、長'1II110，82111 )副11110，63n1の情[1]JI三で、確認luiからの深さは 0.28n1を測る。 1.立は、ややタト似しな

がら立ち上がる。覆土は l 屑で、 [=1 然堆積と忠われる。底面は、斜面のせ~¥か西側がやや Fがるが、

ほぼ平坦である。造物は、覆土iゃから縄文土器片(253 が出土した。構築時期は、出上した

j¥-から縄文時代後期H言葉とわれる。

S 1<.288土坑(第380 39 1刃)

L J64グリッドに位置する。取)雇if江nでにぶい黄褐色 Lの落ち込みとして確認した。平形は、

1.60111 X短'lillJ0.80mの楕円形で、確認而からの深さは 0.37mを測る。壁は、外傾しながら立ち

iてがる。…トは 11苦で、人為堆積と忠われる。は、側がf尽く、 ::ltiWJが高くなっているが、ほぼ

である。 造物は、覆j二!こ11から縄文土器)-11(255)がLLL=I二した。構築時期は、/1¥土した
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ヨ14市長JMffの記録

文時代後期前葉とjtわれる。形態から、士と

S K290土坑:38，交わ

、事一
りn令。

]¥/1 A63グリッドに位置する。盛田!正面で1I音褐色!二の落ち込みとして椛i認した。平面JI三は、直径

0.64m の円形で、 1í'{~1認 11Liからの深さは 0.2お11 を測る。壁は、やや外相1 しながら立ち土がる。宿…トは 1

で、人為堆おとわれる。遺物は1+1士しなかった。構築IJおりJは、{市認面の!百位と覆土の状況から縄

文時代後期と忠われる。

S K291土坑(第38関、|叉i版 7) 

IVI J¥64グリッドに{立区する。恵国 した円、ドLtLIJIラは、出[{壬0.64m

の円形である。確認、面からの深さは0.23mを測る。壁は、やや外傾しながら立ち上がる。覆土は 1居!で、

人為堆穏とjEわれる。造物は11¥+しなかった。構築時期は、 11在認而の!晋(¥'/と覆 iての状況から縄文I!年代後期

とわれ

S K292土坑(第:38a :39 I苅)

MF61グリヴドに杭置する。軍属中でI!吉褐色卜の落ち込みとして確認した。平面11ラは"L直径 1.16m

のほぼ[IJ形で、確認証nからのj架さは 0.40mをzl[l1る。 壌は、やや外しながら立ち上がる。+-は 4

に分けられた。第 1崩は人為堆積、他は口然li&Ti!lとjぷわれる。 111央部に!主淫約 40crnのIi撃が入って

いた門炭化物の混入量が多い。底面は、ほぼ平坦である。 J，立物は、覆土中から縄文土器片(257)が11:¥

した。構築l時期は、出土した土器片から、縄文時代後期的葉と忠われる。

S K294土坑(第38G :39 ，~[) 

MF61グリッドに位置する。車居[1こiで陪褐色上の洛ち込みとして確認した。平面形は、直径0.99m

のほぼ円形で、確認面からの深さは 0.:38mを測る。壁は、やや外傾しながら立ちとがる。覆二上は 4

に分けられた。 炭化物..{際"1弘、が大量に混ノ人している。第 1J吾は仁i然堆積、他は人為堆誌と思われ

る。底面は、ほぽ平垣である。 遺物は、覆土LI-1から縄文土器片.，が出土した。 構築時期

出土したj二器片から縄文時代後期的葉と忠われる。

S K295土坑(第38図)

M F61グリソドに位置する o III}冨z 仁i二!で 1I音褐色二!二の落ち込みとして確認した。平面~ラは、同径 0.76rn

の円形で、 {j1f認1mからの深さは 0.43clll を測る o は、ほぼ干ß~直にす:ち 1" がる。は、 2 J冨?に分け

られた。 燥が大量に混入していることから人為堆積と出われる。!底面{立、東側はほぼ平であるが、

西側は白んでいる。 造物は/J¥土しなかった。 構築時期は、確認面の居{立と護J二の状況から縄文時代後

期と思われる。覆上の状況からこi二坑と判断したが、柱ンr〈の IIJ能性もある。

S K296土坑(第39 40図)

ME60グリッドに位置する。 m層rllでIJ計局色土の落ち込みとして確認した。 SK297土坑と

る。本土坑が新しし ¥0 而DI三は、直径0.66mのほぼ円形で、確認函からの深さは 0.20mを測る。

は、大きく外傾しながら江ち上がる。覆土は 1J国で、 l~l 然堆積とわれる。!克J而は、

造物は、覆ゴこから縄文土器:3点、石箆の米製品 l点(261)が二した。土器片は、磨滅が著しく

しなかった円構築時期は、雄認面の層位と出土造物から縄文時代後期と思われる。

S K297土坑(第391文])

ME60、MF60グリッド;こ る。麗属11I ち として雌忍した。 SK296 坑
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第4章調査の記録

と市:捜する。本土坑が I~J- ~ ¥ 0 平面形は、直径 1.16111のほぼ円形で、確認出iからの深さは 0.28mを測

る。壁は、やや外傾しながら立ち上がる。 覆[-_は 1J同で、自然、堆積と][1，われる。底面は、ほぼ、iは口で

ある。造物は出土しなかった。構築時期は、確認面と霞!二の状況から縄文時代後期と思われる。

S K300土坑(第39図)

MF60 グリッドに位置する。盟!吾!こ1=-1 で、 11吉 f~j色…[~の落ち込みとして確認した。 平面形は、直径 1.09111の

ほぼ[T]形で、確認面からのおそさは0.38111を測る。世は、外傾しながら立ち[--がる。覆 iては 11醤で、人為

堆積と思われる。底而は、中央部に長径0.48111、短径0.32111、深さ 0.06111の惰[Ij形の治ち込みがある。

それ以外は、ほぼ平出である。 造物

時代後期と思われる。

S K303土坑(第39[苅)

ME6臼1クググ、Q、リ、ツソ iドJにに，(¥'，心"げ/

しなかった口構築時期は、確認i古iのと覆 Lの状況から縄文

X短4車紺納i有計功r[出[10.β80mの不整1楕;育百円)形l杉ラでで、、確認出iからの深さは 0.13n1を測る。樫は、外{頃しながら立ち上がる。

は1層で、炭化物土が多買に混入していた。人為堆積と思われる。!氏!古jは、ほぼ平岡であ

造物は出上しなかった。構築時期は、!活忍Itnの!苦[I'J:と覆[--の状況から縄文|時代後期とj記われる。

S K304土坑(第39図、図版 10)

MG60グ1)ッiぐに位置する。置層上面でー黒褐色土の落ち込みとして確認した。平面形は、直径

1.28111の円形で、確認而からの深さは O‘64111を測る。壁は、やや外傾しながら立ち」一二がる。覆[:は 3

に分けられた。第 1j語は自然堆積、第 2" 3層は人為堆積と思われる。底面は、ほぼ平坦である。

底面付近に炭化物の広がりがあり、その炭化物のまとまり兵合から、内部で火を焚いた痕と考えられる。

造物は、第2層下面から縄文土器(262.. 269)が1-1¥上した。 262は異形で、土器底面内{WJの中央部に突

起が付き、それに外側からZF孔している。 は、/:1¥土造物jから縄文時代後期前葉と思われる。

S K305土坑(第391翠)

MH59グ1)ッドに位置する。廼層上面で陪褐色土の落ち込みとして確認した。平面形は、 i古径1.01m

の円形で、確認面からの深さは0.30111を測る。壁は、やや外傾しながら立ち上がる。覆土は 1j国で、

大の擦が10倒ほど混入していた。人為堆積と忠われる。底面は凶{flIJがややトーがるが、ほぼ平坦である。

追物は、覆j土二[中1]凶カか主ら縄;文文 iι器j片…jJ!;i争匂(α263~265) が出 iト;したO 構築時期は、山上した上若山一-7から縄文代後期前

と忠われる。

S K306土坑 39

MH59 グリソドに位目する。亜居!二1Juで:II~H見色土の培ち込みとして確認した。火と主複するが、本 L:.

坑が新しい。平面形は、 lli王jモ1.53111のほぼFIjJlラで、位認i面からの訟をさは0.18111を測る。止をは、外傾しな

がら立ち!二がる O 覆[-は l層で、底面1"，j-近に炭化物が多量に混入していた。人為堆積と忠われるo J扇面は、

仁1=1央がやや低いが、ほぼ平1:Ilである。;t選物はLU士しなかった。 構築時期は、確認の居位と覆土の状況か

ら縄文時代後期と!まわれる。

S K313土坑(第391翠)

L G58グリッド

本土坑が古い。平面形は、

る。誼)冨で11音褐色L:.の落ち込みとして確認した。柱穴と複するが、

0.88rnの円形で、確認面からの深さは 0.16111を測る。壁は、外傾し

ながら立ち上がる。 は1 ある。民面はi二1=1央部がやや医iむが、ほぼ一平坦である。本土坑のもの
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第41'主調査の記録

と確認できた迫物はない。構築11与JVJは、{府立面の状況から縄文時代後期と忠われるo

S K315土坑(第39関)

L F56グリッドに位買する。調斉区外と境界の断面で掘り込みを検/J¥して昨認した。柱穴と重複

する。本 [):}'cが新しい。半分はj昨夜以外であるが、平日I'lI形は、正(径1.10mのIlJ形またはそれに近い

惰円形と思われ、確認!面からの深さは 0.75mを測る。断面形は、 iUJ 形を呈する。覆士は 2J留に

分けられた。第l屑は人積、第2屑は自然耽積と思われる。底fTiiは、 rtr央部がやや1J:l_1むが、ほぼ

半出である。 造物は出土しなかった。構築時期は、{捺認状泌から縄文IJ寺代後期jと思われる。

S K325土坑(第40I文j)

MA65グリッドに位置する。車)吾下出jで、 11者褐色Lの落ち込みとして確認した。平Ii[I形は、

0.68mの円形で、師三立からの深さは 0.13mを測る。日去は、ややA.きく外{出しながら立ちとがる。

jま1J冨で、日然堆積とjzlわれる。底面は、ほぼ平間である。造物は出 iてしなかった。構築時期は、

確認IflIの屑ノ仇から縄文時代後期と出われる。

S K326土坑(第40図)

MA65グリッドに位置する。理屈 flliIで培褐色士の落ち込みとして確認した。手口I=lIjlラは、直径

0.75m のILJ )1ラで、{昨'i~河市ιι~花私私f作私私f乙ιJ認j

-は 11属函でで、、 1;:[然取積とわれる。底面は、ほぽ平上IJである。造物は出上しなかった。構築時期は、

確認の届{立から縄文i時代後JVjと忠われる。

S K327土坑(第40I文[)

L J64グリッドに位置するo mJ吾下回でnH褐色 i二の落ち込みとして確認した。平田形は、長 I~Ú] 1.14m 

x ~t( ljírl] 1.05111のILJに近い楕円形で、確認出iからの深さは 0.13111を測る。壁は、大きく外傾しながら

立ち上がるが、 ~Iと西側だけはほぼ垂直に立ち上がる。覆土は 1 層で、自然lif積と jEわれる。底は、

ほぼ平土日である。 遺物は、覆土中から縄文;土器片(266" 267)が1+1土した。構築時期は、出土し

)十から縄文時代後期さとわれる。形態から と考えられる。

S K330ごと坑 40図)

MH，59グリソドに位置する。班!醤ト"'hLIで黒褐色::l二の落ち込みとして確認した。半IhLIjlラは、直径

0.90mのほぼ円形で、佐からの深さは 0.10mを測る。覆 Lは2屈に分けられた。第 1屈は人為

堆積、第2層は自然堆積と忠われる。!忠商は、ほぼ平坦である。造物は出土しなかった。 構築時期は、

と覆土の状況から縄文時代後期とわれる。

S K332土坑(江140図)

MF62グリッドに位置する。理屈ドで褐色土の落ち込みとして確認した。平面形は、長ilillJ1.10111 

×短i!irll0.95111の円に近い楕円形で、確認i活からの深さは 0.28mを昔話る。壁は、外傾しながら立ち上

がる。覆土は 2 屑で、 I~I 然堆積と忠われる。底面は、ほぼ平坦である。追物は、覆土仁IJから縄文土器

片(268)が出 j-.した。構築11寺Jmは、出土した土器片から縄文時代後期と思われる。

S K333土坑(第40図、図版7)

MC63、MD63グリッドに位置する。車層[11でlIi%褐色土の落ち込みとして確認した。平面形は、

長ilillll.02rnX短i!illJ0.92mのrCJにj互い楕円形で、昨認i布からの深さは 0.36mを測る。壁は、外傾しな

がら立ち上がる。覆土は2屈に分けられた。拳大から人頭大の角礁が!氏から11m口部付近まにや似八つ
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第2節 縄文11寺代後期の遺構と遺構内LL¥十一造物

ており、人為的に何められたと忠われる。底的、iは、ほぼ平坦である。 造物は

肪は、 i市認而の!日{立と覆 I~.の状記から縄文11寺代後J~J と JUわれる。

S K335土坑(第40図)

MG60、MH60グリッドに位置する。 SK274土坑の精査rl二i、I]fl.miで確認した。 SK274土坑を壊して

しなかった。構築時

その巾央部に構築されている。平両形は、長ilir!l1.05mX知r1irl10.85mの円に近い楕円形で、確認i函.からの

訟でさは0.53mを測る。 壌は、タト傾しながら立ち上がる。覆土は2層に分けられた。第1e 2 J討ともに、炭

と親指爪大の円fi築が混入していて意図的に埋められたと忠われるo J底而は、ほぼ平岡であるが、しまりが

hl0l ¥0 造物は山 J-'しなかった。 構築u在JDj は、 {@&ï~丈況から紺文|時代後期と j正しわれる。覆土のしまりが弱 l¥ 

ことから土坑と判断したが、柱穴の可能性も否定できない。

S K336土坑(第351三l)

MA62、MB62グリソドに位置する。 SK269二!)fCの半裁LI_Iに、底的1近くでその溶ち込みを確認したo

S K269上坑と重複する。縫認状況からは、本 iて坑が干上[いと三えるが、その新II=Jは不明である。平面形はx

i的手0.88111のIlj形で、確認できた深さは0.25mである。壊は、やや外傾しながら立ち上がる。覆土は、

S K269七坑の第11忌とほぼi司じであった。!丘町J土、北東側がやや高いがほぼ、I;，t立である。本上坑のもの

をめ
/

1

1

 

/

i

/

 

/
 

GE///¥ぞ¥KF307 
/ 

//〆~\\

d

入

、、
1
5
-

E
Fノ

F
Fノ
バ
ル
HM

m此
川

此

泣

ド
八

μ人
弘
一
日

4
4
P
 

L
1

一6
1

i
j
-
h
i
 

伏
伏
…
則
一

uと
れ
巳

U
J
u

h
り

μ
H，
.

山
一
同
物

h
H川

LHHι

。V」

l
l
i
 

山
出
山

U
Hレ
~

l
i
t
-♂ 

4
4
4
6
6
6
6
 

/
/
1
/
-
/
r
/
/
t
/
 

4
4
4
4
4
4
3
4
 

H
K
R
R
R
K
R
R
 

Y
Y
Y
Y
Y
Y
Y
 

0
0
0
0
υ
o
o
 

i
l
i
l
i
-
-

L

上
上
上
上
上
上
上

つ

ぶ

色

色

色

色

色

色

色

hu

U
に
県
川
向
山
向
尚
尚
褐
俗
如
何

日
1
2
3
4
5
6
7
8

257.90m 

262.30m 

[S K F 307] 
1 1I;'i弘j色J-_(JOYR::l/3J 
地1111引数 lLl- 炭化物少 fi_l .'JJ1_1-_校 í，rlJÍt~rt人。
2 IliHもj色 !:(IOYR3/4l
::l IItHh¥色 HJOYl日/3)

j 出 Ull.].f!&i立 .I;~ 化物やや多f1t. J:ft J -_~rtI少 fHilß)\. ，
'1 協同色 1'_(1 OYR3/3i 
地1111屯・炭化物微ht・JJ'tL1'u:初i多htM人ω
5 II/'t弘j色 1_(1 OYR3!3i 
地1111"1少!ll-炭化物多 lH._'地1I1ト，1.[，1&;社泌人。

III 

S IくFJ 65 
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/ノ一一「

cm 

只iくド54

第41sJ S K F 54.165調307フラスコ状'袋状ニヒ坑とその出土遺物
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第4章調奇の記録

と確認できた造物はない。構築時期は、確認状況から組文時代後期と出われるo

S K338土坑(涜401斗)

MA60グリッドに杭置する。 北西側は、昨年(1997年)の調査で埋設上器をtJrflり上げたところで、 rL'lん

でいた。 SK P226柱穴様ピットを完掘中、壁に掘り込みと礁を検出して確認した。 SK P226ねジ守義ピッ

トと章一悔する。本[--坑が1+'-ぃ。平而形は、推定長Isr!I1.2mx知lr-r!10.93mの楕円形で、確認面からの深さは

0.20mを測る。壁は、やや外傾しながら立ち tがる。底面は、平坦である。本土坑のものと路認でき

物はな~'0構築時期は、確認1犬況と覆…1:カュら縄文時代後期と思われる。形態から 1-.-壊某と思われる。

S K341土坑(第38区j)

MD64グリッドに位置する。亜層上で黒褐色土の落ち込みとして確認した。 SK280土坑と

する。本土坑がIII-く、 SK280 -1て坑にトー部をi要されている。現状で、確認できた平ffii形は、 i白:符 0.56m

の円形で、確認而からの深さは 0.28mである。壁は、やや外傾しながら立ち上がる。覆土は 1J昌で、

日然堆積と思われる。氏而は、ほぽ平1[[である。木 [JAのものと確認できた遺物はな~¥。構築時期は、

確認面の!吾位から縄文時代後期と思われる。

4 フラスコ状 e袋状士坑

S K F54袋状土坑(第 111図)

LD59、LE59グリッドに位置する。亜層 t面で燥の刺さった の落ち込みとして確認した。

平面形は、開1-1部がは径1.50111の円形で、底面は長IlilH1. 65111~:< 短IIil111.40n1の円に近い柏円形である。確

認rf:TIからの深さは0.801TIを測る。断出iJl:;は、袋状である O 覆土は6I語で、人為堆積と目、われる。 北東側

と市西fltlJにそれぞれ入車び三を超える!擦が立てられている。造物は、第2ぺ居中から縄文土器片(2706 が

I+¥j二した。構築時期は、上した二[:.'6*)二;ーから縄文時代後期前葉と忠われる。形態からj二填墓と考えられるo

S K F 165フラスヨ状土坑(第41図〉

L F6!1 グリッドに位置する。 IV層 i二面で、にぷ~褐色:土の落ち込みとして確認した。調査区境界

に位置するため南側半分の調査であるが、平面形は、開u部直径 0.83n1、底面白径1.70mの円形と

推測される。確認面からの深さは1.06111を測る。断面形は、フラスコ状を呈する。覆-士は 81国で¥

自然堆積と忠われる。底面は、ほぼ平坦である。 造物は、第 1}高から縄文土器片入部~i5 1点

4)が11¥1-_した。構築時期は、出[-した 1- から縄文時代後期的J定と忠われる。

S K F 307袋状土坑(第，111君、図版

IvIH61グリッドに位置する G 翠!語上回で11ri渇色士の円形プランとして確認した。開LJ部は

1.12111のほぼ円形で、底面は長径1.4七11><短径1.28111の楕円形である。 確認面からの深さは 0.76m

を測る。 断面形は、袋状である。覆土は 5屈に分けられた。第4• 5屑は人為堆積、それ以外は自然

堆積と患われる。底面は、中央がやや低いが、ほぼ平坦である。造物は、復土仁I::Jから縄文土器片 e

276)、石錘 1};~( (273)が出士した。構築時期は、出土した土器片から縄文時代後期前葉と思われる。

5 十~?i#iEH設遺品115

S R193土器埋設遺構(第421盟、図版 7" 10) 

L G57、L1157グリッドに位置する。 SQ172配イJii志村Ijの精査i二IJに検出した。 SQ172配石遺構と

る。新旧関係は不明であるが、同配布j吉村iを構成する礁の問にj:EH設されていることから、 Tf_

いの布平i二を知ることのできるほど近いときに成立したか、同時であると忠われる。また、確認状況と
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[S R28Jl 
J JI古住j色…!こ(]OYR3/3l 炭化物微bt.[際多iJtM入っ
2 J1i'¥悩色 UIOYR3/4l 地111成多lj1炭化物微JiUU人。
3 対色 1:(1 OYR4/4) J1{HM色 UU人。
4 JI伝性j色L(I OYI;:3/4) J白山粒.Jd2化物微l，liU人。
5 iもj色1-.(I0YR4/4) J1iJ褐色 1:彬多IJt・炭化物微hUU人の

S R262内アスフアルト塊

S J~ 193 

C二三二コ
278 
S R193 

S R262 

258.50m 

~ 
[S R2621 
]白色 1こ(]OYR2!2l 
2 Ii日制色J-.(IOYR3j;!l

第 2ilii'i 品!日立時代終!tJ1の遺構と遺構内11¥卜j註物

川
県
U

長一
1
J

s
f
h
主
主
て
¥

…一
[S 1'; 193・19/1]
1 11，'六払潟L包j色 1 (υIOYl{3/3i J山u山u川F牧立. よ炭支1化じ凶4物1勾5f¥1微世IJUti比:ソノ入¥.、
2 烈l以¥1"拘訪色 i上:(け10肌)九y代化3i2引) 1地山似i山111:小杭h止'd炭;足:化物微 i日l止出，tìl口げ;討泌1~ιλ人fλ人、\、

百1

第42函 S R 193・194ョ262.281土器援設遺構とその出土遺物
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第4単調布の記録

上から SR194 とは同11寺に したと

保15cm、深さ 23cmで、開設士器は、氏淫 llcm、!l内29cm、おさ 20cmの仁i縁部を欠く本JIラ

あったo J:_I]l設上以外の造物は、 i二;::Jの!令部からII¥+_したIIJ~1fiA犬十~~~IIIiIJ 1 )~~ (278)である。

上は、土器内と掘りで 2 屈に分けられた。 IJ寺Jv~ は、 LU土した士.器から縄文|時代後期前葉と忠われるO

S R 194土器埋設遺構(第42図、図版7" 10) 

L G57グリソドに位置する。 SQ172 遺構の精査!こ1]に検出した。 SQ172 1犯行遺構と

新!日関係は不明であるが、 i可配石遺構を構成する磯町の問に開設されていることから、 I~(_ ~ iの存在を

矢11ることのできるほど近いときに成立したか、!司1I主であるとjぷわれる。また、確認状況と七回iからS

R193土器埋設遺構とは同時に存在したとjEわれる。掘り方は検出できなかったが、ほとんどート涼と

同じ大きさと忠われる。 上京(279)は、氏符 12cm、r-i1予33c111、さ 2/1cmのi二!縁部を欠く訟で鉢Jlラト器

である。 坦設-1ておJ2J，夕、トの造物は111士しなかった。覆土は、 L器1);1の l屑のみである。 時期は、 IHJ二し

た土器から縄文時代後期前葉と思われる。

S R262アスフアルト入り土器埋設遺構(第42I盟、!玄IJ日記 7 10) 

IVlD63グリッドに仇置する。).さ惜1会11¥作業LI_I" m出で埋設上誌とその I)~/!，:Ijにあるアスフアルトを検出し

て確認した。 S1321思穴住居跡の床面を掘り込んで埋設されていたことから、 S1 321笠六位居跡と同

B寺か、本遺構が新しし '0 掘り方規模は、関口部径28clll、底経16cIII、深さ 18cmを測る。覆-士は、土器内

アスフアルトと掘り右の2屑に分けられた。 L器(280)は、現i宇部分で、氏径9CIll、関口部径 16cm、iiミiさ

18cIllの十五Ijを欠失する深鉢形土器である。正埋設で、内部にはアスフアルトが詰められていたが、油分

が揮発し、ブロック状に国結していた。総重量は、 3，580gで、アスフアルトだけの重量は、 2，490gであっ

た。その他の造物は1+¥土しなかった。 時期は、出土した土器から縄文時代後期前葉と思われる。

S R281土器埋設遺構(第/12I盟、図版7" 11) 

L H56グリッドに位置する。 道路のためj二部はWiJ平されていたが、地tJ_jJ二で正立する土器を検出

して確認した。 掘り方規模は、 13号口部径28cII1、底面径 13cm、深さ 31crnである。 5crnほど離れたHITil!lJ

に [1寺に汗在したと思われる柱穴(開[]部径20cm、底面径 11cm、誌でさ 33cm)がある。土器は、底径

12crn、i土jさ27crnの上部を欠損する深鉢形土器である(281)。覆土は、二と掘り万で 3)語、柱穴を 2

に分した。 1--器には地山塊と小さなが詰められていた。思設土器以外の追物は出土しなかった。

時期は、出土した土器から縄文時代後期と出われる。

6 配石@

SQ01配石遺構(第43図、図!以前

L 1 47 " 48グリッドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。局囲の状況から某本 iで同盟

を構築面としていたと考えられる。 S130竪穴住居跡と重複するが、本配石が新ししl。長軸 2.2mX

短ilirlJ0.7mで南南東一北北西の直線状を呈する。人頭大ほどの!擦を 2ヂIJないし 3列に並べている。僚

のレベルは、南南東側がややイ尽くなっているが、ほぼ同一である。 造物は1+1 しなかっ

は、臨認状況から縄文時代後期と忠われる。本配石は、 S130竪穴住居跡の付属施設の可能性もあるO

S Q07配石遺構(第43

L J57、MA57グリッドに位置する。 1997{ドの査で検出されていた。周囲の状況から京本十回盟

としていたと考えられる。 S1 242 " 261竪穴住)討跡の援上上にある。 S1 242墜穴住居跡は
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第4j程調査の記録

S 1 261 I望六件肘跡より新しく、本!妃イjはこの2 り新しい。長~îflj!1.4m X 9~寸前JO.9mで、南南東一北

Jtj~~Îの直線:1)\を呈する。{擦の大きさにはばらつきがあり、??主大から人頭大の!擦が用いられている。 礁の上

回レベルは、ほぼ一定である。本配手iを構成している礁のに肝石l点(286)、[白石1点(290入砥石

用されたモîJIJl1l~(292)が混じっていた。構築時期は、位認状況から縄文時代後期j と忠われる。

S Q08配石遺構(第431翠)

L J 58、MA58グリソドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。周囲の状況から

亜尻;を構築としていたと考えられる。 S1261竪穴住居跡の覆ーし 1'-にあり、同住跡より新しい。

形態は弧状ないし白線状をiT1し、方向性は南東 北西とみることができる。長ilrUJ4.2m x短車1110.5m 

で、礁のほとんどが人頭大である。際/の上ffiiレベノレは、ほぼ一定である。{擦の問から縄文土器"

283)、有孔石製品 l点、円盤状 1'，製 1)~!， (288入 1111石 l点(289)、銀1点(291)が出 1-.し

構築11寺lV3は、出土した土器から縄文時代後期j前主と}t!:lわれる。

S Q09配石遺構(第43図、図版8)

MA59、MB59グリッドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。周囲の状況から

を構築面としていたと考えられる。調査以外の憾の配置も視野に入れると、二需の弧状ないし直

線状で、南東一一北西の}j向性がうかがわれる。弧状と考えると、弧長4.0m、Illffi1.2mほどの弧が並列し

ている形ととらえることができる。擦の大きさにはばらつきがあり、挙大から人頭大を超えるものまであ

る。礁の上面レベルはほぼ一定で、縦長のものは深く差し込まれていた。 礁の向から縄文"285)、

i刊器1点(293)が出土した。構築時期は、出土した土器から縄文時代後JtJj前葉と忠われる。

SQi3配石遺構(第44肉、関版8)

M A63 e 64グリッドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。周防!の状況から茶本…1-，)面題

を構築面としていたと考えられる。平面形は弧状を呈しているが、環状であった可能性もある。市北

方向に長く、その弧長は約 5.7n1、東の11I日は約0.7n1を測る。構成している擦の大きさにはばらつ

きがあり、ピンポン二巨大からバスケットボール大である。[擦の上面レベルは、ほぼ一定である。周辺

からは縄文時代後期前葉の土誌が出j二しているが、配七からの出土‘はない。構築時期は、権認状況か

ら縄文時代後期と思われる。

S Q15連日石遺構(l沼431立D

LE59グリッドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。)苛囲の状況から基本土居直屈を構築面

としていたと考えられる。 1主i主束-JtJヒの直線状を呈し、長'Ifrtl1.5m x短QiltlO.5mを測る。斜面

るため、礁の一一部は欠損しているものとわれるが、人男のhH1-'-ドな(i:業1ilrilと挙大の礁を数個並べたも

のとみることができるO 礁の上 e ド面レベルは、ほぼ一定である。周辺からは縄文代後期前葉の土器が

しているが、配石からの出土はない。構築時期は、確認状況から縄文時代後期と忠われる。

SQ17配石遺構(第431玄])

L E57グリッドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。周囲の状況から基本土居mJ習を構

としていたと考えられる。斜面のため礁の一部は崩落しているものと思われるが、本配石の南西

側斜面の落ち込みに沿うように弧状を呈していたものと考えられる。 長ilii11方向は南東 北西で、長ilijJj

3.3mX短ilill!1.4mを測る。礁の大きさは不揃いであるが、人頭大を i二[可り、扇平なものが多l¥。周辺

からは縄文時代後期前葉の土器が出土しているが、配石からの出土はない。構築時期は、確認状況か
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第2節 約文i時代後期の遺構と:i1f1構内11¥十遺物

ら縄文時代後期と思われる。

S Q18配石遺構(第44図、図版8)

MB63 "倒、 MC63 " 64 グリッドに位置する。 1997 年の調査で検1 1\されていた。 )~iÐ1荊の状況から

麗!掃を構築面としていたと考えられる。南東一北西の直線:f犬を呈し、長*rtr3.8m x短11111J1.2m 

である。人頭大の!擦を主体に配石されているが、!擦の大きさはやや不揃いである。礁のヒ面レベルは、

ほぼ一定であり、縦長のものは深く差し込まれていた。周辺からは縄文時代後期前葉の一 1+¥十し

ているが、配石からの I+\~[てはない。構築時期は、確認状況から縄文時代後期と思われる。

SQ23 集石遺構(主~441辺、!玄lJ:1x8) 
MG58グ1)ッドに位置する。 1997年の謂斉で検出されていた。局間の状況から某本 1'.1首班}告を構

築面としていたと考えられる。敷石状を引するが、撹乱により、1/:数は失われていると思われ、もとも

との形態は不lり3である。およその昔日;立は長ij1rllC東西)1.3111X短IJiDIC出j仁)1.0111であるが、南東側の現状

から推測すると長jj形状に敷かれたものとも考えられる。擦の上面レベルはほぼ一定である。周辺か

らは縄文時代後期前葉の土器が出土しているが¥集右からの出土はない。構築時期は、確認状況から

縄文時代後期と忠われる。

SQ56配石遺構(第44図)

L J 45グリッドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。周の状況から基本土層重層を構

としていたと考えられる。撹乱により燥の半数は失われていると忠われるG もともとの形状は不

明であるが、長軌(南東一北西)1.6mx短軸(北東 南西)0.5mの直線状とみることができる。周辺か

らは、縄文時代後期前菜の土器が出土しているが、配石からの出土はない。構築時五Ijは、雄認状況か

ら縄文時代後期と思われる。

SQ68配:fi遺構(第441玄J)

LF61"62グリッドに位置する。彊層上i訴で直結的な擦の並びとして確認した。確認状況と

から、 SQ70配石遺構とは何時存在であり、一連の配石追わ115とも考えられる。また、別々に構築さ

れた後、つながりをもたせるように造り替えられた可能性もある。形態は、本j喜の礁の並びだけを

見ると弧状を早;すると忠われるが、本配石の延長上に SQ70 配石造構があり、 2 遺構を 1~lJ n寺に見ると

j奇線状の礁の \ìí~ びとも考えられる。 r布市東-JtJtjJLiの直線状とみると、長Ililll3.7rll x短1111110.6mであ

る。擦は人頭大のものが主体となっている。 周辺から縄文時代後期前葉の土誌が出土しているが、配

石からの出土はない。 I告築時期は、確認面の)首位から縄文:1時代後期と忠われる。

SQ69集石遺構 44図)

L F61、LG61グリッドに位置する。盟)語_L:.[[[Iで、礁の集まりとして雌認した。直径0.6mの円形

内に集められた礁の集合体とみることができる。 礁は、掌大のものが主体である。二i二与，Uこ伴う燥の可

能性もあるが、掘り込みは確認できなかった。 J毒物は出土しなかった。構築時期は、確認miの屑位か

ら縄文時代後期と思われる。

S Q70配五遺構(第441盟、図版8)

L F 63 • 64グリッドに位置する。重層上面で、直線的な礁の並びとして雌認した。 SK F 165フラ

スコ状[~坑と重複する。本配ヂiが新し l¥ 0 {能認状況と 1.屑から、隣り合う SQ68配石遺構とは同

一連のものとも考えられる。また、別々に構築された後つながりをもたせるように泊り替え
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第45空調査の記録

られた可能性もある。本遺構の{離の益びだけを見ると弧状を呈すると忠われるが、本造構の南仕担側!出5延長

!上:に SQ6侃8配石追追[，1村?

;束一JヒJ北白日の直絞線く状とみると、長車1l!4.6mX短車ItI0.8mである。礁の大きさは、人頭大のものが主体

となっているが、不揃いである。 礁の上面は、ほぼ水平であり、大きな磯ほど深く埋もれていた。造

物は、礁に混じっての破片が/+¥上した。 傑とともに並べられたものと考えられるが、磨滅が著し

く掲載しなかった。構築時期は、確認面の!雷位から縄文l時代後期と思われる。

S Q75配石遺構(第44関)

L G49 " 50グリッドに位置する。軍出!でな傑として確認した。 上司自95crn 45crnで厚さが7crn 

のほぼ楕円形の礁が水平に据えられていた。本配石に伴うと判断される造物は出土しなかった。構築時期

は、確認状況から縄文時代後期と思われる。平らな際だが使用痕はなく、性格は不明で、ある。

SQ172配石遺構(第45，， 461刻、医!版8)

L G56..町、 LH56 " 57 "問、 L1 58 " 59グリッドに{立置する。立居の掘り下げ中、連続して花

ぷ礁として確認した。 ST 308 " 309 " 310竪穴住居跡、 SR 193 194土器埋設遺構と歪慢する。 S1 
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第 2節縄文n4r ftfをHJ:Iの遺構と j室 11~1大111\+3章物

308 .. 309 .. 310 I黒穴休居跡より新しく、 SR 193 ，， 194 [.IJ#lLI[設追構とほぼ何時である。主i抽出羽東一

北内の11=(線状で、あり、長軸約 11m 対拍車(-)1.5mである。 ー古川支状の張り出し部分がある。市東から

見ると性1~1 がりの少ないiS 状にも見える。礁のうち大きなものは、縦 85cm ><横50cmx厚さ 35cmに

るが、縦60cm:x:横ωcmx)亨さ 10cmほどの扇平な燥が多い。これらの大きな擦と人頭大の礁によっ

て構成されている。 造物は、縄文二上片(300"-'302" 306)、石鍾2点(294" 295)、擦石l点(297)、別

立日 i点(298入同石 1)~(299)、手Î[[[J. 1点(310)が11¥[した。構築時期は、確認、而の屑伎と出 l'した L

器片から縄文時代後期前葉と思われる。

S Q173 45 ~ 46 [河)

L G57、LH58グ1)ッドに位置する。 II}雷掘り下げqJに連続しです在ぷ礁として係長宏、した。 S1308 

竪穴住居跡と重複するが、本配石が新しい。南東一北問の直線状を宅し、長ililll;1.2m x知阜1110.7mで

ある。縦60cmx出羽田×厚さ 10cm程度の扇平な燥を主体に、人頭大の礁が混じる。礁はほとんどが

立てた状態で据えられている。 造物 J土、縄文;上器片(303~305 " 307)、石匙1点(.308)、申j器1点(309入

手i錘l点(296)がH¥土且し たo 307は、長i両のJiji'々 に赤色顔料が付着していたc 構築時期は、出土した

土器)1]-から縄文時代後期前葉と思われる。 SQ172配石逮捕とほぼ同時期に序在したと忠われること

から、本配石の一部を使用してSQ172 ï~~己石遺構を作ったと考えられる。

S Q263配石遺構(第44図)

ME61グリッドに位践する。 1997年の調査で検出されていた。周囲の状況から

築面としていたと考えられる。 S1337竪穴住居跡と重複するが、本配石が新しい。

麗屈を構

-東北東

の直線状を呈し、その長さは1.2mである。縦40cmX横 25cmX厚さ 10cmほどの届平な{I築3個と

の角lt梁1個が、ほぼ一列に並んでいた。礁は立てた状態で据えられていた。周辺から縄文時代後期前

葉の土器が出土しているが、配石からの LU土はな ~\o 構築時期は、確認状況から縄文;時代後期と思わ

れる O 竪穴住居の壁の一部の可能性も考えられるが、性格は不明である。

S Q264配石遺構(第441玄J)

ME60 61グリソドに位置する。 1997年の調査で検出されていた。 周囲の状況から茶本ト屈服

を構築而としていたと考えられる。 S1337 竪穴住居跡と重複するが、本Illi~1=Îが新しい。弧状を呈す

るが、ほぽ南東 北の方向性をもち、その弧の長さは 1.6mである。掌大の離が並んでいたが、い

くつかの礁はすでに失われているものと忠われる。周辺から縄文時代後期前葉の土器が出土している

が、七からの出土はな ~\o 構築時期jは、位認状況から縄文時代後期とわれる C

7 性格イ品目逮捕

S X323性格不明遺構(第44菌、図版8)

MF59グリッドに位置する。困層上面で暗褐色土の入る柱穴が円形に配列されていることから確

した。 S1324竪穴住居跡と重複するが、本遺構が新しい。規模は、中央にある柱穴を中心に半

60cmの円形に柱穴が8力所配されていた(重複2カ所)。覆 1'.~~;L，各柱穴とも 1 }習で、同様の覆ト

である。 P3.. P 9には燥が入っていた。造物は出土しなかった。構築時期は、確認i面の層位から縄

文時代後期と思われる。

Q
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第3節遺構外出土遺物

1.土器

出土した土資料はすべて縄文時代のものであるが、!穿滅の Lい破片が多く、全体の形状を把握

できるものは少なかった。この項では、施文と胎 I~. と器形から rH ト I~:器を 5lHに分けて、潟吉跡IH

土:1この特徴を記述する。器形や文様の全体については推測による部分が多く、また層的に取り

1--げ、ることのできなかった 1--器が多いので、施文;の特徴に誌をおいて分類している。

[第 1群土器](第49図320..321)

縄文時代の 1--器と、われるものである。深鉢形!---で、口縁郎は外反する。 燃糸文を不規

則に臨す。褐色、料品色を宇:する。)j台…!ては*rl.~ iが、繊維の混入は認められない。焼成はやや良'Hと
である。 11¥1-1-_器に占める木群の害U1守は 1%以下である。本若手は、円筒下層 a式に花行するかそれ以

と思われる。

2群土器](第471翠313----315、第491実1

縄文11寺代前期'1 以降の土器で、基本(1守に無文または縄文のみで文誌が惜成される
-7 -i.，.-17 __ 、

令。一首1)ω

土器(330"342)の胎土には、繊維が含まれる。器面の色調は黒褐色のものと灰褐色のものが多く、

のものは概して焼成状態が不良である。器形;土、:タト傾基調の直線的なパ，ケツ形を呈するものが主体である

が、口縁部が外傾し室長部がくびれ、 i阿部が緩やかに内湾するものもある。 j十の約15%をrl::jめる。

本群は、円筒下層 a-----b 式に並行するものと思われる。文様の特徴から以下の 1~8 類に細分する。

1類 無文の土器で、ある(第491文1322"323)。口縁部がやや外反する。)j台+.に繊維を含むO 指頭によ

る整形痕が顕著に残るもの(322)、丁寧に磨き、 n唇部に刻みf]を施したもの(323)がある。

2類 表哀に縄文を施す土器である(第 491窪 324~326)。表裏で縄文!京体の異なるもの "326) と

表裏ともに同一原体のもの(325)がある。 324@326は去が綾絡文、哀が撚糸文で、 325は表裏とも LR

縄文である。 326は、[]唇部にも表と同様の綾絡文を施したものと思われる。

3類 縄文または撚糸文のみを施文する土器である(第471盟313，，314、 49凶。横位の

LR 縄文(329~331)が多いが、 RL縄文、撚糸文，，328)、古íj段多条の純文 (332) など多耗

にわたる o ~s:1jl~ はバケツ形を呈する。 lî伝説1

4頚 Ll唇部lこ指頭圧痕の入る二l-_器である

の @334)と綾絡文(340 に区別される。

5類羽状縄文を位にす土器で、ある

に近いか、緩やかに外反する。

49図333..334-340 器面の文様はえのみのも

47図315、第 49図 335"347)。口縁部は外反するもの

(315 ，， 335) と垂直に近いもの (347) がある。ITíl者は lliJ日I~がすぼみ胴部が膨らむ器形、後者は直線的なバ

ケツ形のお形を呈すると思われる。また、前者は結束l種であり、後者は結束2種である。

6類 哉竹管による刺突を施す!~である(第 491翠 336)。厚手の L誌であるが、焼成は比較的良

好である。

7類綾絡文が施される土器である(第49図。仁i縁部 に近いか、緩やか

に外反する。仁i縁部または翌îtfl~iこ横行Lの綾絡文が施されるもの、!加の狭い1m文をお:つも

の、仁!縁から腕部にかけて綾絡文を施すものがある。綾絡文は、すべて横位
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で、複数条のものが多l'0 []にお~文を施すもの (3!i6)や、補修子Lの穿たれているもの(:340)もある。

8類 木Ij状糸文が縦位に施される上誌で、ある 1191ヌ1 I-~' 縁部は-主的;に j互いか緩や

かに外反する。山形はバケツ7むを弔すると!芯われる。 V¥ずれも 2条 iゑIIの撚糸文;が砲されてし 3る。

9類 網i三i状撚糸文;が施される土器で・ある(第491玄1352)。器形は 7組と同様である。

[第3群土器](第471玄1311 " 312、第 501玄1353~377、図版 11)

降};?のlil;付により文;係帯が形成される上である。器)伝はバケツ形をと三するものが主体である。

跡LU1， 1"，器群においては、最も大塑で"J字Tのものが多い。概して胎いますl=l.l¥が、焼成は良好である。器

山白企の色~J

土器であり、 PJ筒下!月 a -.._，c1式、大木 6~7乱式に比定される。 1盗Jt:の特徴からo、下の 4 類に細分する。

1類 頭部にIIJm)よな降;出:をRhHした士出である(第501三1 。陸部:を貼付した後、それに指

痕(353'"'-'355)あるいは五Ij1=:j(356)や刺突(358)を加え、 [J縁部文{、若手目;を形成したものである。口縁部の文様

;1!~i文(356)，縄文、原体側面圧出文、鋸歯状の平行沈線文入降線のHli付と

それに車Ij突を施すものがある。胴部の文禄は、結束2積羽状縄文や綾絡文がある。

2類 仁i到吉li に幅広な!堅守?を日L~;fJをした後、沈線により 2 条化した L出である(第 47 1文1311"312" 

501豆1 。 ー部2条化しない部分もあり、そこに棒状工具による山形料突が施文されるもの

(359~361) と 2 条化した隆子誌に円形刺尖文を付加したもの (364) がある。 u縁部に i ないし 2 条の綾

絡文を施したもの(361，，363)、，-，唇部を内外に分けるかたちに潜と刺突を施したもの(361)がある 0

363は降需が一部剥落しているが、その残存部分には原体側面圧痕文が認められる。桐部の文様は、

複節の斜縄文(311e312.362.364)が円台:つo 312は、高さが65cmを超え、県南部出土土器巾では、最

大級のものである。なお 311と312は同一倍体と思われる。

3類 仁!室長部にやや幅広の隆帯を貼付した後、沈線により 2条化した土器である(第50図365，，367"

368)。降帯のIIJ日以外は 2顎と同形態であるが、 2額よりやや小型で文様も部Hかめである。口接部に

頭圧浪を施すもの(365 がある。 '--1縁部は、無文のものと LH縄文(3670368)のものがある。

胸部の文様には、 LR縄文(3650367)と網IJ状撚糸文(368)のものがある。

4類 ilJ日の狭い降をf:l，li付し ある(第 50 図 366"369~377)。やや突出した降帯が巡るもの

(370)もあるが、 1~3 類に比べて細めの!確認;である。 1径十日;には、絡状休圧痕、刻み i三1(369) 、

原体側面圧痕文，，372入竹管等による刺突の入るもの (373~377) がある。仁i縁部の文様は、原体

{WJruiおよび絡状体の痕文であり、それが数条口唇とほぼ平行に施されるものと斜め

に抱されるものがある。 r~，唇部には、五IJ み1:==1 を施すものと縄文を転がすもの

375"376)がある。腕部は、単方向の結束LR縄文(369)や訪日立の羽状縄文(373)、縦位の羽状縄文(375)

を胞すものがある。

[第4群土器](第 481翠、第511玄1378~404、図版 1 1)

部の I~~~fで、文様がIR@i される土器である。器形は、 rl縁部が外反するのが一般的な形状である

が、外傾しながら外反するものと内傾しながら外反するものがある。腕部は内湾し、丸みを持つもの

が多く、胸部七!三部が最も膨らむO !頭部付近で文保守;;が区画iされ、 Cl縁部には文様が充填される。

部には、 lX線、 1)各!荘、東IJ突を巡らすなどのバリエーションがある。概して赤福戸か赤福1-=oにj)Tし

し、焼成は良好である。 最も肥厚する部分は、仁i縁部ないし口唇部の場合が多いが、平均的

83 



第4-i~t 調青の記録

みのあるやや大型の深吉本形土誌である。 11-¥土土器の約15%をrLiめる。木群の L'.器は、縄文H寺代前期

末から r1] JU~初頭の，.で、大木 6~7fョ式、または rIJ目下 cl式に比定される。施文)Jy，よ-や文様のモ

チーフから以 fの6犯に納分する。

1類 顕在日またはi二i縁部に菱形状や鋸歯状のモチーフをお:つ、複数条の平行沈線丈を主体とする L

器である (378----386)。類部またはその近辺に降帯や沈線を巡らし、 r-I縁吉It~jお:;?と IJI司 g:l~文様を区画

る。|経，J;:;は主主郊にi怒るもの(378..383)と1I界部(385)にjgるものがあるが、頭部に巡るものはf5ZIHfjの

意味をもち、 nJj岳部のものは装飾文様の一部を構成していると思われる。巡らした降帯には、原体側

泌を施すもの(378入刺交を加えたもの(383)、刻み[1を入れたものがある。平縁仁i縁のも

のと波状口縁のものがある。菱形状の文様のq:::J心に丸V¥棒状の物による束IJ突の入るもの(378'"'-'380)、

波状 1 昨季の波部ll!(下に短降線を粘り付けるもの (383) がある。脳主I~の文様は、羽状縄文(378 ，.;383) や

木日状撚糸文(386)を縦位に施すものがある。

2類 1I縁部に綾杉状またはそれに顎{以した沈線文を脳す土器である 387~391)。 沈線文は直

線を基調としているo 1類に比べ幾何学1'1守で、単純化されている。文;徒主;の1>([llJjは、他頚と同様に顕

部またはその近辺においてなされるが、刺突や刻みldがjミ体とj記われる。 319は[]縁出15を欠くが、 391

に類似した文係構成をとるとjEわれる。 腕部の文禄も l類と同慌である。

3類 i二i縁部に同心円状の弧状沈綜を連ねたモチーフを持つ、沈線文を主体とする土器で、ある(316

~318、 392~395)。施文ん7まとしては 2 類に近似しているが、!lll線の認されるところに相違を見~) 

だせる。文様帯の区両は、指頭圧痕、短い沈線や刺突の並列(394，，395)によるものがある。また、飾

り突起の付くもの(316)や、仁i縁部に2ノドの降線が平行にHr!i1、Jられているもの(318)もある。なお、 316と

317は同一個体と思われる。器Jlラは、 1，，2類に比べて、!阿部上半の膨らみが大きくなるとjtわれる。

4類 LJ縁部に条痕文を施す土訟である(396""399)。縄文!京体による側面圧痕文(396<>398"399)や

半裁竹菅による押し引き条痕を施すもの(397)がある O 24類と日器形と思われるが、 11縁部が内傾

しながら外反するのが特徴である O

5類 櫛状 L只による平行沈静ji文を主体にする土器であるは03 。沈線は 1"-'4類に比'Ij交して細

身で、平な平行沈静iiの地文の 1-.に2条 1組の平行沈静iiにより波状文をtJ1iく。一部沈線に沿って二

形状または逆二L角形状の亥IJみが並び、鉛歯状の文慌を作出している。北陸系の新保@新11I奇段式に近似

した文様形態である。

5類 仁!縁部に!幅広の降線と太~ i沈線によるよとi蓄を施す土器である (/100叶01)。 幅広のi車線が貼付

されるもの(ilOO)と太しはi乙行沈綜を施丈することにより沈綜と陸線が形成されるものは01)がある。

は口!昌吉区に1)斜13が巡り、さらにそのとに 2条の刻み日をノ入れた粘-1二紐のIl!i1，jーがある。後者には降線

のHr1:j付はないが、弓部が最も肥厚し、 i持者と同様の装飾効果が見られる。いずれも!曲線を主体とす

る大胆な文様構成の土認である。

7類 1-'縁部にやや約めの降借;を2条巡らす土器である(402)。降帯には、和Hかい亥IJみ日が施され、

にも同様の刻みが見える。 1経千倍以外の部分には、絡状{本EE痕文が施されている。

[第5群土器](第52図405'"'-'410、第531ヌJ411 '"'-'第55[翠490、|玄i版 12)

縄文時代後期前菜の…1-.器と忠われるものを一抗した。本群は、 ト腰内 I式または、それ以前の土器

と、 卜腰i今立式並行の土器と忠われる。なお、十綾i什I式以前と忠われる土器は、関東の堀之内 l式
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に類似し、十腰内E式北行とjtわれる土器は、宝ケ111筆式および加曽和J13式に知似する。7*1jラは多様

であり、深鉢形 1-- をよ体に、浅鉢、台付j;木、壷、切断蓋付上器、注LJ土器等が混じるが、思形の不

明なものも少なくない。概して第 1~4 群に比べて薄y-で焼成も良好なものが多~ i 0 しかし、器形等

によって製作の仕方に追いがあり、粗製、半精製、精製の 3つの製作工程が考えられる。すなわち、

深鉢形土器は、粗製、半精製のもの、査@浅鉢等は半精製e精製のものが多い。器面は、赤褐色、褐色、

と多様で、胎も一様でな ~\o 本群は潟前遺跡;11 ¥上 iて器群の主体をなし、調査区全域から出上

している。 11¥土土器の約40%を占めるが、 1997 の調査を勘案すれば70%に達するものと忠われる。

全体の判明する{間体が少ないが、に胞文万法や文相iの特徴から以 1-':-の16額に帝国分する。

1類 磨消縄文で文;様を構成する土器である(第52図405'"'-'407、第53図411'"'-'犯の。直線的な

行沈線を主体とするものとl!!j線1'1守な平行沈線 とするものがある。全体の文様は不明な 1--認が多

いが、長楕円形を呈する平行沈線をモチーフにするものや三角形状の平行沈線をモチーフにするもの

がある。基本的には、平坦な器問に磨消縄文が施されるが、刺突を伴うもの、波状LI縁の

波田部に刻みflを施したり(418)、東11突を加えたりするもの(425)、円縁:吉区が肥厚するもの

がある。

2類縄文と線文で文様が構成され、!嘉浩を行わない であるは10吋30)。モチーフは第1類

と同じであるが、磨治を省いたかたちになるものである。

3類 口頭部;こ細身の|盗帯が巡る十冊器であるは31 。モチーフは第 l殻と同じで、竹管による

刺突が入る。

ヰ類沈線とi盗線または沈線降線で文様を構成する土器である(433'"'-'435)。いずれも地文を持たな

い。 降線で区闘した内部に沈線文を施すもの(434"435入降線に刻みHの入るもの(435)がある。

5類 沈線文が主体となる土器である(436，-..._446)。沈線のみの j二器と地文を持つ L器とがあるが、 2

本t~、 1-_の沈静j!による平行沈線文が主体をなす。また、モチーフは I-Y を主体とする曲線となっている 0

4類同様に降線、のII占り付けF られるもの(436'"" 438" 443)や、ボタン状の貼付のあるもの(442"443)もあ

る。なお、 439~441 は壷で、 439 は切 Ij;Jí-蓋付土器である。

8類基本的に縄文のみを施す土器である LR縄文が主体であるが、 RL縄文(450..45

のものも少量混じる。 *ltJ~I状W(糸文を胞文するものもある。

7類 口縁部に無文帯を持つ土器で、ある (409"452~461)。仁!縁部に RL 原体 (454) 、 LR 原体

の側面上L:浜文を巡らすもの、沈線を巡らすもの人また細い隆帯を貼付し、その上に半裁竹

f古による左方向からの束IJ突をらすものがある。 JJII~音I~の文誌は、太めの沈線 rMJ に細い平行沈線

を充填し磨消縄文風の文様を形成したものは080458"459)と磨消縄文を主体とするもの(460@461)があ

る。 409は、屈Ull外傾する口縁部を持ち、仁i縁上部にやや広い文様帯が設けられている。

8類折り返し風口縁を持つ土器で、ある(462 。折り返し様の部分には、縄文の施されるもの

(462-463)と無文のもの(260)がある。

9類 口縁部に指頭圧肢による凹み文様が施される土器で、ある(464"-'4(7)。仁i唇部の表裏にそれを施し、

口唇が波状を呈するもの(464 と大きめの[Lf]みを表面に施すもの(465..466)に2分することができる。

10類 突起や把手の付く土器である(468"469"471)。平行沈線文が施されるもの(469)と磨治縄文

で文様が表出されるもの(468)とj際的を行わないもの(471)がある o 468，，471は丁寧に研磨され、黒褐
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色で光沢のある粕こ製+*誌で、ある。

11類 無文の浅鉢J1三上器である(470)。氏部はやや肥i手するが、 LI縁部は締めである。 10類の468、

471同様、部内外、耐とも丹念に磨かれている。黒褐色で、光沢がある。

12類 )阿部上半部に平行線的な文様帯を持つ i二一器である(406.472，..，__475)。丹念に磨かれている0

406の器外而は褐色である。それ以外は、器内外面とも光沢のある黒褐色の精製土器である。

i3類 器外出全体を取り巻く r!!昨主主JiiJの沈線と磨消縄文により表I-Hされる文様をお:つ L器である

(405)。これは、 1--1縁部の一部が大きく外反する片口である。

14類 ~ijl)~ liriに格子状または縦に走る山:総状の沈j誌を胞す十で‘ある e476)0 外出は、 1!tt文;

のもの(476)と縄文地文で!こ1縁部に細い沈線による長楕円形のFHl線文を施すもの(410)がある。いずれ

も諒厚が際だって厚いが、 前J者者古古，は1粗:抗口1主宏製E史嬰!ijム、 後 i占?f; は半精主虫製~-=t:一J才‘

1祁5類 よめの、平lド三行沈線文が文様の主体となる土器である(ω47竹7-4幻78幻)0波状[]縁の波民部には直綜線く13的3均包

な守干平Î.千f行T舟..沈線がZ享fl~川iト".Lし、 UJ，再直 r'.と頚部付近には 2ないし 3条 1組の平行沈線が巡る。

16類連鎖状の沈静、が弔下する土誌である(479，..，__490)。太めの沈線が文様の主体となるのは、 15

類と同様であるが、モチーフが異なる。連鎖状の沈静誌を大別すれば、綾絡文状のもの(479"480" 484" 

485)と涙形や楕円の速なり状のもの(483，，487----490)に分けられる。地文は、 1nt文と忠われるもの(484"

488)や櫛!弱状 L呉による沈線文(489)のものもあるが、縄文のものが一般的である。なお、縄文の人

るものは!宮前を伴う。

2.土製品

土偶@ミニチュア土器@鍔形土製品@雫飾l日，，)腕輪形 IJWSi'，o円探状土製品@三角形二i二製品がLU土した。

施文ブJ法や文様の特徴からいずれも縄文時代後期liij葉のものと考えられる。

土偶(第55図491..495"，198、i立i版 12)

嘉浩s1点、服部上、脚部2}誌のUJ:J二である。楕円形の頭部(491)は、縦81mmx横 64mmx J単さ

28mmを測る。 降線により目と鼻の稜線部分を去し、刺突により目、鼻、口を去す。複数条の沈線に

より入れ皐状の文様が施されている。頭部は、 i￥'"を前に突き 11¥す形に付けられていたと考えられる。

jJ同点目(495)は、縦78mm frl[ 43mm 厚さ 22側、脚部(498)は、 1[1日!18mmX高さ 38mmを測る。ともに頭部

とJ31J何体と思われるが、いずれも竹管状の工具による刺突が列をなしたり、周囲を取り巻いたりして

いる。腕部は、 1-1-1央付近が膨らみを持っていて、

ミニチュア土器(弟55図492、図版12)

しているものとjtわれる。

小型の文の!二器が2

られているが、座り

した。 492は、仁!径11mmx高さ 44mmを測る。器はI寧になでつけ

しない。

鐸形土製品(第551玄1493、図版12)

無;文:のもの2点(うち 1点、と、 *111い沈線により裏表に筋状の文様を砲すもの l点が1:1¥-1て

した。なお、 494にも紛:が付いていたものと忠われる。 493は最大径35mmX高さ 42mm、494は

21mmx自jさ35mmを測る O

震飾品(第 551苅 496、関J~反

長方形のi些!隅が突出する形;伏で、最大縦23mm 横 31mm J字さ 9mmを測る。鋭利な により幾何

-86 



第3節逮捕外LI:¥1"，造物

学的な文様が彫られているO哀函は、:1m文である。長l!i!JI)].'(IJにごく狭い穿子しがある。 1点山土した。
腕輪形土製品(第55図497、図版 12)

全体に厚みがある。沈線文を施すもの 1点と無文のもの l点、いずれも破片が出土した。 沈線を施すも

の(497)は、現状で縦74rnrn x横61rnrnx厚さ 16rnrnを測る。やや細めの3本の平行沈線により、三角形を基

調にした幾何学的な文様が施されている。その他に、遺構内(SK254土坑)からも l点(202)出土した。

円盤状土製品(第55[盟499、図版 12)

1--器片を打ち欠いて円帯状にしたものである。縄文が施されているものとそれに沈線の見えるもの

がある。 径35'"'-'50rnrnのものが3点出土した。うち l点(499;直径49rnm>< J豆さ 9mrn)を掲載した。

三角形土製品(第55図500、図版 12)

平田形は正三角形の板状と思われる。現状で縦35mmX横 64mm 厚さ 7111mを測る。鋭利な工貝によっ

て表裏に文様がJI~~ られている。 1 面は平行沈線状、もう 1 面は鋸歯状の文様が施されている。 WJ は

]‘寧になでつけられている。

3.ZJ25 

石鎚(第561翠501"'505) 

基本的にI;Jij1(:'訪日仁でL!Ji袖線で左右対称となる。 jj訓告外から 30点tBj二しており、基部の形状により 4

穎に分けた。類LI-Iでさらに細分できるものは細分した。()は器稽内に占める割合である(0、下内線)。

A=基部が平らなものである。

A山a;平面]f:;が二等辺三角形を呈し、 の両端が角張るものである。 9点(30%)出土した。

(501) 

1¥-b;両側縁が並行する に向かつてすぼまるものである。 7点(23%)出土した。 (502)

B= 部がくぼむもの、いわゆる主式である。 5点(179-6)出土した。 (503)

c基部が凸基式のものである。広葉樹の葉に{以る。 8点(27%)出土した。 (504)

D 茎のあるものであるo 1点(3%)tH上したo (505) 

石槍(第 561ま1506~508)

槍先形の石器である。 基本的には扇平縦長で一万の先端に鋭しづミ頭部を持つものであるo

A=断面がレンズ状で、石器の長さが 10cm以上のものである。 2点出土した。 (506)

B斗折i討が薄い凸レンズ:1犬で、石器の長さが 10cm以下のものである o 4点出土した。 (507)

Cニ|折I(i i tJ ~ rI 1Iレンズ状で、石器の長さに対してi隔が狭いキ111身の石器で、石器の長さが 10cm以 Fのも

のである。 2点出土した。 (508)

石錐(第56IXI 509) 

尖端部の断面が菱形ゃんレンズ状になる石器である。 4点出土した。 (509)

有撮石器(第561沼510)

両側縁から扶りを入れてつまみ部を作り出し、調整かそれに近し

左右対称となる石器である。 4点出 i二した。 (510)

石匙(第 56 図 511~第 57 図 524)

い、石器のcjJil!llJ線で、

両側縁から扶りを入れて、つまみ部を作り出し、片111Iからの加撃によって刃部が作られた石器であ
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る。 103点出土した。

A=縦1刊行匙 つまみ部の I~J'lirl!~，京にほぼ平行するメj部をお:つものである。ガ部は直椋1'1せであったり

曲線的であったりする。

A-a-1;つまみ部の中軸線にほぼ平行する直線的な 2つの刃部を持つもので、先端部を加工してい

ないものである。 11点(10%)出土した。 (511)

A-a-2;つまみ部の!flqi由線にほぼ平行する直線的な 2つの刃部を持つもので、先端部を加工してい

るものである。 13点(12%)出土した。 (512)

A-仕 3;つまみ部のrl::Jili由線にほぼ平行する直線的な万部と、出線j'(]な{J!iJ縁を持つものである。曲線

的側縁は加工しているものとしていないものがある。 9点(9%)出土した。 (513)

A-a-4; つまみ部の q-lf~rll線に対して、直線的な 2 {flIJ縁が少し末広がりに I~日くものである。 10 点(10%)

11¥士した。 (514)

A-b-1 ;つまみ部の中'Iil!l線に対し

10点(10%)1+¥士した。 (51.5)

側縁が外側に膨らみ円に近い形をなすものである。

A-b-2;つまみ部のrl:::l[lir11線に対して側縁が外側に膨らむが、右対称とならないものである。 15

出イこした。 (516)

A-c-1 ;直線的またはi曲線的な側縁が先端部で-交わって尖り、つまみ部の仁!こi軌線に対して左右対称と

なるものである。 7点(7%)山上した。 (517)

A-c-2;直線的または曲線的な側縁が先端部で交わって尖り、つまみ部の中MI線に対して左右対称と

ならないものである。 8点(8%)出土した。 (518)

A-d ;側辺の中に扶りのあるものである。 2点(2%)出土した。 (519)

B 斜型石匙 2 ，----3の側辺の'11で最も長い側辺の111心と、つまみ部のI1…Ijji出線が約で交わる石

匙である。 5)2.(5%)出土した。 (520)

Cニ債型石匙 最も長い側辺と、つまみ部のL[Jfji[H線とがほぼ直角に交わる石匙である。

C-a…1;2側辺と最も長い側辺の交わる部分が弧状になるものo 4点 IH土した。 (521)

C-a-2;2 側辺と最も長い{l!lJ辺の交わる部分が尖るものである。 2 点(2~b) 出土した。

C-a-3:2側辺と最も長い側辺の交わる部分がやや尖るものであるo 4点(4%)1中¥1-.した。 (523)

C-lコ ;つまみ部の部分が石器のIt1i地線からずれているものであるo 3点(3%)出土した。

57図

大小の厚子の剥片に粗い:次力[J，Lを施して、全体の形状がl¥わゆる箆りょを主するように作り LUされ

たイゴ器である。二次加工は而加工と片面加工がありほぼ同数である。形状によって 3つに分けられ

る。 46点出上した。

A=，足立高に明瞭なj立を持ち、刃部が基部より i幅広のいわゆる援形を呈するものである。 24点(52%)

H仁|二しfこo

B 基端が尖り、全体の平面形が二等辺三角形を呈するものである。 20点(47%)出上した。 (526)

C=基端と刃部の11屈がほ

詩IJ器(第57図

しい短n日形のものである。 2点(1%)出土した。

利片の比較的長い 1辺あるいは2辺に、 らの二-力によっ l iメj部を作り出した器で
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ある。万部以外の二次加工はない。 126}~~H\ .1-，し

A 様々な形状、さの不定形手11)干の]辺に、線的あるいは弧状に刃部を作り 11¥したものである。

58lミ(46%)rU土した。 (528)

Bニ様々な形状、)亨さの不定J[ラ片の 2辺に、 IIJj線li守あるいは弧状に刃部を作り11¥したものである。

刃吉区は急傾斜のものもある。 28点(22%)出 1-，した。 (529)

c求1])午が二等辺二角形に近い形をなし、底辺はfJl面倒となるものが多い。底IIlJを除く他の 2辺に

連続した刃部が作られる。 2 つの刃当日の交わる角度が鋭角のものが多~ '0 18点(14%)出土した。

(530) 

Dニ剥片が4辺の辺を持ち、 2j互に述続した刃部が作られる。 3辺に

る。 16点(13%)/+¥1.した。 (531)

E ;jtl.い二次加工をド11I1主iに施し、一部分に細かい加工の見えるものである。 6点(5%)1+¥ した。

(532) 

した刃部を作るものもあ

木葉形石器(第571翠533)

先Mfd部が尖りそこから発する縁辺に二次}JLI]'を胞すY:iU器に似ているが、本石器はほぼ全部の縁辺に

二次}JU工を施すo 本1'1守に広葉樹の葉にi限る。 3点/L¥ した。 (533)

掻器(第57図534

比較的厚手の)(小の求Ijrl-の一部lこ、裏からの二次加工によって急斜度をなす分厚いj.J部を作出し

た石器である。刃部は弧を描くのが一般的である。縦長の~tlj片を J=l~ ~ ¥たものと、不定形の剥片を用い

たものとがある。 20点出土した。

Aニニ縦長求Ij片の一端に刃部をfl:I~H した、いわゆるエンド@スクレーパーである。大部分は打面側に

当たる基部を除き!両側辺にも二次調整が加えられている。刃部には丁寧な二次調整が行われて

いる。 13点(65%)出 Lした。

B=不定形の分厚い求IJH‘の一部に、弧状の刃部を作り1+¥している

(535) 

ある。 7点(35%)1+¥土した。

その他の剥片::fi器(第571莞1536)

f IJJlラまたは楕円形に近い剥)_11_のiiTI1面に粗い:次加てを施したものである。未製!日の可能性がある。

謹製石斧(第58図537穆538;;543窃544

47点Hけてした。うち完全なものは 2 点だけで、あるC 基吉I~が残ったものは点、刃部が残ったものお

刃縁が欠けたもの7点、半分に割れたものl点である。なお石斧の部分名称は佐原真(1977)による O

A-a;基部と刃部がほぼ向じ i隔で、刃古I~ は pj刃で、両!!?i刃である。 23 点(50%) 出土した。 (537)

A-b;基部と刃部がほぼ同じ11I品で、刃部は直刃で両1l_1.1刃である。 1点(2%)出土した。 (538)

B ;基部より刃部の III誌が広いもので、刃部は門主jで両凸刃で、ある。 8点(17%)出土した。

明瞭な基端i訴を持つものである。 5点(ll%)tU した。 (544)

C吟b;明i療な基ft;fri面を持たず¥尖り気味のものである。 9点(20%)出土した。 (547)

D ;C-aと同形態であるが、極めて小型のものである。 (548)

半問状璃平打製石器(第581文1539@540.541@542@545@546.5499550@552

Q
u
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、 I~-rfJ状を呈する [憶を:素材にしている。多くのl~{'ì1三担IJ縁(l-iWJ縁)の白線1'1なな辺を打ち欠いて

刃部をfl:り11¥している。刃部は擦られている場台があるo 43，1、17，IU+_し

I類:素材の直線的な辺を打ち欠いて刃;認を作り 1+¥しただけのものである。 3 (7%) 1-1¥二しした。

(539) 

E類=1類の刃部以外の辺にvとりを持つものである。
1;七!とりが[Ibj端にあるものである。

a;刃部に打ち欠きまたは擦りのあるも U)O仁r，I~(9%) +-した。 (540)

b;素材のままのものである。 5点(11 1+¥ l-_したo

2;決りが刃部の対辺にのみあるものである。 2点(5%)出土した。 (542)

3;挟りが刃部の対辺とどちらか一方の端にあるものである。 1点(2%)11¥した。これには

に穴が開けられている。

護類=1 の側縁にあたるどちらか-jjを打ち欠いているものである。 2点 /111土した。命

549は打ち欠き以外の辺および表裏、すべて採られている。

ニI鎖の刃部以外のj21のほぼ全部に打ち欠きを行っているもの。

1;刃部に擦りのないものo 17点(40%)11¥ +-.した。 (550)

2:メj部に擦りのあるものo 4)~~(99-i5 )LU土した。 (552)

V額士一欠けていて分類できないもの

1 ;仁|二iダミに穴のあいているものo 2点(5%)

2; ]以外のものO 3点(7%)出土した。

石錘(第58l支I551-554'"'-'559) 

し犬二o (553) 

漁網錘あるいは編物の鋸として用いられたと思われるものである。山上数243点で、ある 0

1 9長二月か楕円形に近い丸みのある礁の縁辺に刻み日を入れたものである。

A;刻み目が4ヶj珂悶あるものo 39点(16%)出土した。 (551)

B;亥!Jみ日が2ヶ}丙あるものo 1点(0.4%)出 Lした。

豆類=訣りが2ヶ所にあるものO

) A;素材となる燥が桔1fJ Jt:; に近く長:~llJの両端に tたりのあるもの。 94 点(39%)1+¥-1てした。(臼558的

B仕;素材材.となるi繰陳が楕F円:ユ可lJJ形i巳ラに近く短4軸i与拍i由hの111

j扶7支ミりのあるj軌111阿抽11山liとないi軌111何抽11羽油11由11の11幅IJ福j届量が;ほまぽ同じものである o 8位2)点旦但 ω)出土した

D;扶りが対的にあるもの 5 出土したo (557) 

班類ニりとりが 4 ヶ月~-にあるものである。素材となる際は円形に近い。 6 点(2%) 出十局した。 (5 ，59)

石血(第59図560.561)

遺構外から 9点出土したが、ほとんど欠損していて形状のわかるものはない。自然石の少しI_IDんだ

面をそのまま利)二日したもの、縁が付いているもの、脚の付いているものなどがある。

砥石(第59図566)

両面が非常になめらかに磨かれたもの、両面iを使用したために中央が薄くなりついには穴があいた

と足{われるもの、 q二!程が磨り減ってiUJ子状になったものがli¥二上した。

国石(第591ヌ1
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ヨミ3iii'i jilli;IW外/1¥二1'.jW物

素材となる{擦の に敵打によるII11み るものである。)巳状によってI]]JI三とi:古円)じに分け、

他に山みがバー証言にあるか、にあるかによっても分けた。 32j去の LU トのうち 9 は、ドラ士に ~1~1jれて

いたがすべて分顎可能であっ

1 = FLJJIラのものである。

九;1'11みが片而にあるものc'5点06%)11¥十ーした (562)

B;r'lみが向出にあるものo 6点(19%)出 Lした。

立額ニ佑円形のものである。

QDみが片山iのもの。 3点 1111[.し

B;ILJIみが両面のも (7)0 18点(56%)IJ¥土した。 (565)

4.石製11111

石刀 e石棒(第 59 灰1567~570)

Tl刀は 7 、石棒は 3点I+¥j-.した。いずれも破損したものである。うち石)J3 点 (567~569) 、 1-j椋

1 を掲載した。なお、 568と569はけ一個体と忠われる。

挟状耳飾り(第 591三I

4点LL仁i二したが、元形品は 1

有子L石製品(第 59図

3点11¥士晶した。 2点

とjぷわれる。 他の 1点はや

けである。蛇紋岩を材質としj"3判こHJll倍されている。

円盤状の礁の表面を研磨し、中火付近(;二孔を穿つものでる。子jijflj

なfJ:梁の端部 ったものである。

矩冊形有孔石製品(第 59関

形に研磨し、一端に穿孔するものである。全体の形はわからない。 1点した。

(第 59関

に整形された石1m状を る。全体の形はわからない。 1 した。

内競技石製品(第 591支[

3点出土した。 2点(58] は、泥古賀の礁のイヲ討を研磨し終った円盤状lこfLト昼げたものであるの

他の ijえ(580)は、泥岩質の薄い板状の{擦の周囲を打ち欠き円盤状にしたものである。これには特別

な仕上げはされていない亡，

1 秋 Ill iJitf-~討委員会 日γ 下.jj時村山j土地改良八木地区:こ係乙 JI11政文化財先制~Ui]lf.…八木造肋 U(1110~~文化 H1 誠 74f 幸iiii; 存知 181 1989 
(平成7l:'r)')

2. fti:原真 「石斧論:r考古論集 1977(illl和52'riう)

参考文献

:村I~潔打出fIl円 í;"ij土器文化j ~ff山 1m 198;J(11?Tfll 59年)
2 秋田県教育委員会 F東北蹴出自動車道秋LLl ~~n発掘調奇報告書 Tl IjLLJI 追跡.fi'i~!日五立助、・ i二ノ LIJ Tl ìjjlliJl;-j 秋山県文化財訴ù査報告書第 Hì6 集

1988(11日和63:11三)

3‘秋FEI県教育委員会 『潟j市立跡(第 1 次)一県営オートキャンブ湯建設卒業に係るだHÌI~主文化財発掘調査報告苫秋111!Íf~文化財調査報告

第290集 1999(平成11年)

4. 今井百二UH・磯崎iE彦 r HJ2lilkjJ 青森県弘前市!日空内縄文式追跡調査予知「岩木LLIJ 1969(1昭和村年)
5.陸前高田ni教育委員会 rpl]niJ貝塚 県道広IFl半島帝京の改修に伴う緊急発掘 陸前高旧市文化財調査報告 16集 1992(平成 1]!ijっ
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第 5章 自然科学的分析

本章は、 SR262 lて器開設遺構内のアスフアルトの分析結果である。アスフアルトの陀地!日j によ

り、その流通経路を解明することを目的として、北海道大学教授小笠原正明氏に依頼したもので

ある。

アスフアルトの科学分析と原産地

1.はじめに

小笠原正明

(北海道大学高等教育機能開発総合センター)

天然アスフアルトは、 地表付近にj属れt-Hした原油中の開発'fl:主成分が失われて残った不揮発性の物
質である。そのもとになっている石Yilli丸山ll.f~において海や湖沼などに沈積した生物有機体が、そ

の後の地形の変化によって地[11深く閉じ込められてできたものである。これらの根源生物のバイオポ

リマー(リグニン、セル口ース、脂質、蛋白質など)はもともと化学構造が複雑であるうえに、長い地

質年代の経過とともに地熱や地花や周囲の無機物の影響によってさまざまな変成作用を受けている。

そのため出土アスフアルトの化学分析から産地や供給lレートを推定することは困難とされてきた。し

かし 1992年に北海道南茅部町豊111奇N遺跡で巨大なアスフアルト塊が発掘されたのを契機に、化学分

析による産地同定の研究が飛躍的に発展した。この報告では、これまでの研究成果の要約に加え、新

たに開発された石油の根源成分から由来するバイオマーカーなどの成分比から産地と供給jレートを解

明する方法について述べる。

2.分析方法の概要

発掘試料の表分を取り除いてをフじ

素分析のためにとっておき、一部をベンゼンー

メタノール(呂町M)混合溶媒でおIII:Hする。仁リー

溶分の溶媒部分を減日f蒸留で除いて乾燥した

あと、さらに n ヘキサンでllRHiする。ヘキ

サン容分はオイル分、イえた?分はアスファル

テンと呼ばれている。オイル分に含まれてい

る溶媒を減圧蒸留で除いたあと、高速液体ク

ロマトグラフィー(日PL C)にかける。 試料

注入からもっとも短い保持時間で脂肪族炭化

水素(パラフィン)類、や脂環族炭化水素(シク

ロパラフィン)秒、などの飽和炭化水素部分(フ

ラクション P)のピークが現れ、次いでベン

ベンゼン(臼)ーメタノ-)レ(M)( ] : 1 ) 

混合溶剤抽出

第60図 アスブァJ'-'ト試料分析のフローチャート
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1¥H51'芋 r~r )'!，~利子主的分析

ゼン環を 1個持つ炭化本来すなわちl環芳香族部分(フラクションM)、さらに2個を有する 2環芳子ミ

族部分(フラクション D入 3何以".を有する多B立芳香族部分などのピークが一部重なって現れる。

後lこ、I-IPLCのカラムをク口口フォールムで洗汀!すると、極性化合物部分が分離される。このように

して、それぞれの部分を分割することができる。フラクション PまたはフラクションMを分取して質

豆分析(マス)スペクトルにかけると、それぞれの成分のマスパターンが求められる。 刀、J:-.の分析方法

のフローチャートを第60凶に示した。

3.元素分析、溶媒分割およびオイル分の分析による分類

充義分析 アスフアルトの
C H N S U 

主成分は、飽和炭化水素のほか 北海道堕11I奇N遺跡 81.7 9.2 1.0 0.8 7.3 

に、酸素、 来、および硫黄原
苫小牧E遺跡; 日3.1 9.2 1.4 0.8 ι5 

美々 H追跡 o4.2 白日 1.5 0.8 
~ど' むヘテロ化合物である。 秋田県 伊勢堂15j遺跡 76.5 8.4 13 0.7 13.1 

2 に-=ftEI 地の 跡から 潟前遺跡 75.2 8.3 1.2 0.8 14.5 

小袋岱追跡 82.1 9.3 1.0 6.4 

11¥十‘した試料のJL 分析の 昭和IIJT(] ) 73.9 0.7 16.3 

をぶした。その主成分は C 
岩手県赤坂田E遺跡 80.5 ¥1.U 1.1 0.8 8.6 

/11日立遺跡 75.2 8.5 1.] 0.8 14.4 

であり、全体の約 70-80%を占め 沢田 I遺跡 59.7 6.7 1.0 0.6 32.0 

る。 次に多いのは 日である。
相ノ沢遺跡 83.2 8.1 1.7 0.8 6.2 
(柏II1館跡jJ5湖;)宏 w 86.:3 5.6 0.4 4 6.2 

Cに対する日のjポ 数の比が 1 新潟原大人追跡 84.9 8.0 1.3 0.9 4.9 

をやや ることが石油起源の 昭和町(1)とは奈良・平安期の羽白 I~l遺跡を指す(詑 2 参照)
本 fl3山館岡;遺跡出土のものは分析の結果アスフアルトではないと

アスフアルトの特徴で、この比 判定された(本文参Hな)

はアスフアルトか かの判定の 第2表 遺跡出土アスフアルトの元義分析

指標として使える。

その例として、柏山館跡遺跡1=1::¥+の試料の分析結果を示した。これは!日石部時代の地層からマイク

ロプレードとともに出土したiJ音褐色の試料で、外兄といいB-M混合溶媒に溶ける性質といい、アス

ファ jレトに良く似ていた。しかし、日の原了時数がC して 1を大きく下っていることから、何か

の有機物が考吉年J代の間1;二化したものと判定された。イオウ Sの濃度は産地の指標となり得るもの

であるが、これまで分析した東日本の試料ではいずれも 0.8%程度と違いが少ない。ただし、右手県

ケ森遺跡!JJ土の試料は、ここには示さないが 3~ó以 tの高い値を示した。 出土アスフアルトには

純物が合まれていることが多く、元素分析結はアスフアルトを区別するための指標とはならなし

カ三ある。

溶媒分部 2で述べたような方法によって、試料をBωM不溶分、アスファルテン、オイノレ成分の 3

種類に分割できる。外見が似ていても、溶分割の結果からアスフアルトとははっきり区別できる場

合がある。たとえば余市II1T大川遺跡から11¥，てしたビーズ状の試料は、その 90%弱がお-M不溶分であ

ることから草炭または泥炭によるものと結論される。しかしアスフアルト自身の溶媒分割の結果も、

試料ごとに非常に異なっている。例えば、オイル分の割合は秋山県昭和IJI}の約 20%から豊崎N

の60%程度と違いが大きい。産地から採取されたあと、どのような環境におかれたかによって変る

からである。

-]06 



オイル分の分析 オイル分中のフラクション

Pに対ーするフラクションMやフラクションD

の上とは、 i天日Ijのための lつの指標となり 。

フラクションMとフラクションDのHPLC

スペクトルはお互いに主なっていて厳密な分

離はむずかしいので、この 2つのフラクショ

ンを足したものをフラクション Pに対して比

較する。第611文|に、 }tiサ由とみなされる秋田

県および新潟県のほかに、岩手県およびjヒ海

出土遺跡名

終Il!奇N治跡

寺久保

JII口

君成田

11;;ヶ:t':t.

道の各追跡からr-Hj二したアスファノレトのオイ 伊勢堂岱

ル分の分析結果を示し 前述のj存立主による

分割結果と違って、オイル分の各化合物クラ

スの比 いに似通っているが、 して見

ると地域によって多少の違いがあることがわ

かる。北海道の豊1[.時N追跡、秋田県のおよび

sg和田T(2)

;<IJ羽女平

の 20 40 60 80 

llA率/重量%

新潟県の各遺跡、および岩子県の大部分の追 第61関遺跡lJ¥土アスフアルトのオイル分の両述液体クロマトグラフィー
による分析結果

跡から得られた;式*_:Iでは、フラクションM、
F r P p:極性化台物部分:Fr-M，D:lき 2JWl7~: N fj~: ~11)分.
F r -p: 飽和炭化水素r~I~)}

D、すなわち芳香環を合む化合物クラスの割

合が 10ω20%程度と低い。これに対して、岩手県の埠ヶ森遺跡と新潟県のメIJ羽大平遺跡からHI，--!--.した

試料のオイノレ分は芳香族性が非常に高く、フラクションMとフラクションDの手[1がオイノレ全体の 30%

もある。このように、オイル分の芳香族成分の都合から、出土アスフアルトは約2系統に分類できる

ことが分かった。

4.フラクション Pのマス分析による分類

マス分析 なる化合物を分離しその に応じたピーク る。オイル分のフ

Norm 
100.0 

80.0 

60.0 

40.0 

20.0 

0.0 

200 300 400 500 600 700 

第62~ 秋 111 県;弘前j立伽A らlL\上したアスフ γ ルトから f;i' られたオ.{ルJ&;)}Új
プラクション?のF1マスス/'，クトル。

一 107

800 
M/z 

ラクションP、すなわちパラフィ

ンおよびシクロパラフィン成分

のF1(電界首離イオン化法)マ

ススペクトルは、笠詰:と

の比1'v1/z=400付近にピーク

を持つ非常に幅広いものであるo

F1マス分、4斤においては、試料

分子のイオン化が温和な条件で

行われるため、測定1=1-:1の分子イ

オンの断片化は実際上起こらな

いとされている。従って、オイ

ル本来の分子量分布がこのスペ



?五只古 I"~I 妖王さ1.''=三1'1\1 1，ト j‘j干

200 300 400 500 600 700 800 
M/z 
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に
200 300 400 500 600 700 800 

@ 

昭和町

M/z 

ijjドiJJillHillil!P1
200 300 400 500 600 700 800 

ivliz 

相ノ;尺
重量

北上)11

第64密 1: :秋II出伊勢常的追跡か1;111トーしたアスフアルトからilJ
られたオイルJ&，分のフラクションPのFrマススrえクトル;
11:1 : z数が-6すなわち聞の数が4の成分(倒としてステラ
ンの件格をiヌ11:1:1に'J;した)のスペクトル 1;: z数が 8す
なわち探の数が5の成分(同じくホパシを示した)のスペ
クトル。

第63図アスフアルトの交易に関する北東北のJ::剖nJ川および選跡名。
ただし、駒形および!昭和11汀だけは地名を表す。

クトノレに反映されていると考えてよい。第62区!に潟前遺跡出土のアスフアルト試料のマススペクト

ルを示した。

北日本出土試料のマススペクトノレを測定したところ、数種類のパターンに分類できることが分かっ

た。この分類により、北口本のアスフアルトの原産地と流通について新しい知見が得られた。すなわ

ち、秋田県の日本海側から岩手県の太平洋側に抜ける重要なルートである米代川および馬淵川流域の

遺跡から山土した試料は、すべて同じノマターンを与えることがわかった。これまで束 1:::1本出土のアス

フアルトは、その多くが秋同県昭和町槻木産と考えられていた。しかしわれわれのマススペクトル分

析では、昭和町の試料の一部は i二述の 2河川流域の遺跡から得られた試料とは必ずしも一致しなかっ

た。そこで秋田県埋蔵文化財センターが調査を行っところ、米代)11の流域に近い二ツ井IBJ駒形に地元

では古くから知られていたアスフアルト あることがわかった(第 63図参照)。この露頭から採

掘した試料を分析したところ、 2河川流域の試料と良く した。このようにして、駒形こそが縄文

時代の有力なアスフアルト供給地であるという説が浮上してきた。

次にマススペクトルのパターンによる分類から一歩進んで、 Z数による な解析を試みた。 z
数とは、炭化水素の一般式をC n+Zと表した時の Zのことで、パラフィン系炭化水素からの水

の不足数に相当し、分子構造i二11に不飽和結合を持たないときはナフテン環の数のみに依存する。

実測のスペクトルを、 Z=2から 1つおきのZ=-8までの 6つの成分スペクトルに分割したところ、

スペクトルの形を特徴づけているのは第64図に示すように、 Z -6と-8であることが分かった0

Z 6と-8の成分はそれぞれE質仙のバイオマーカとして重要なステラン額およびホパン類を

むものである。そこでこの 2つのスペクトルの強度比をとって、これをR.f[立と名付けて産地推定のた
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めの指標とした。駒形の露頭から採掘したアスフアルトのR値の平均値と各追跡から出土した試料の

R佑は第3表のように求められた。追跡出土試料のRf直と席地駒形の試料のRI!l売の平均値との差をと

り、それを陀J出~:r~*~I>の標準偏需で割って相対偏差を求めた。この相対偏差は、駒形式料との隔たり

を表す日安となる。

このような分析の結果、米代JI! "馬淵川の 2河川、およびその支流域にある伊勢立岱、 JI!日、 B'成

田、寺久保の各遺跡出上の試料のうちで、駒形庄ではないと言えるものは一つもないことがわかった。

-)j"同じ北東北出二上の試料でも、秋社の潟前追跡や岩手県の塩ヶ森遺跡出二i二のものは相対偏差が

大きく、駒形庄であるりー能性はほとんどなかった。さらに、応出[1)I! の ll~U' 口から三陸海岸を市に 100 キ

ロほど下った岩手県山出町の沢!JJI遺跡出土の試料は駒形の試料に非常に近かった。しかし、さらに

南の内陸部にある柏ノ沢遺跡(第63図参照)/i¥土の試料は日Ij系統であった。米代川と応淵)11をつなぐ

ラインは、縄文前期"L!J期の代表的な土器形式である大本式と円筒式を区別する南北の境界線であり、

その後も日本海側と太平洋側をつなぐ主要な交易ルートであったことを考えれば、駒形産アスフアル

トがこの/レートをたどって三陸沿岸まで運ばれたと考えるのが妥うであろう。今回の結果は、さらに

二陸海岸を通って山田fHJ付近まで南下した-可能性を示唆するものである。

5 産地向定の問題点

試料の成分分析から産地を無前提に決めることはできないが、 10<;分データを統計的に処期すれば、

3表に示すように基準となる試料からどれだけ隔たっているかがわかる。基準となる試料が複数で

あれば、すなわち候補地としての産地が後数で

あれば、出上試料がそれぞれの産地にどれだけ 地名。遺跡名 R{直 相対偏差

近いか(あるいは遠いか)を判定することになる。
秋田県駒形 。.632土0.036
伊勢堂岱遺跡中 0.650 0.50 

相対偏廷が 2J-.)、下であれば問題の試料がその産 潟前遺跡 0.781 4.09 

地のものである確率が最低数%はあるというこ 小袋岱遺跡 0.666 0.95 

11百平日!日J(1 ) 0.586 1.26 
とであり、 3以上であればそれが実質的にゼロ

昭和i町(2 ) 0.953 8.82 

だということである。 従って、アスフアルトの 持手県赤坂田遺跡;十 0.706 2.OL1 

成分分析から産地を同定するためには、(1)
川口i立跡、 0.698 1.18 

君成田遺跡 4 0.637 0.15 
J由の数が比較的少ないこと、(のそれぞれが産 寺久保追跡本 。709 2.11 

出するアスフアルトが他と!又)JIJできる成分比を 相ノ沢遺跡 0.930 8.19 

っていることの 2つの条{午が必玄!となる。
ガミ1111 j立跡 0.646 0.40 

北海道 lll"~11時 N追跡 0.685 1.，15 

アスフアルトのt主士山とみなされるえU}誌は、 キウス 4Big跡(1 ) 0.758 3.47 

今のところ秋田県の槻木と駒形、新潟県の大入 キウス 4B追跡(2 ) 0.64 0.26 

遺跡など数カ所である。 以前からアスフアルト
才 EIJは米代)11と馬淵)11の2河川およびその
支流域にある追跡を示す。

の原産地と考えられていた槻木を仁IJ心とする昭
第3表 遺跡出土アスフアルトのR備と

手i]ITITのアスフアルトには、昭和fI1J(1)と (2)の2 駒形産の試料のR値からの相対備差

種類がある。 I明和町(1)タイプは駒形産と区別

がつかない。そこでここでは、駒形タイプとH丹和IIIT(l)タイプを にして「秋ITIタイプ」と 11予ぶこと

にする。他にも可能性として考えられる場所があるが、アスフアルトがr:IJjiI在な
、

》
l
vな?しfk卜存てし

109-



第 5主主 I{~I 然科学的分析

近隣に縄文追跡が確認されていないなどの理H=jで、産地として確定することができな ~'o

われわれの分析の布1県によれば、秋田タイフnはniJ}liJ&こ i主べたように秋!こFI県の産地から米代11 い足首;~f

JI!流域をIj-I心に行子県の三陪沿jじまでの広い範問に分布している。 北海道南部の南茅部町-でIU['.した

アスフアルトもこのタイプに良く似ている。しかし、右手県に近い秋川県や、岩-手県のLI]部以南では

これとは明らかに異なるアスフアルトが1[¥同っている。特に右手県の盛岡市に近い塩ヶ森遺跡の試料

はS濃度など多くの点で際だった連いがあり、このタイプがどの時地から来たものか大いに興味があ

7 

00  

新潟県広のアスフアルトの化学分析は現イ1:進行[1_1であるが、予備的実験では秋田県誌のものよりか

なり高いR値が得られており、秋田県産と区別できる可能性が高い。

長後に考古学研究における化学情報の性格について一言つけ加えたい。物質の化学構造は情報の宅

庫であるが、本来1時間とともに指数関数的に減衰する性格を持っている。考古遺物を扱うときは、千

年単位の時間スケールでどの情報が消え、どの情報が生き残ったかという評価が不Iぜ欠で、ある。アス

フアルトの場合は、地質年代にわたって安定な物質であるという有利さはあるが、直射!二!光や酸素に

よる変成の影響も考慮しなければならない。その影響を避けるために、この研究では比較的大きなア

スフアルト塊の内側からサンプリングした試料のみを)甘いている。石器などの表面に薄く 1J若し

料を扱う場合には、考古年代の間にどのような経年変化を受けるか実証的に明らかにする必要があろ

つ。

日J

1) Z数による実測のマススペクトルの分割!の方法は、参考文献の 4で詳しく説明している O

2 )昭和IBJ(1)の試料は奈良 e平安j切の羽自白遺跡出土のもので、地理的に近いので期本産といわれている。昭和町(2)は慌本

の豊川yrlJl壬iのものである。

3 )津軽海峡に面した地域では北海道(WJの釜谷地域で地表に原油が11¥ている場所が発見されているが、今のところアスファル

トの露頭は発見されておらず、従って産j世とはJ確定されていなし ¥0 この地域でアスフアルトの産地が発見され、かっその

性質が「秋 FElタイプJ と酷似している場合に限り、南茅N~II:\土アスフアルトの秋f円原産説は否定される。

参考文献

1 )我孫子昭二(1986) アスフアルトjf縄文文化の研究 8・205-222立、雄山間

2 )小笠原jJ~明・阿部千春・前)IIM判j .横山首(1994) 岩崎N追跡、1:1¥土の天然アスフアルト塊考古学ジャーナルJ373 

号:25-29TI 

3 )川IJ小jト¥笠原正明.棲i出士卦i陸.能登谷宣!康主(け19ω99幻) [仁二二命.''j、ツソ7汁井1下1悶町T吋I富i

文化財財，セン夕一宿研研f究紀要J1μ4号正:5印O一5日7頁

4 )小笠原正明(1999) 縄文時代の交易ーアスフアルトがたどった道Jr化学J9月一号:28-30頁
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第6章まとめ

平成11年度潟遺跡発掘調査は、県営田沢湖オートキャンプ在備事業に伴う道路、水路部分(2，800

nuについて実施した。これは遺跡推定面積の 23%にあたる。しかし、平成9年度に111沢湖目Jがよさ跡

Lj…!央 m~ と見られる jl~L1î遺構の!ムーがる部分 4 ， 300m2の表土付近臼植しJ ている三込、調査域の重なる部
分が多く、新たにしたf雨宿は 750n人遺跡推定面積の 6.3%である。この結果、潟前遺跡で発制

調古の行われた範IIEIは平成8年度実施発j:)[出j奇出を;今め 3，8301木造跡推定LtLI積の 32%となった。

平成8年度調査では、 IEI石器時代の石器、丞Ij片と縄文士涼が出土し、純文時代の卜):;'L5某を検

出した。平成9年度の調台では、主に縄文 1--器が1+¥J~ したが、 11-1石器時代の石器、土J'lllj器@須恵器が

数点混じる。遺tjllJは、 19 石組造構2基、柱穴 14基、ザH設遺村IJ4茶、 1)]'[ 1 フ

ラスコ状+坑1基、焼士追構16京を検出

の調査では、縄文時代前期前菜@1:1二i葉@後仁1-1期初頭の土器と縄文;時代後期初頭から前葉の

上器が出 [--した。 J章構は、!烹穴住居跡 42 、土坑91J去、フラスコ状@袋状上坑 3 基、 I~己石 e 集石

18基、 J二22埋設遺 7基、焼土遺構8ぷ等を検出した。

縄文時代前期~中期の竪穴住居跡

本遺跡で下位の第NeVeVI属すなわち地山漸移)苦から地LLijJlIで確認した竪穴住居跡は、作Il¥する

土器から縄文時代前期前半から縄文時代中期初頭に構築されたものである。構築H寺期と形態には相関

関係があると考えられ、全体の形状がわかるものを形態的に分類した。 11寺JDJの惣定は確認状況や切り

合い関係などをもとにし、時期の特定できないものについては、検出面や土色にその基準をおいて時

期を想定した。

本遺跡1.:1二l最も占い段階の竪穴住居跡は、 S1 42 .. 76 • 80 • 259竪穴住居跡(第 65図1)と考えられ

る。これらは、直径2.5----4.5m、確認面からの深さは 18--._，35clll、その床面積は 9----15n1である。小型空

で掘り込みも浅い。柱穴は、いずれも径20cm以下、床Tfnからの深さ 20cm以下であり、 2~7 基検出

した。 PJ筒下層 a"b式北行の土器を伴11¥しているものがあり、構築時期jは縄文時代前期LjJ葉を想定

した。

政くの時期に出現するのは、いわゆるロングハウスと呼ばれる長方形大住民(第 65I~I 3 )である。

「大引作という三葉の解釈には多様性があるが、ここでは、問丸長方形か楕円形の平而形をとり、

その長軸長が 10mを越えるものと考えている。 8加を調査したS1 97 I竪穴住居跡、をはじめS1 136 " 

137 " 340竪穴住居跡がこれにあたる。これらについては 1IIIlすべてを調査したものはなく、また後

世の撹乱等により推定部分が多くなるが、 S197竪穴住民跡は、長il111317m、短'lir!]4.8m、深さ 40cm

と推定される。他のものも同程度の模を有すると忠われる。なお、 S1 102竪穴住民跡は長'11113長

7.7mであり、大型住居には合まれないが、同時刻、類似の形態であるので付け加えておく。

炉は住居の中央部にあり、仁1::1央を通る長'Iirl!に沿って数基並ぶ形態をとる。いずれも地床炉であり、

住民の改築にともなって炉の位置がずれたり、主主なったりして、焼 1-が二甫ないし三重になる部分も

ある。そのため改築が重なると、炉の数のはっきりしないものが増える。しかし、長IMIに沿う形に変
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わりはなく、住屈が広げられると、かiの位間も!こ!こi央によるものと考えられる。

柱穴は、おおむね壁に沿って巡る形をとる。その他床面にあると忠われる柱穴も何某か検出できた

が、主柱穴と思われるものは壁lHし1に配置される。良の構造材いわゆるこE木と呼ばれる部分の痕跡

が検出できたことから屋根が地rf=Iiから直接斜めに立ち上がっていたものと忠われる。

本退構群に伴う土器は、 IlJ日下層cl 1式 "cl 2式や大木6式 Q 7 a式に比定で、きる上器が混在し

ているが、円筒ド層cl 1式と大木およがt体である。構築IJ羽田は縄文時代前期後史から 1Dj初頭と
忠われる。

同形態の竪穴住居跡の検出は、協和問T_l二ノ 111II追跡で 291FTを数える。これらはすべて川i言下回 c

式上器を伴出する、縄文時代前期後葉の住居跡である。岩子県鳩i司111奇遺跡では3軒検IJ¥されているが、

伴出する土器は大木 6~7 式が主体で、縄文時代中期前立さのものである。

次の時期を想定できるのは、 ijLI]IIjlラが長方形または悶丸長方形で、樫:溝の，iAる!堅穴住居跡(第65関

2 )である。し 1ずれも全有の不明な住居跡であるが、 SI 148 158" 308 f望穴住JttJMJ;がこれである。明

確な切り合いはないが、確認状況から前者のものより新しいと考えられる。壁のー部と壁溝しか検出

できなかったためその規模は不明であるが、長軸 10mF，~度と思われる。また、その平面形は問丸長

方形とjtわれる。すべてに地床炉が確認でき、前者の小規模化による 1バリエーションの可能性もあ

る。 や12jれするl-.*誌に時期を明確にするものはないが、縄文時代後期の違構に撹乱されていると考えら
れ、それから推定すると前者同様円筒下層cl-1式土器または、大木7a式土器が伴ったのではないか

と考えられる。

縄文時代後期の霊穴住態跡

縄文時代後期初頭から前葉の佐居跡は、炉や柱穴だけしか検出できなかったものが多く、規模や形

態等不明な部分が多いので構築時期と tì~居形態を関連づけて触れることができない。平面形は、円形

で、直径 4"'-'5m のものと 6~8m のものに 2 大別できる。

小型の竪穴住居跡は、底径4mTjiI後と忠われるものが多li。柱穴は床面に 5基前後あるもの(第 65

図4)が一般的だと思われる。中にはS1143竪穴住居跡など壁にあたると忠われる部分に柱穴が巡

るもの(第65図5)もあった。がは、地床炉(SI場 140.. 334 " 339竪穴{主)古跡)と石田炉(SI 77 .. 113 

竪穴住居跡)もあるが、大部分は土器埋設炉(SI 45 " 46 .. 47 .. 53 .. 55 .. 61 .. 122 " 242 e 260 .. 268竪穴

住居跡、)である。石囲炉は、人頭大の燥を 6--..，8個IJj)1:;または楕円形に置いたものである。 上器埋設炉

の土器は、住民跡111汗に 1~3 個埋設されていた。複数検出した土器埋設炉は、新旧が明白なものも

あるが、向s寺存rrと考えられるものもある。
S I 143 " 334竪穴住居跡では円形に巡る柱穴の途切れる部分があり、そこが出入りiJと忠われる。

なお埋設炉を伴う住居跡は、確認i起が最も上位であり、本遺跡中最も新しいものと忠われる。

大担の竪穴住居跡(第65図6• 7 )は、平面形が直径8""'10mの円形で、壁溝が巡るのが特徴であ

る。堅持の底而から柱穴を検出したもの(第651翠6: S I 30竪穴住居跡)もあるが、その他構造材の

痕跡は検出できなかった。炉はすべて地床炉であり、床面中央部ないしやや壁よりにある。出入り口

と忠われる部分を検出した住居跡はS130竪穴住居跡だけであるが、その位置は北西側である。壁

溝は、おおむね11届20cm、深さ 10cmであるが、 S130竪穴住民跡だけがやや大きめとなる。 B在日立がず

れるのか、特殊なのか不明であるが、壁の燐造そのものが違うと出われる。すなわち壁満1);1に争直に
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掘られたねヅ〈が並ぶことから、柱状のJlji寸を立てて壁としたものと忠われる。つまり、地面から直接

壁が立ち上がっていてその[二に岸~+[~が架かる軒高の上原構造だったとi'fわとされる。なお、柱穴の掘り

}jやそのJ立びは、 S1 143竪穴住居跡にも頒似している。また、 S1 202 火{七日跡(第65図 7)の

部分は、弧状のと共に弧状の[擦のびが!r-IJかい台って一つの円をなしており、河!?も{擦も壁を構成

していたと考えられる。を1'1{yIJは、県遠野市張山追跡で円形に礁の巡る l摂穴住F刊赤が検出されてい

る。これも本遺跡と同H寺別で縄文1]寺代後?切初頭の構築であるが、力iは七111:1カiである。

土坑

I-.M:は、形態からlfilntt/(や芸と忠われるものも検出しているが、決め手となるような造物は11¥1..し

ていないためその性格付けのできないものが多い。ここでは、 SK275 +.坑など特殊と忠われるトー坑

について触れておきたl¥o S K275土坑には焼土の堆が苦しく、何度となく内部で火を焚いたもの

と判断ーした。大きく 41五!の使用が認められたが、断続的に使用されたものとも考えられる特殊な 1-.坑

である。火を焚く日出Jについては不明であるが、環状注口上器やlli~Íljfffl等の 11\土造物から祭犯に関わ

る遺構と思われる。また、これと類似の土坑がSK304である。これは、 SK275土坑よりIJ¥規模で

あるが、形態が類似していることと底的jに火を焚し 1 た痕跡のあることから同性格の追1;ìll~ と出われる。

しかし、これは 1度しか使用されていない。また、 SK335 l' も氏に厚い炭化物の居があり、幾

度か火を焚いたものと忠われた。なお、これらは、台地状平坦而の北西地に位置し、本遺跡中では、

も新しい部類の造構と考えられる。また、これらはSN 343 " 344焼土遺構との関連も考えられ、

一述の追構群と見ることもできる。そう考えると、追跡北西部は…」述の儀式のための場所ーという想像

もできる。なお、これらの土坑と11iJ様の性格と考えられるものが、伊勢堂遺跡、 i副長館跡、

どで検出されており、伊勢堂岱遺跡では、“墓"と性格付けされている。

配石遺講

i犯行造構は、縄文時代後期初頭の住居跡と同時か、それよりも事rrLいという結果を得た。また、空j
jり'JS Q06 配石造1~j~ としたものは、 S 1 202竪穴住居跡の壁であることがわかった。しかし、その他の

配石遺構の性格は:不明である。なお、 SQ01配石造i;i，なは、 S1 30竪穴住居跡の出入り口の施設の

部としての司能性も考えられる。他の配石遺構にも同形態のものがあり、 SQ263 26L1配石よ遺構は、

住民の壁と出入り i二!の可能性も考えられる。さらに、 SQ23集石遺構は、 S1324竪穴住山跡の付属

施設の可能性もある。

性格不明遺構

S X323 性格不可j遺構の性;格を判断する材*~I は得られなかった。 S K275上坑などの)i可1mの

ら推定すると、これも祭記に関わる追構かとも忠われ、形態から類例を探すと、秋十!こi市大松沢 I遺跡

に見いだすことができた。大松沢 1遺跡、では、中心部の小士坑に土器が埋設されているものがあり、

柱穴の集合体と忠われた追i;jllJも上!歪構造のある“墓"ではなし1かとされている。形態的には本遺構と

類似しているが、時期は縄文時代晩期後葉とされている。本遺構は、 S1324竪穴住居跡より新しい

と判断できたが、同住居の付属施設の可能性も否定できない。

アスフアルトの原産地

アスフアルトの原F在地については、今のところ不明であり、分析結果からは、昭和11可作でもてツ井

IIlJ産でもないということしか三えない。すなわち、第九第4のアスフアルト産山地があるとすれば
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そこが原産地の可能性がIfヲ5l¥ということであった。

潟前集落の隆盛と

本遺跡からは、!日石-13時代の石おや[TJf吉jト1月式以前-と思われるや土J5rlj器@~l~忠器も IILL してい

るが、主な造物は、 JIJ向トー!詞a b" cl式、大木 7a式、 卜腰内 I式(大湯式@門前式とも言える)に

比定される[~である。このことから判断すると、潟前遺跡の降盛期は、縄文i]!j:代前期Itl葉、前期末

葉からIlljm初頭、後期初頭の 3期である。

集務規模を想像してみた ~\o

の調?をで全体を判断することはできないが、あえて

I摂穴住)吊肋;の検11¥数やIf¥ 1- 物の泣から、組文i山代 I~íj J出 11 I葉には、小型の竪火住民が、 2~ :3軒程

度が同時存在するものと忠われる。前期末葉から中期初頭には、大型またはやや大引の作ー民が1~ 2 

軒と小型の住民が数軒あったと忠われる。後期初頭には、小型のil]形竪穴住居の時期から大型の円形

i禁穴住居の時期を経て[--設炉を持つ守山手:火のH寺lUJへという変j塁が考えられる。し 1ずれも、

ると 5~6 粁程度は同時に存在していたものと出われる。特に後期の大別円形樫

穴住居の住つ時期には人口が最も多かったと推定される。

また、縄文時代後JWJ初頭には前述の I~C:石や土坑訴が構築され北山部には祭犯の場が設けられる。仕

との重なり台しゅ〉ら、討の廃絶後にこれが設けられたと考えられ、後期初頭も後半になると

地と祭示日場は分離していたのではなしゅ1と推測できる。

出土遺物

11¥土造物で、特徴的なことは、第一に石鐘の出土数が極めて多いことである。また、縄文時代前期の

に伴出する半円:[犬扇平打製石器が多数出 tしていることも挙げられる。縄文時代後期

の遺物では、非日常的と思われる土器、二|二製品、石製品も多数出土している。

縄文時代前期中葉のートは、大本式 1--器と思われるものもあるが、内向下層式 1-_器の範III書に入るも

のが圧倒的である。逆に、前期末から!こ[:J期初頭の!二器は、大木式[~"器系の色彩が強くなる c 後期初頭

のご1~-Ë6 は、 [-)J要内 I式に比定される上器が主体で、関東の堀之内 I式に対比できる。若干ではあるが、

ト腰内豆式に比定される 1--器で、関東の加将不IJB 式に桁~~する[-，器もt-H [-，している。

潟前遺跡は、!日石器時代から縄文時代後期的葉まで断続的に使用された場所である。 I日石器時代は、

石器製作の場として、縄文時代I'Jijlmからヰi期初頭にかけては集落として、後期初頭からflil葉にかけて

はやや規模の大きい集落と祭記の.!:f}としてとらえることができる。

縄文時代IJiJ :UJ J r!i _~~には、 IJ~筒土分布!室jに入っていたものが、前期末から中期初頭にかけては大本

式上器分布閤に取り込まれる。また、 [[::1期初頭には、北陸系土器文化の影響も受けている。後期にな

ると全国的に土器文化の共通性が見え始めるが、本追跡についてもその傾向がうかがわれる。

このように、本遺跡は円筒土器文化と大木式文化の中間的な位置にあり、時期により土器様式が変

わることから、この地域の士文化を研究するためには欠かせない遺跡の一つである。とりわけ、秋

田県南部においては、縄文時代前期末からLjJ期初頭にかけての時期の遺跡は少なく、貴重なものであ

る。
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潟Fili遺跡の発掘調査ならびに整理作業は多くの困難をともないましたが、関係各位のご協力によ

り、ここに調査結果をまとめた報告書を刊行する運びとなりました。
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